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　各方面から情報を集めて鋼こう鉄てつ宮きゆうに戻った燕えん夜や淑しゆくの首筋がわずかに汗ばんでいたのは、日が落ちても温かい日和ひよりのせいだけではなかった。皇こう宮きゆうの深しん奥おうで起きた異変に、緊張と昂こう奮ふんに似た熱が、息苦しいほど胸にあふれてしまっている。

「……君は落ち着いているな、晨しん友ゆう」

　自分がそうした状態のため、執しつ務む室しつで国軍元げん帥すいと顔を見合わせた瞬間、夜淑は思わず感心してしまった。

　皇帝陛へい下かを襲おそった災わざわい。それと前後して起こった、いくつかの不可解な出来事。

　いずれも本来あってはならない大変な事態なのに、国軍元帥・袁えん晨友がまとう泰たい然ぜんとした空気に目立った変化はない。むしろ彼のゆったりした動作からは、毒気を抜かれるのどかさすら感じられるほどだ。

　すると晨友は、苦笑いで肩をすくめた。澄すんだ碧へき眼がんが窓からの月明かりで淡あわく光る。

「そう褒ほめてくれるな、夜淑」

　執務机と対ついになった椅い子すに腰を下ろし、彼は目め顔がおで夜淑にも座れとうながした。

「あまり顔に出ないだけで、俺も動揺はしている。ただ、事が起きてしまった後で焦あせってもいいことはないと知っているだけだ。──それで、状況は？」

「ひとまず緘かん口こう令れいは布しいたが、陛下の件は三日以上は隠せないだろう。そして、襲しゆう撃げき者しやの正体が我われ々われの予想どおりだとしたら……月げつ蝕しよく領りようの二人を確保していることが、再び問題視されるのはまず避けられない」

　執務机の前に置かれた長椅子に座り、無意識に左の膝ひざを撫なでながら夜淑は続けた。

「殉じゆん職しよくした四名の護ご衛えいの後任はすぐには用意できないそうだから、呂りよ将軍と曹そう将軍に一時的に任せることにした。……事件の性質を考えると、来らい将軍もいたほうがよい気はするが」

「それは困るな。煌こう言げんには、ほかにやってもらいたいことが山ほどある」

「だと思った。では、別の者に頼もう」

　眉まゆをひそめた夜淑がよほど物もの憂うげに見えたのか、晨友がとりなすように言った。

「案ずるな夜淑。君は俺が守る、そういう約束だろう？」

「……そうだな。信じている」

　気き遣づかわれているのを相手の声こわ音ねから察さつし、夜淑は複雑な面おも持もちで受け止めた。

　二人きりだからと油断して弱よわ音ねをこぼしてしまったのは自分だが、守るべきもののように扱われるのは本意ではないのだ。

　もちろん自分の矜きよう持じにこだわって話をこじらせても無意味なので、反論は控ひかえたが。

「ところで夜淑」

　明日着る服に迷って相談するかのような、気負いのない口く調ちようで晨友が切り出した。

「蒼そう刻こくが、この件に使えそうな異能のお嬢じようさんを確保しているわけだが。今回は何をしてもらったらいいと思う？」

「……幽ゆう鬼きが見える、黒こく烏う州の姫君か」

「二人ともある意味では、護ご花か七しち将しよう軍ぐんよりもこういった事態に慣れているぞ」

「陛下か、二人の皇おう子じ殿でん下かについてもらうことも考えたが……。そもそも劉りゆう蒼刻はともかく姫君のほうは、幽鬼が見えるという点を除けば不確定な要素が多いし、国軍には本来無関係の人間だ。関わらせるべきではないと思う。──が」

　建たて前まえを並べつつも、あまり配はい慮りよばかりしていられない現状を認識している夜淑は、つかのま目を伏せる。

　その後に視線を上げて、晨友の悠ゆう然ぜんとしたたたずまいを確認し、腹をくくった。

　この事件の黒幕が、彼らの予想どおりなら──我わが身はさておいても、国軍元帥である晨友を守り通すためには、きれいごとは言っていられないのだから。
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　──皇帝陛へい下かが襲しゆう撃げきされた。

　その衝撃的な報しらせを運んできた白びやつ虎こをまじまじと見つめたまま、朧ろう月げつと蒼そう刻こくはしばらく言葉を発することを忘れていた。

　先に気を取り直したのは、やはり蒼刻だった。

「襲撃？　皇こう宮きゆうの中でか？　いつの話だ。天てん狼ろうさまや天てん祥しようさまは──」

　鋭するどい声での矢や継つぎ早ばやの問いかけに、白虎の張ちようさんはなだめるような声こわ音ねになる。

「落ち着け。命の保証はないそうじゃ」

「ほ、……保証がないんですか!?」

　するともう御お命いのちが、と青ざめた朧月を見て、張さんはしまったという顔つきになり、肉にく球きゆうで己おのれの額ひたいをぽむと押さえた。

「間違えた、命に別条はないと言いたかったのだ。歳としをとると、すぐには言葉が出てこなくなって困るのう」

「甘い言葉なら無む尽じん蔵ぞうに出せるくせに、なんつう不ふ謹きん慎しんな間違い方をしてんだよ」

　あきれ顔になった蒼刻が、張さんの縞しま模も様ようのある額を軽く手しゆ刀とうではたく。それから改めて聞き直した。

「陛下が襲撃を受けたが、御命は助かったということか。ほかに情報はないのか？」

「儂わしもまだそれ以上の事情は知らぬ。数分前に天狼さまの元に伝令が来て、護ご衛えいを連れてあわただしく出ていかれたのを、偶然近くで見ていただけなのでな。我わが姫が今、こっそり事情を探さぐりに行ってくれたが」

「星せい彩さいはこういうとき頼りになりますよね……」

　朧月はしみじみと、幽ゆう鬼きの友人である星彩に思いを馳はせた。

　もともと目め端はしがきく女性である上に、普通の人にはまず姿の見えない幽鬼という特性を巧たくみに活用して、噂うわさ話や情報の類たぐいを集めるのが得意なのだ。

「……そういえば、お師しさまはどちらに？」

　ふと思い出したのは、大事をとって休息中の天狼を見舞っていたはずの幽鬼だ。

　名は張ちよう角かく。

　いろいろと複雑な因いん縁ねんもあるが、今の朧月にとっては厳しい道術の師である。

「天狼さまに随ずい行こうした。瑠る璃りの件もあるし、天狼さまは人が好よすぎて妙みように無防備で危なっかしくて苛いら々いらするので、仕方なく監視しておくと言っておったが」

「天狼さまが心配でついていったんですね。わかりました」

　白虎にふくみありげな目め配くばせをされた朧月は、まったく素直ではない師の本ほん音ねをざっくりと翻ほん訳やくした。

　そして小さく息をつく。予想だにしないことだったので、まだ動どう揺ようは身体からだの芯しんに残っているが、命は無事というのもあり、ゆるやかに気持ちを立て直すことができた。

　翡ひ翠すいの目を伏せ、思う。

（皇帝陛下を襲撃──つまり暗殺未み遂すい、ということよね……？）

　物ぶつ騒そうな単語を思い浮かべると、改めて身み震ぶるいがした。

　現皇帝の華か陽よう炯けいは、朧月とも何かと縁のある太たい子し殿でん下か・天祥の実じつ父ぷだ。つい先日、この黄こう華か宮きゆうでうっかりお逢あいしてしまったばかりの人物でもある。

　何にも動じなさそうな物腰。尊大なところのない、穏おだやかに響ひびく美声。

　地位とは不ふ釣つり合いに簡素な装よそおいをしていても、普通の人とは異なる空気を隠せてはいなかった。

（……今はそれなりに平へい穏おんな世の中だし、憎にくしみを買うような御方には見えないのに）

　皇帝という地位だけで、そういうことになってしまうのか。考えはじめると、やりきれない心地ここちになる。

　もどかしさに似た気持ちを抱いだきながら、朧月は傍かたわらの青年を見上げた。

「わたしたちは、ここにいてよいのでしょうか……？」

「少なくともおまえと張さんは天狼さまの客人兼話し相手に過ぎないし、今できることは特にないだろうな。ただ、俺のほうは──」

　無意識にか刀の柄つかに手を置いた蒼刻が、ふと話を中断する。

　鋭い視線が向けられたほうを見れば、黄華宮付きの女によ官かんの一人が、正せい房ぼうから庭へと下りてくるところだった。

　はばかるように声をひそめた伝言を聞くと、蒼刻はこちらを振り返った。

「さっそく元帥閣かつ下かからの呼び出しだ。まあ、二人ともおそろいだとは思うが」

「二人？」

「『双そう璧へき』っていう呼び名は聞いたことがあるよな？」

「国軍を取り仕切る元げん帥すい閣下と、その軍師の御お二ふた方かた……でしたよね？　蒼刻さんを護ご花か七しち将しよう軍ぐんにしたいとお考えの方々だとも聞きました」

「うむ。まだ若いが肝きもの据すわった男たちじゃ」

　張さんも同意してくれる。

　箱入りを通り越して引きこもりの身でも、国の情勢を蒼刻や異母兄あにから聞かされる機会はたびたびある。おまけに蒼刻と出逢ってからは、国を左右しかねない事件にも関わってしまっているのだ。

　やはり国軍もこの件で動くのかと、納なつ得とくしながら朧月は蒼刻に向き直った。

「では、いってらっしゃいませ」

「って、なんでちゃっかり見送る体勢をしてやがるんだ？」

　行ぎよう儀ぎよく頭を下げたつもりなのに、蒼刻の表情はなぜか渋しぶい。

　朧月は首をかしげた。

「蒼刻さんの仰おつしやるとおり、わたしごときには雲の上の出来事ですゆえ、役立たずはお邪魔にならぬよう、箱におさまっておくべきと……」

「おさまるな。おまえも来い」

「え。……どうあがいても、わたしはお荷物ですよ？」

「元帥はこの際ついでに、おまえにも逢っておきたいそうだ。おまえは黄こう巾きん賊ぞくの件では、立派に中心人物だしな」

「う」

　あっけなく逃げ道をふさがれた朧月は、弱気な表情になって目をそらす。

「……ねえ、わたしはここで根っこを生はやしているから、あなた代わりに双璧の方々にごあいさつに行ってくれる？」

「花に本気で語りかけてんじゃねえ！」

　現実逃とう避ひが極きわまって水辺の白い花に珍ちん妙みような願いごとをしはじめた引きこもりを、蒼刻はもちろん容よう赦しやなく抱かかえ上げて連行する。

　ひゃああああと往おう生じよう際ぎわの悪い悲鳴がたなびく後を、白虎は微笑ほほえましそうに肩をそびやかしてから追いかけた。
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　世界にはすでに闇やみが舞い降りていたが、皇宮内部は要所要所に灯あかりが用意されており、まだ働いている官かん吏りもいるようだった。

　しかし知らない人の声、とりわけ雑多な喧けん騒そうに苦手意識のある朧ろう月げつが「皇帝陛下の一件で大おお騒さわぎなのでは……」と震ふるえながら予想していたのを裏切り、静かなものである。

　意外だなと訝いぶかしがっているうちに、国軍の本部──鋼こう鉄てつ宮きゆうへと向かう途中の廊ろうで、星せい彩さいと合流できた。

　蒼そう刻こくが小脇に面倒くさい引きこもりを抱えて運うん搬ぱんしているのを見ると、彼女はあきれたように紫むらさき水ずい晶しようの目をみはった。

「武官さんったらあいかわらず、うちの天然公こう主しゆさまの持ち方が雑ですねぇ」

「これでも十分丁重に運んでるつもりだぞ。肩車でもしろってのか」

「んもう、お嫁よめさん抱きとかあるでしょうに」

「……それはわたしが恥はずかしくて大変だわ、星彩……」

「間をとって儂の背中に乗せてゆくという手もあるぞ、我が姫よ」

　この四人の悪い癖くせであっというまに話が脱線しそうになったのを、星彩が「そうそう」と手を打って引き戻す。

「皇帝陛下の件なんですけど」

「お、なんぞつかめたのか？　我が姫」

　恋人である白虎に訊たずねられると、星彩は残念そうに首を振った。

「どうやら関係者には、すでに口止めがされてるようですねぇ。適当に忍びこんで盗み聞きしてみましたけど、皇帝陛下が寝宮である鏡きよう花か宮きゆうにお戻りになる途中で、怪あやしい一団に襲撃を受けたってことくらいしかわかりませんでした」

「寝宮にお戻りになる途中……ということは、内ない廷ていよね？」

　ひどく大ざっぱにだけ知っている皇宮の地図を頭に描えがきつつ、朧月はつぶやく。

　政まつりごとの中心である天てん香こう宮きゆうをふくむ外がい朝ちよう。

　それに対し、皇族の住まう宮を集めたのが内廷だ。もっとも有名なのは後宮つまり蘭らん桂けい宮きゆうだが、太子殿下の過ごす綺き霞か宮きゆうおよび太子の後宮である桃とう花か宮きゆう、湘しよう雲うん公主の紅こう梅ばい宮きゆう、天てん狼ろうの黄こう華か宮きゆうも内廷に属する。

「……そういえば儂も、伝令の者から他言無用だと言われてたな」

　しまったなと苦笑いで髭ひげをしごきながら、今さらそんなことを言いだす張ちようさんに、蒼刻が困惑ぎみに眉まゆをひそめた。

「張さん、あんた結構あっさり俺たちに報せに来てたよな？」

「ま、おぬしたちは無闇に言いふらしたりしないのだし、よかろうよかろう」

「適当なおっさんだな」

　ぼやきながら、蒼刻はようやく朧月を床ゆかに下ろしてくれた。もう逃げられないだろうと判断したらしい。

　廊を見渡して周囲にだれもいないことを確かめながら、朧月は友人に向き直った。

「星彩、皇宮にいる幽鬼の様子はどうだった……？」

「死者の口に戸は立てられませんからねぇ。襲撃現場を目撃した幽鬼がいたそうで、結構ざわざわしてましたよ」

　日頃は少女っぽい笑みで彩いろどられている星彩の美び貌ぼうだが、こうして知的にふるまうと抑よく制せいされた艶つやがにじみでてくる。

「といっても伝でん聞ぶんの伝聞みたいな、はっきりしない噂ばかりでしたけど。中には皇帝陛下は瀕ひん死しだなんて言いだす幽鬼までいたくらいでしたよぅ」

「目撃した幽鬼には逢えなかったのね？」

「はぁい。実は今も、探してる途中でした」

　ひとまず情報収集は中断して、一緒に鋼鉄宮に向かうことにした。

　武骨とまでは言わないが、皇宮の中では彩さい色しきも装そう飾しよくもだいぶあっさりとした味付けで、代わりにどっしりとした安定感を誇る白はく亜あの建物だ。主おもだった廊は真昼のように明るく照らされており、戦せん袍ぽうの武官が盛さかんに行きかっている。

（も、物々しい）

　おののくが、さすがの朧月もここから黄華宮まで逃げ帰るのは無理だとあきらめ、大の苦手な「初めて逢う人とのお話」に備えて、深呼吸を繰り返した。

　三階建ての最上階──風に舞う花を細こまやかに彫ちよう刻こくした扉とびらの前で立ち止まると、蒼刻が改まった口調で言った。

「游ゆう撃げき校こう尉い、劉りゆう蒼刻。姚よう朧月と神しん獣じゆう白虎を伴ともない、お召めしに従い馳せ参じました」

「──少し待っていてくれ」

　返ってきたのは、知的そうな男性の声。

　それではと待ちの態勢になった四人の元に、室内でのばたついた物音や忙せわしない様子で話し合う声が聞こえてきた。

「だから早く起きろと言ったのに……。待たせているから、すぐに身み支じ度たくをしてくれ」

「来たのは蒼刻だろう？　あの子はまじめだし俺のゆるさを熟知しているから、上うわ着ぎがなくても、寝癖と釦ボタンのかけ違いと腰帯のゆるみの三重苦でも、空気を読んで見ないフリをしてくれると思うがどうだろう」

「どうだろう、ではない。部下とはいえ半分程度の歳の若者に気を使わせてどうする。孫そん将軍に口を酸すっぱくして身だしなみの重要さを教えられているのに、なぜこうなる？」

「いててて。夜や淑しゆく、櫛くしを入れてくれるのは結構だが、無理に引っ張らないでくれ」

　…………。

　……………………。

　説教じみた声と億おつ劫くうそうにぼやく声は、どちらも男性のものだ。おそらく双璧と呼ばれる方たちだろう。

「……たしか、国軍を率いる若き英雄とかって言われてる方々っすよね？」

「そのはず……だけれど」

　勇いさましい通り名などから想像していたのとはかけ離れた、まったく締まらないやりとりだった。笑えるようで笑えない。

「あの、蒼刻さん」

「なんだ？」

　見れば蒼刻は、不本意そうに眉み間けんのしわを指で押さえていた。

　扉の内側を気にしながら、朧月は声をひそめて問う。

「出直したほうがよいのでしょうか？」

「いや。……空気を読んで、何も聞かなかったフリするだけでたぶん十分だ」

　何をやってるんだあの人たちは、とため息をつきそうな表情だ。

　その横顔だけで、朧月は悟さとってしまった。この部屋で待ち構かまえているのは、またしても変わり種の御方なのだと。

　張さんが「あいかわらずの二人だのう」と特に驚きもしないのも地味に気になる。

　みんなで微妙な顔をしているうちに、先ほどの知性を感じさせる声がまた聞こえた。

「入ってくれ」

　一転して冷静な響きに緊張感を思い出した朧月は、扉を開けた蒼刻の後にかくかくと音のしそうな歩みで従った。
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　不思議な開放感のある、楕だ円えん形けいに作られた部屋だった。

　地図らしき大判の巻物が多い書しよ架か。縦長に切られた窓のそばに、飴あめ色いろの執しつ務む机づくえが置かれている。それと対になる、花と神獣を組み合わせて彫ほりこんだ立派な椅い子すの上でゆったりと構えた男性が一人。茶色い髪で、おおらかそうな微笑みを浮かべている。

　加えて彼のすぐそばに置かれた椅子に、もう一人、黒髪の男性が座っていた。

　すぐそばの書架が彼のためにあつらえた背景のように似合う、怜れい悧りな風ふう貌ぼうだが、注目を拒こばむかのように目を伏せていた。

　──陰と陽。静と動。

　そんな対照的な印象を与える二人だ。

　異母兄あにや蒼刻から得た情報によれば、二人とも三十を越えているはずだが、冴さえた瞳ひとみのせいか、どうかすると二十六、七に見えそうだった。国軍を統すべる者としては若いが、間違っても頼りないとは思わせない胆たん力りよくのようなものが感じられる。

　この人たちが本当に、先ほど聞こえた締まらない会話をしていたのか？　と朧ろう月げつは内心で首をひねってしまう。
















「こんな時間にすまないな」

　朧月たちを迎えるように、「陽」の印象を持つ男性がすっと腰を上げた。

　蒼そう刻こくの動作を真ま似ねするように、朧月も作法どおりに礼をしたのを見守ると、その男性は闊かつ達たつな口ぶりで言った。

「私は国軍の元帥職を拝はい命めいしている、袁えん晨しん友ゆうという者だ。こちらは燕えん夜や淑しゆく、私の軍師だ」

　黒髪の男性のこともさらりと紹介し、元帥──袁晨友は「まずはかけてくれ」とこちらをうながす。示されたのは、執務机の前に置かれた一いつ対ついの長椅子だ。

　蒼刻が席を決めるのを待ってから、朧月は彼の陰に隠れたがるように、その隣にひっそりと収まった。白虎は朧月の足元に広がった、まるい絨じゆう毯たんの上で四本脚を折りたたむ。香箱を作る、ともいわれる格かつ好こうだ。

（元帥の晨友さまと、その軍師の夜淑さま……）

　朧月は心の中で繰り返す。

　袁晨友は、さわやかな好青年がそのまま歳を重ねたような貴公子だ。

　武人らしい長身だが、健康そうで張りのある声や包容力をたたえた瑠る璃り紺こんの瞳は、圧迫感を和やわらげて人好きのする雰ふん囲い気きを生んでいる。

　……生まれ持った容姿には男性的な魅み力りよくがあるのだが、仕立てのよい衣い裳しようの着こなしや髪のまとめ方がどことなく雑に見えてしまうのは、先ほど聞いた会話の影響だけではないと思う。

　そばにいる夜淑のちょっと微妙な表情が、「うちの元帥が見苦しくて申し訳ない」とでも言いたげに映るのも、気のせいではないのだろう。

　朧月の真後ろに浮かんでいる星せい彩さいが、幽鬼の姿や声は普通の人に感知されないのをいいことに、さっくりと値踏みしてのけた。

「素材は悪くないのに、なんか適当でいろいろ残念っすね。七十点かなぁ」

「…………」

　あまりに遠えん慮りよがない採点だったので、噴き出すのをこらえるのに苦労した。

　晨友はさっそく切り出した。

「こんな時間に君たちを呼んだのには、もちろん理由がある」

　かちりと身を固くした朧月を、彼はひどく真剣に見つめると──

「──黒こく烏う州の姫君。君は死んだ人の霊れい魂こんが見えるし、祓はらうこともできるというが、本当なのかい？」

「へ」

　間の抜けた声が、朧月の唇くちびるから勝手にこぼれた。

　想定外の発言に目をぱちくりさせながら、なんとか答える。

「は、はい。幽鬼は見えます。それに、祓う──といいますか……現世を彷徨さまよう幽鬼を冥めい府ふへと送ることは、今までに何度かしたことがあります」

「それはいいな！　とてもいい」

　こちらの戸惑いをよそに、晨友は実に朗ほがらかにこんなことを言いだした。

「実は、こう見えても私は他人から恨うらみ妬ねたみ嫉そねみを買うことが多くてな。最近なんだか肩かた凝こりがひどくなってきたから、もし背後に黒い影とかがのしかかっていたら嫌いやだなと思ったわけだが、どうだろう？」

「…………」

　いきなり心しん霊れいお悩み相談を切り出され、朧月の目が今度こそ点になる。

　彼女の救いを求める視線を受けると、蒼刻が頭痛をこらえるような表情で間に入った。

「……袁元帥。そんな理由でこいつを連れて来いと言ったんですか？　皇帝陛下に関わる話じゃなくて」

　すると晨友は、意外そうに青い瞳をみはった。

「なんだ蒼刻、知ってたのか。さては第一皇おう子じ殿下から聞いたのか？」

「いや、すまぬ。儂が小耳に挟んで、バラした」

　いつも星彩に磨みがいてもらっている肉球を見せるように挙手し、張さんが正直に言う。

　なるほどと、特にこだわらない様子で晨友はうなずいた。

「神獣どのなら仕方ない。──まあ幽鬼のことも本当に気になるんだが、陛下の一件はどこからどこまで説明したものか」

　ぽりぽりと頭をかきながら、晨友はしばし考えをめぐらせていたが、

「夜淑。すまん、交代してくれ」

　結局、姿勢よく控ひかえていた黒衣の補佐に、悪びれずに丸投げした。

　おまえが頼りだという視線を受けて、黒髪の男性──燕夜淑は、うつむき加減に見えた顔をゆるりと引き上げた。元帥が話を放り投げてくることは予想していたらしく、急な振り方にもまったく動じていない。

「蒼刻」

　ほとんどの感情を吞のみこんだような、静かな声で夜淑は確認した。

「君が知っているのは、陛下が襲撃されたという事実だけか？」

「はい。それ以上のことは知りません」

　蒼刻も顔つきを改めて答えている。

（……最初に聞いた声は、こちらの方のものよね）

　元帥に比べると夜淑はやや細身という印象だが、貧弱とは違う。

　黒髪を丁てい寧ねいにまとめて巾きんで包み、きまじめで潔けつ癖ぺきそうなたたずまいが、悪く言えば大ざっぱそうな晨友とは対照的だ。

　すんなりとした首筋や黒を基き調ちようとした飾り気のない公服の着こなしが、知的で垢あか抜ぬけていた。白くほっそりした顔の輪りん郭かくは、軍師というより学者めいて見える。

　どちらかを選べと言われたら、朧月が親近感を抱くのは夜淑のほうだ。ほんの少しだけ異母兄と印象が重なる。

「刺し史しさんが歳とってまるくなって兄あに馬ば鹿かやめたらこうなりますかねぇ。刺史さんほど、ひんやりとはしてませんけど」

　自由な友人もまた、そんな喩たとえをしてくるのに、なるほどと内心うなずく。白虎が視界の隅で笑いをこらえていた。

　ふと夜淑は、気き遣づかわしげなまなざしを朧月にあてがった。

「君に……というのは正確ではなかったな。君と、君の友人に協力してほしい」

（友人）

　視線にどきりとしつつ、その響きを妙に新鮮だと感じてしまう。

　蒼刻とはとある事情で婚約の話が持ち上がっている朧月だが、まだ正式なものではないので「友人」と表現したのだろう。なぜか逆にこそばゆい気もしてしまい、落ち着かなげに身じろいだときだ。

「張ちようさんもふくめて、ここでの話は他言無用で頼む。まず──皇帝陛下を襲撃した凶きよう手しゆは、おそらく殭屍キヨンシーだ」

「！」

　不本意だがなじみのある単語に、朧月は思わずぎゅっと手を握る。

　殭屍キヨンシー。

　人の骸むくろに幽鬼を憑ひよう依いさせるなどの禁術をほどこして、仮かり初そめの命を吹きこみ、術者の思いのままに使し役えきするモノだ。筋力などの主だった身体機能は、術者の力量と骸が生前持っていたそれに大きく左右される。

（それが、皇宮の内部に入ってきてしまっているの……？）

　非常にまずいことなのでは、と思う。

　どこで皇帝陛下が襲撃されたのかはまだ説明されていないが、この時間帯に、皇宮の外に出たとは思えない。太子の天てん祥しようはかなり身軽なことをしてのけた過去があるが、皇帝陛下はあれほど大だい胆たんな真似はしないだろう。

（……殭屍キヨンシーは以前に、皇都の街区には現れたことがあるけれど）

　黄こう魔まがらみの事件でのことだ。

　しかし皇宮にまで侵入できる殭屍となると、以前よりもさらに強く、たちの悪いモノなのではないか──。

　不安な考えに胸の内側を叩たたかれる朧月をよそに、夜淑は冷静に続けた。

「おそらくと言ったのは、襲撃の現場にいた人間の中で、証言できる状態にいるのが少なすぎるせいだ。陛下は負傷こそ免まぬかれたが、襲撃者が逃走した後にご気分を悪くされてしまい、今は鏡きよう花か宮きゆうで休まれている」

「…………」

「そして陛下に随行していた五人の護衛のうち、生き残ったのは一人だけだ」

「その一人が、敵は殭屍キヨンシーのようだと言っているんですね？」

　蒼刻が確認する。

「そういうことだ」

　長めにも感じる前髪の奥から、物もの憂うげに見える灰はい緑みどり色いろの瞳を蒼刻に向け、黒衣の軍師はうなずいた。

「彼の話によれば、凶手たちはどんなに深手を負わせても怯ひるむどころか弱りもせず、赤い血も流さず、精鋭ぞろいの護衛を圧倒したそうだ。……君も、以前に皇都であった事件や黄魔がらみの戦いを連想するだろう？」

「──はい」

　視線をほんの一瞬だけ手元に落として、蒼刻は答えた。

　現実的な顔つきだが、感情を抑えた雰囲気に、朧月のほうが胸が痛くなってしまう。

　黄魔によって殭屍キヨンシーにされ、戦いの道具のように扱われていた、亡なき武官の友人を思い出したに違いない。夜淑もそれを予測したから、気遣わしげな表情になったのだろう。

（……ん？）

　軍師の言ったことを嚙かみしめていた朧月は、ふと引っかかりを覚えた。

　しかしこれという確信のない、漠ばく然ぜんとした引っかかりだ。

　今この部屋での主役は国軍関係者で──自分はおまけに過ぎないのと、生来の自信のなさや引っこみ思じ案あんや怖がりも邪魔して、とうとう疑問を口にしそこねる。

　職業的な冷静さを感じさせる口く調ちようで、蒼刻が話を引き戻した。

「そのたった一人の目撃者は一体だれなんですか？」

「《花か影えい》の筆頭だ」

「ああ──《花影》の」

（……花影？）

　朧月は初めて聞いたが、蒼刻にとっては違うようだ。なんとなく足元にいた白虎を見ると、彼も《花影》とやらを知っているようだ。

（筆頭という人がいるのなら、何かの集団なのだろうけれど……）

　住む世界が違うことを久々に実感しながら、後で訊いてみようと朧月は心に刻きざむ。

「ありがとう、夜淑」

　そこで再び、晨友が口を開いた。

　さすがに鋭い目をして若い武官を見据えると、試すように言う。

「現段階で君たちに明かせる情報はここまでだ。蒼刻──我われ々われが君と君の友人に何をしてもらいたいか、察しはつくか？」

「凶手が本当に殭屍キヨンシーかどうか。それを使役した黒幕は何者なのかを調べる、といったところですか」

「正解に近い」

　一転して頼もしいとでも言いたげに微笑み、晨友はうなずいた。

「まずは襲撃の現場を調査してくれ。黒幕はこちらの情報網ですでに探っている」

「現場だけでいいんですか？」

「ああ。本当に殭屍キヨンシーかどうかとか、黒幕を特定するような特徴はないかとかは、我らが来らい煌こう言げんに分析を頼む。君たちは襲撃の現場に赴おもむいて、普通の人間では見落としてしまったり、そもそも見つけることのできないような証拠を探してくれ。──蒼刻、君は一時的に第一皇子殿下の護衛任務から外す。代わりの者はすでに殿下のそばにつけてあるから安心していいぞ」

　ためらいのない口調で一気に言い放つ晨友の姿は、さりげに押しの強さを感じさせた。

　ことさら高圧的なわけではないが、逆らいがたい何かがあった。

　──証拠探し。

　部外者のはずの自分まで呼び出したなら、まあそれが妥だ当とうかと、朧月は他ひ人と事ごとめいた冷静さの中で納得する。道術も学んではいるが、来将軍のお仕事に協力できるほどではない。

（……『そもそも見つけることのできないような証拠』というのは、幽鬼のことでいいのかしら？）

　明言はされなかったが、現場の近くで、何か目撃した幽鬼がいないか。双そう界かいの瞳で探ってほしいのではないか。

　朧月は傍らにいる星彩と、いっとき目を見交わした。

　すでに彼女が、襲撃を目撃した幽鬼はいるという情報をつかんでくれている。

　ならば後は探すだけだ。……広い皇宮の中では、探すのが難なん儀ぎなのだが。

「蒼刻」

「はい」

「明日の午後にはおそらく雨が降る。急せかすようだが、現場はすでに保存してあるから、痕こん跡せきが失われないうちに調べてもらいたい」

　夜淑が言い添えた。

　武官である蒼刻が拒むわけもなく、話はそれでまとまったのだが──

「──最後に、黒烏州の姫君」

　自分は脇役でおまけ、とばかり思っていたので、晨友に改まった真顔で呼びかけられたのに朧月は椅子から跳び上がりそうになった。

「結局、私には何も憑ついていないのかい？　憑いているならいるで、はっきりと言ってもらったほうが私はすっきりするんだが」

「…………」

「……晨友」

　一転して少年のように好奇に瞳を輝かせた元帥を、彼の軍師がきまじめそうな声で呼びかけて諫いさめる。

　まだそのネタを引きずっていたのかと椅子からずり落ちたくなりながらも、朧月はとりあえず「何も憑いてはおりません」と保証してさしあげた。
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　話を終えると気さくな雰囲気に戻った晨しん友ゆうに、「仲よくやるんだぞ。張ちようさん、お目付け役をよろしく」などと妙に楽しげに見送られて、朧ろう月げつたちは執務室を後にした。

　ぱたりと扉を閉じてすぐ、図はかったみたいに四人で顔を見合わせてしまう。

　ぽりぽりと頰ほおをかきながら星せい彩さいが言った。

「緊張感、どこか行っちゃいましたねぇ」

「そういえばそうね……。どこかに落ちてしまったのかしら」

「探すな。一体なんの寸劇だ」

　なんのノリなのか、きょろきょろと床の上を眺ながめはじめた女性陣に、蒼そう刻こくがあきれたようにつっこむ。

　ひとまず執務室から離れる方向に歩きはじめながら、なんとも言えない表情をしている青年武官へと、朧月は声をひそめて言った。

「……なぜでしょう。皇帝陛下に関わる大事のはずなのに、親しん戚せきの若い叔お父じさまにお使いでも頼まれたかのような気分になってしまっています」

「奇遇だな。俺もそんな気分だ」

「まあ」

「だいたいいつもあんな感じだけどな、元帥は。今日はおまえという初対面の人間がいたからまだマシだ。よく言えば泰たい然ぜんとしてる、悪く言えば威い厳げんとつかみどころがない。燕えん軍師がいないと帯すらまともに締めてなかったりする。──まあ、もちろん、それだけじゃない人だが」

「なんとなく、わかります」

　袁えん晨友のどこかあなどれない物腰を思い出しながら、朧月はうなずいた。

　たまに遠慮のない感想を言ったとき以外は、おおむね真剣に双璧を観察していた星彩が口を挟む。

「でも軍師さんのほうはともかく、元帥さんはあの袁家の出なんすよね？」

「そうじゃ。袁家といえば、三大家に次つぐ──お」

　ほとんど人間じみているが耳は獣けものらしく鋭い白虎が、話の途中で、何かに気づいた様子で行く手を見やる。

　つられて顔を向けると、大柄な男性が急ぎ足でこちらにやってくるところだった。

　はっとしたように蒼刻が身構える。

「孫そん将軍」

（将軍……護ご花か七しち将しよう軍ぐんの!?）

　驚きで尻しりもちをつきかけた朧月が蒼刻に襟えり首くびをつかんで助けられたのと、問題の男が目の前に来たのはほとんど同時だった。

「蒼刻、おまえさんもやっぱり呼ばれてたのか。……って、なんでとっさに可か愛わいい姫君を隠そうとする？　そのお嬢じようさんが、例の仔こ狸だぬき姫ひめだろう？」

　渋い顔をする青年を半なかば押しのけるようにして、孫将軍と呼ばれた男は、へっぴり腰で石になっていた朧月と向き合う。

　落ち着いた色合いの金きん髪ぱつを清潔にまとめた彼は、彫ほりが深く男性的な容貌をしていた。

「はじめましてお嬢さん。私は孫伯はく牙が、護花七将軍の一人だ」

「は、はいッ、こちらこそ──」

　背丈の差があまりに大きいので、小さな子供に戻ったような心地を味わいながら、朧月もかろうじて名乗る。

　驚くことに、蒼刻よりもさらに頭ひとつ分は上うわ背ぜいがある。肩幅が広くて頼れそうな印象と、武人らしさと理知的な雰囲気を兼ね備えた容姿の取り合わせは、女性にもてはやされそうだ。

　そして印象のとおり女性の扱いに慣れているらしく、伯牙は馴なれ馴なれしくはないが親しみを感じさせる微笑みを浮かべて、朧月の気持ちを和らげようとしてきた。

「ゆっくりお話しができないのは残念だが、いずれまたお逢いしましょう。──では失礼、お嬢さん。張さんもまたな」

　やはり今回の事で忙しいらしく、あいさつを簡単に済ませたものの、伯牙は最後まで紳士的な物腰で去っていった。

　物馴れた男ぶりに思わず見み惚とれたが、十も数えないうちにその印象は崩ほう壊かいした。

　元帥の執務室に入っていった伯牙が、第一声──

「うっわ、なんだ元帥その髪型は！　軍師どの、おまえさんがついていながら、どうしてこれで放置するんだッ」

　元帥とその軍師の双方に、駄だ目め出だしを始めたのである。扉がまだ完全に閉められていないので筒抜けだ。

（な……なにごと？）

　あっけにとられているうちに、夜や淑しゆくのため息まじりの声が聞こえてくる。

「……これでも大急ぎで直させたんだ、孫将軍。蒼刻が来る前は、寝起きのようにひどい有あり様さまだったから」

「そういうおまえさんも、別の意味で駄目だろう。俺が以前に持ってろと言った羽は根ね扇おうぎをなんでちゃんと装備してないの？　以前にも言ったが、軍師らしい小道具で格好をつけとかないと、おまえさんは地味で影かげ薄うすいんだから威厳が出ないじゃないか」

「私も以前に言ったが、貴族ではないので地味でも影が薄くても結構だ。……あの羽根扇は大おお仰ぎようすぎて恥ずかしい」

「恥はじを捨てろ、心を裸はだかにしろ。おまえさんたちは国軍の顔なんだぞ」

「花形なら、元帥と護花七将軍がいれば十分だと思──」

「ってこら元帥、おまえさんはせめて服をきちんと着なさい！　邪魔だからって勝手に上衣を脱ぐな。だらしないおまえさんが手間をかけずに色男に見えるように、俺が計算して装飾した代しろ物ものだぞ」

「かっこいいけど重たいんだよこの上衣。この歳になると服は楽なのが一番だと思うな」

「おしゃれは我が慢まんだ！」

　…………。

　……………………。

　やがて再び扉が閉ざされ、元帥の執務室での三みつ巴どもえじみた大騒ぎは聞こえなくなる。

　皆と一緒になって、朧月はしばし啞あ然ぜんとしていた。

「わたし……国軍は、もっと上下関係に厳しく硬こう派はなものだと思っておりました」

「別に厳しくないってわけじゃないが──とりあえず、おまえが今までに逢った護花七将軍の方々を思い出してみろ」

「…………なるほどですね」

　言われてみれば、そうだ。

　陽気にも程がある来将軍が最たるものだが、呂りよ将軍もいつだって素のままで、偉えらぶったところがない。

　縞模様のしっぽを気まぐれのように振りながら、白虎がしみじみと言った。

「ま、だからこそ孫将軍のような人間も必要なのだろうな」

「今の方ですか？」

「うむ。ああ見えても、広報や金策を得意とする男だ。国軍の兵士と民が交流する行事を考案したり、国軍由来のおもしろい土産みやげものを作って売ったり、護花七将軍を花形役者のように演出したりして国軍の支持を高めている」

「……では、蒼刻さんもいずれ護花七将軍になったら、演出のためにかっこいい二つ名がついたりするのでしょうか？　『一いつ騎き当とう千せん』や『天てん下か無む双そう』のような」

「『一騎当千』は、すでに呂将軍の二つ名じゃな。蒼刻は……まだ臥が龍りゆうや鳳ほう雛すうといった感じもするがのう」

「あたし真っ先に思いついちゃったのが『珍獣愛好家』なんすけど」

「話それすぎだろ」

　もっともな指摘が蒼刻からなされた。

　──とはいえ事件の性質を考えると、みだりに廊で相談できるものではない。

　受難の皇帝陛下を見舞っているはずの天てん狼ろうのことも気になるので、いったん黄こう華か宮きゆうに戻ることにした。
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　廊を渡る風には、夜に咲く花の香りがひそやかに感じられた。

　外朝の一角である鋼こう鉄てつ宮きゆうから、内廷に属する離宮のひとつである黄こう華か宮きゆうまでの道のりはそれなりに距離がある。

　事件の影響か、灯りが長くもつように調合された油を使った篝かがり火びや燈とう明みようの類が、蜘く蛛もの巣のようにめぐらされた廊のほとんどの場所を照らしていた。警固も厳重化されたようで普段の衛兵だけでなく、武官の戦袍をまとった者まで動員されている。

　やはり警固の人員が増やされた黄華宮にたどりついた頃には深夜になりかけていたが、女官たちも全員まだ起きていた。

　離宮の主人である天てん狼ろうは、まだ戻っていないそうだ。

　皇帝陛下の容体は悪化はしていないが、やはり心配なのと、弟で現太子の天てん祥しようと話すべきこともあるので今晩は戻れない──と、天狼に遣いを頼まれた近衛このえ武官から受けとった簡単な文ふみには書かれていた。

　あてがわれた部屋に戻って灯りをつけ、その火で念のため文を燃やしながら、朧ろう月げつはほうっとため息をついた。

「天狼さまは大変ですね……。このような状況では、さすがに引きこもっていられませんし」

「あの方は別に、おまえほど引きこもるのにこだわってないからな？」

「たしかに。まだ引きこもり入門編くらいですよね」

「勝手に入門させるな、そんな不毛な道に」

　なんとはなしに別れがたく、長椅子に腰を下ろして話していると、年配の女官が気をきかせて茶の支し度たくをしてくれた。

　当代の内府御ご用よう達たしの窯かまでできた銀ぎん彩さいの蓋ふた付つき茶ちや碗わんには、気疲れを癒いやすやさしい口当たりの香茶がそそがれていた。そろいの皿には乾ほした苺いちごもあり、そんなにげっそりした顔をしていたかしらと朧月は少し恥ずかしくなる。

「──ところで、《花か影えい》というのはなんなのですか？」

　ひと心地はついたが、妙に気が昂たかぶっていて眠れそうにない。

　みんな同じ状態らしいと見てとって、朧月はそう切り出した。

「代々皇族を守りつづけている、古い一族だ。俺も詳しくは知らないが、手て練だれがそろっているとは聞く」

「天祥さまを護衛する、糸目の走そう影えいという男がおるじゃろう？　あやつも《花影》の一員だ。太子殿下を担当するからには、あの若さでも《花影》で屈くつ指しの実力者だろう。変姿術は《花影》の秘伝らしいぞ」

　蒼そう刻こくと白虎が、かわるがわる説明してくれる。

　寝そべる白虎の背にしなだれかかっていた星せい彩さいが、感心した口ぶりで言う。

「へ～、実はすごい人だったんすねぇ。いつも太子殿下に振り回されちゃってるのに」

「……たぶんそれは走影さんの実力がどうというよりも、天祥さまが個性的すぎるのが原因ではないかと思うの」

　いくら凄すご腕うででも、朧月と蒼刻をまとめて後宮に入れて私のもの、としたがるような風変わりな太子殿下の扱いは専門外だろう。

「その《花影》の方々でも、五人中四人が……」

　殭屍キヨンシーとおぼしき凶手によって、命を落としたのか。

　双璧の前では話を聞くのと、蒼刻に恥をかかせるような粗そ相そうをしないことにばかり意識が集中してしまっていたので反応しそこねたが──今改めて思い返せば、背筋が凍こおるほどに恐おそろしい事件だ。

　かじかむのをこらえるみたいに自分の手を握にぎりしめ、朧月は言葉を続けた。

「……生き残った《花影》の方はよく、その絶望的な状況でも陛下を守り通せましたね」

「双璧の方々の話では、生還したのは筆頭──現在《花影》でもっとも強い男だ。意地を見せたんだろう」

「殿との方がたなのですか？」

　先ほどの双璧の話だけでは性別などわからなかったのに、と首をかしげる。

　蒼刻は半分ほど中身を飲んだ茶碗を置き、少し鋭い目をした。

「数日前ここに陛下が天狼さまを見舞いに来たとき、陛下に胡散くさげな男が付き添ってただろ？　俺はあれが《花影》筆頭だと思う」

「……すみません、野菜をかじっていた姿しか思い出せないのですが」

「……それでもだ。強そうに見えないが、身体の鍛きたえ方や気配の出し入れの巧みさが只ただ者ものじゃなかった」

　優秀な武人である蒼刻が言うことを疑うつもりはない。

　思い返せば《花影》筆頭とおぼしき男は、皇帝陛下に対してそれとなく距離感が近いところがあった。護衛として付き合いが長いのかもしれない。

　白虎のまるい耳をくすぐるように撫ぜていた星彩が、まとめる口調で言った。

「とりあえず、明日は調べものっすね？」

「そうじゃな。午後には雨が降ると軍師どのが言っておったから、なるべく早く起きるとしよう」

「あの黒衣の軍師さまの天気予報、当たるんすか？」

　これには蒼刻が答えた。

「観かん天てん望ぼう気き。軍師に必要とされる才能のひとつだが、あの人のは特にすごいぞ。少なくとも俺は外したのを見たことがない」

　素直な敬意をこめた口調で蒼刻が言うのに、朧月は感化されたようにうなずいたが。

「実はすごい方たちなのですね……」

「実はって言うな」

　威厳そっちのけのどたばたぶりが、どうしても頭に先に浮かんでしまったら、半眼でつっこまれた。

「まあ、蒼刻さんが笑顔の絶たえない職場におられるようで、安心はしました」

「おまえは変なところで前向きだな」

「そうですか？　だとしたら……それはおそらく、蒼刻さんも星彩も張ちようさんも一緒にいるおかげだと思われます」

　黄こう魔まがらみの一連の事件で、皆と引き離されたときの身も細るような怖さを思えば、今は非常に恵まれている。そう考えると、朧月なりに気持ちがしゃんとするのだ。

　信頼をこめて見上げれば、蒼刻はこそばゆそうに眉をひそめる。

（可愛い）

　微笑ましくなり、その渋じゆう面めんでふと朧月は、ここにいない幽鬼を思い出す。

「そういえば……瑠る璃りやお師さまも、天狼さまから離れていないのでしょうか？」

「あら、そういえば」

　星彩も声を上げた。

「ここは大丈夫でしたけど、皇宮って幽鬼を拒む結けつ界かいが張られてる場所が結構あるのに、大丈夫っすかね？　陛下の寝宮って言ったら、まずそうですよ」

「その点はお師さまが、うまいことでき……るかもしれないような、無理そうな」

「ま、駄目なら駄目で、儂らに相談に来るだろう」

　その程度には信頼されているはずだと、生前に張ちよう角かくとは縁深かった白虎が保証してくれるので、ひとまず待ってみることにした。

　普段なら寝る支度を始める時間だということに気づき、蒼刻が腰を上げる。

「今日は俺もここに泊まるから、部屋を用意してもらってくる」

「そんなことだろうと思って、儂が先ほど女官にお願いしておいたぞ」

「気がきくな張さん」

「なに、庭園での密会を邪魔してしまったからのう。二人にしてやろうかと我が姫と企たくらんだのだ」

　ぴんと張った髭を撫ぜながら、張さんがにまりと目を細める。

「だというのに、手も握っておらぬから拍ひよう子し抜ぬけしたがな」

「別にそんな流れになるような会話はしてなかっただろ……？」

　あきれたように白虎を眺めた蒼刻が、どこの部屋を用意してもらったのか確かめに行くというので、朧月も見送ろうと卓たく子しから離れた。

　扉の手前で、ふいに蒼刻が立ち止まる。

「蒼刻さん？」

「──……早く寝て、早く起きろよ」

　どことなく不満げな表情に見えたのは、朧月の気のせいだろうか。

　このまま行かせてはいけない気がしたけれど、蒼刻の抱く屈くつ託たくの正体がつかめないので言葉を選ぶのに迷い──

　結果、口をついて出たのは、我ながら厚かましい依頼だった。

「では明日は、やさしく起こしてくださいませ」

「って俺が起こすの前提かよ。自分で起きるという選せん択たく肢しはねえのか」

「そうすべきだと理解はしているのですが、引きこもり暮らしが長いので、自力で起きられる自信があまり……もとい、さっぱりありません」

「……仕方のない穴あな熊ぐまだな。一回で起きなかったら、容赦なく布団はがしてやるから覚悟しとけよ」

　普段どおりの実にしょうもない応おう酬しゆうを見ていた星彩が、軽かろやかな口ぶりで提案した。

「間をとって、一緒に寝たらいいんじゃないっすか？」

「！」

「どことどこの間を取ってんだよ、あんたは」

　むせる朧月をよそに、こめかみをひきつらせて蒼刻がうなる。

　彼の目つきの悪さにはとうの昔に慣れている星彩は、もちろん怯えもしない。白虎の背にもたれたまま、悪戯いたずらっぽく微笑む。

「まあまあ武官さん、元から怖いお顔をさらに怖くしないで。刺史さんには内緒にしといてあげますから」

「以前に添い寝してやったときとは状況が違う。俺もたぶん眠れねぇが、こいつをちゃんと眠らせてやれる自信はないぞ」

「そういうことを胸張って妙に堂々と言っちゃうのが、武官さんらしいっすね」

「褒ほめてんのか貶けなしてんのかどっちだ」

「個性的だと申し上げただけですよぅ」

　こういうときは妙に姉弟きようだいじみている二人が、特に色を差し挟まない口調で言い合うのを耳にするだけでも、朧月は頭に血がのぼりすぎて倒れそうだった。……自分も蒼刻とそういうことをしたくないわけではない、という欲があるのが余計に羞しゆう恥ちを誘う。

　薄うす紅べに色の頰を押さえて、その場にうずくまりかけたときだ。

「朧月」

「ッ、は、はい？」

「明日は叩き起こすからな」

「あ……はい、お願いいたします──」

　熱い頰に手をあてて冷ましながら、恥ずかしい話は終わったのだから普通の態度に戻らねばと心に決め、朧月がゆっくりと顔を上げたときだ。

　いつのまにか蒼刻が上体をかがめていて、思いのほか近い距離で視線がぶつかった。

「──叩き起こすときは、こういうのはできないからな」

　おやすみの代わりだと低くささやく誑たぶらかし声で、一瞬にして身体が縛しばられる。

　心臓がきゅんと縮まる感覚に貫かれた直後に、前髪を指先でやさしげにかき上げられ、やわい感触が額にふれた。
















　とっさに息を詰めていたことに気づいたのは、蒼刻の唇が離れた後だ。

　名残なごり惜おしげに、そしてもう少し何かしたいという意図を感じさせる手つきで耳じ朶だから首筋にかけてを撫でられたのに、朧月の身体は細やかに震えた。うなじが不思議なほど火ほ照てっている気がする。もう少し長くふれられていたら、朧月のほうから彼の手にすがり、抱きついていたかもしれない……。

　蒼刻さん、と声にならない声が口の中にわだかまる。

　ゆるく絡からむ糸を断ち切るように視線を外すと、蒼刻はそばにいた幽鬼に念を押した。

「玄げん静せい心しんには絶対言うなよ」

　一応手で顔を隠してみせつつ、実は指の隙すき間まからちゃっかり見届けていた星彩は、悪戯めいた笑みを浮かべる。

「合がつ点てんです♪」

「儂は湘しよう雲うんさまに報告してもよいかのう。本のネタにしていただこうかと思うのだが」

「絶対にすんな!!」

　ほんの少し前までの吐と息いきさえ艶めいていた雰囲気はどこへやら、蒼刻が怒った声を上げて白虎の額をぽかりとやった。
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　翌日は本当に朝から薄うす曇ぐもりのすっきりとしない空模も様ようで、朧ろう月げつは思わず「このような日は一日中眠くなってしまいますよね……」と怠たい惰だなことをぼやき、迎えに来てくれた蒼そう刻こくに「おまえは猫ねこか」と額ひたいをこづかれた。

　朧月はそれだけで昨日きのうの彼の愛あい撫ぶを思い出してしまうのに、蒼刻のほうはさっぱりした態度なのは少し釈しやく然ぜんとしない。

「昨夜なかなか寝つけなかったのは、どなたのせいだと……」

「添い寝してやったら眠れて、額に口づけたら眠れないってどういう感覚なんだ。添い寝したほうがよかったのか」

「……添い寝していただいたときは、眠れたのではなく気を失っただけなのですが？」

　真顔で訊きき返されたので、頭を抱かかえたくなった。

　白びやつ虎このふわふわの背中に横座りをしている星せい彩さいと目が合うと、大変ですねぇとからかうように微笑ほほえまれてしまった。

「おら行くぞ。昼までには切り上げるんだからな」

「は、はいッ」
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　内密に教えられた襲しゆう撃げきの現場は、内ない廷ていの一角──皇帝陛へい下かが日常の政務を執とる、華か洛らく宮きゆうと呼ばれる建物の近くだった。

　優美な名の印象とは異なり、華洛宮は装そう飾しよくが控ひかえめな建物だ。

　勿わす忘れな草ぐさの色をした屋根、油漆ペンキ塗ぬりの壁、落ち着いた色合いの花はな垣がきなど、清せい雅がという点に関しては、朧月が見てきた皇こう宮きゆうの中でも格別である。

　そして石積みの壁で区切られて、花園とは隔かく離りされているような一角が、皇帝陛下のお気に入りの場所だという。

「陛下は健康を維い持じするために、いくつかの趣味をお持ちなんだが、そのひとつが菜園の手入れだ。花よりも野菜が主おもだから、朝議を行う天てん香こう宮きゆうばりに煌きらびやかにすると畑の風景とそぐわなくなるので、このあたりは装飾を控えめにさせているらしい」

「あまり華か美びでは、政務で気が散りそうだしのう」

「だな」

　双そう璧へきから渡された資料である小さな巻物を読み進めながら、蒼そう刻こくと張ちようさんが話す。

「…………」

　陛下の野菜作りのご趣味については、朧ろう月げつと星せい彩さいはとあるきっかけでかなり以前に知っていたので、なんとなく顔を見合わせてしまった。

「たしか午後の政務を終えた後に、菜園の様子をご覧になられて……それから寝宮である鏡きよう花か宮きゆうに行かれる途中で、何者かに襲おそわれたのですよね？」

「そうだ。現場があそこだな」

　畑からは離れる方向へと歩きだした蒼刻が、あからさまに普通ではない状態の一角に目を留めた。

「ッ……」

　嫌いやな予感に背中をざらりと撫なでられて、朧月はその場に立ち尽つくす。

　天香宮から華洛宮をつなぐ道筋──風の吹き抜ける廊ろうとその周辺のかなり広範囲が、包帯のように少し幅のある赤い布を張りめぐらせて囲われ、たしかに事件直後の状態のまま「保存」されていた。

　朧月はにわかに胸むな騒さわぎを覚える。

　ぬぐいきれない血けつ痕こんが、朱しゆ塗ぬりの欄らん干かんに生なま々なましい黒ずみを残しているが、骸むくろや遺留品の類たぐいはきれいに片づけられている。四人の死と血の穢けがれをはばかってか冥めい福ふくを祈る供そなえ物があるし、魔ま除よけの文もん様ようを書きつけた霊れい符ふが何枚も貼はられていた。

　人ひと気けがなく、濃こい灰色でおおわれた曇どん天てんの下とあって、白はく昼ちゆうだというのに現場はひどく不気味に映る。

　おどろおどろしいとさえ言えそうな風ふ情ぜいに、星彩が嫌そうに眉まゆをしかめた。

「やーだー。何か出そうじゃないですか～」

「幽ゆう鬼きならすでに出てるだろ。今まさに、あんたが」

「あたしは出てるんじゃなくて、朧月ちゃんに憑ついてるんですよぅ」

　友人と蒼刻が言い合うのに、身体からだをおおっていた緊迫感が崩くずれ、朧月は小さく噴き出してしまう。

　そして、その拍ひよう子しに思い出した。

「そういえば……星彩、つらくはないの？」

「あ、意外と平気っすね。後宮である蘭らん桂けい宮きゆうに行ったときは、背中に酒さか樽だるでものせられたみたいに身体が重くなったものですけど……。でも、皇帝陛下が普段過ごされる場所が、後宮よりも魔除けがされてないってありえるんですかね？」

「確証があるわけではないが。その可能性もなくはない、と儂わしは思う」

　ぐるりと周囲に視線をめぐらせ、そう切り出したのは白虎だ。

「神話時代や金きん華か時代には、幽鬼は今のように忌いまれるものではなく、この世で生者と共存して時には守護さえしてくれる──神に近い存在だと信じられていたそうだからのう。皇宮でもこのあたりは一番古い歴史を持つし、太たい古この信しん仰こうに基づいて、むしろ先祖の霊れい魂こんの守護を願う作りをしているのかもしれぬ」

（……あ、お師しさまに解説されたところだ）

　張ちよう角かくは道どう士しとしての素養は平へい凡ぼんなものだと彼自身が言い切っているが、それを補おぎなうためにか知識の蓄たくわえは凄すさまじい。

　朧月が道術に関する書物をたいして持っていないと知ると、「では私が諳そらんじる内容を書き留めたまえ」と言いだしたほどだ。ちょっと、いや本気で脳の作りを知りたくなるほどの記憶魔である。

「たしか三国時代の前後から、死者の霊魂を恐おそれるようになったのですよね？」

「権力闘争が激しくなり、後宮に寵ちよう姫きを千人も集めるような皇帝も現れたあげくに、国内が戦火に包まれた時代だからのう……。他人からの情念、憎ぞう悪おを嫌でも強く意識してしまったのだろう。自分が追い落としたり手にかけたりした相手が、幽鬼となって復ふく讐しゆうしにくるのではないかという考えに取り憑かれるのも、理解できなくはないな」

「百ひやつ花か神しん仙せんへの信仰とはまた異なる、死者の冥福を祈り罪つみを許されようとする教えが広まったのも同じ時期……ですよね？」

　記憶をたどりながら言う。

　口にまったく遠えん慮りよのない師から、容よう赦しやなく叩きこまれている座学の内容だ。教えられたことを忘れると凍こおりつくような視線と皮肉が投げつけられるので、のんきな朧月でも必死になっているのだ。

　白虎は「姫の学習も進んでおるようじゃのう」と温かな声こわ音ねで言い、

「あそこの石の神しん廟びようなどは、彫ほられた内容や意い匠しようからして、三国時代以前に作られたもののようじゃな」

　薄青い瞳ひとみをひょいと遠くに投げかけた。

　つられて顔を向け、月げつ洞どう門もんの内側に広がる四方を壁に囲まれた菜園の隅に、石積みの小さな古い神廟があったことに気づく。

　淡あわい糖とう蜜みつ色いろを帯おびた大理石は、朧月の知識が確かなら、神しん華か国でもごく一部でしか採とれない稀き少しようなものだ。近づいてみると、丁てい寧ねいに手入れがされているらしく苔こけのひとつも生はえてはいない。

　磨みがかれたように光る石の神廟は、白虎がひと抱えにできる程度の大きさだ。

　星彩がそっと表面を撫でる。

「心なしか、あったかい気がしますねぇ」

「幽鬼を結界で封じたり拒こばんだりするのではなく、逆にやさしい空気でもてなすことで鎮しずめるもののようじゃな」

　神廟をしげしげと眺めて張さんが言うのに、蒼刻が複雑そうに顔をしかめた。

「あっちでは幽鬼を拒んで、こっちではもてなして加護を祈って。利用したいのか忌み嫌うのか、どっちかにしろよって感じだけどな」

「おぬしらしい意見だが、まあ人はそうそう割り切れぬものよ。自分自身のことでさえ、死後に鬼と化すか神と成なるか予測がつかぬのだから、仕方あるまいて。儂のように、ひょんなことから神しん獣じゆう扱いされてしまったりするしのう？」

　どこかおもしろがるような余裕の口ぶりで、白虎は己おのれのたどった数奇な道を振り返る。

　朧月の脳のう裡りにも、これまで出で逢あった幽鬼たちの面おも影かげがよぎった。

「……わたしが見た中でも、星彩のように友好的な幽鬼ももちろんいましたが、そうではない方も多かったですしね」

「ですよねぇ。だからこそ、あたしは朧月ちゃんの守護幽鬼やってるんですけど」

　せめて幽鬼からは守りたいですからねと、母親めいた一いち途ずな想いが感じられる声音で、星彩がしみじみと言った。

　そうして菜園から月洞門をくぐり抜け、今度こそ襲撃の現場へと足を踏ふみ入れた。

　黒ずみや、刃やいばで刻きざみこまれた痕あとの残る床や柱木。

　要所に貼られた霊符の、あざやかな朱文字。

　廊の両側に広がっている庭園の芝は無残に踏み荒らされたままで、死闘があったことをうかがわせる。

　朧月の心臓がまた、疼うずくような不快な動どう悸きを始めた。

（近くに幽鬼は……いない？）

　現場を目撃した幽鬼がいるという友人の話を思い出した朧月は、ほぼ無意識に血のにおいがしそうな風景に目を凝こらした。亡なくなった護ご衛えいの幽鬼がいればと思ったが、そうした気配はない。

　特に意識せず、まだ湿しめっている地面に視線を落とし──

　刹せつ那な、つきりと針はりで突かれたような痛みがこめかみに走り、翡ひ翠すいの瞳に映る世界が一気に反転した。

　──そうして気がついたときには、淡い霧きりにけぶるように、奇妙に霞かすんで色のない視界に切り替わっている。

　白と黒、そして血を思わせる濁にごった赤色の濃のう淡たんだけで浮かび上がる、古い水すい墨ぼく画がじみた視界の中で、何人もの人影が交こう錯さくしていた。

　ふいに視界の隅でほとばしった黒っぽい赤は、飛沫しぶきを上げる血の華はなか。

　視界の主は朧月にはありえない俊しゆん敏びんな動きで、人影の間を駆かけめぐっては、巧たくみに敵の背後に回って息の根を止めていく。

　惨さん劇げきに怯おびえるよりも先に、あまりに俊敏な動きに朧月が車くるま酔よいじみた感覚に陥おちいりかけたとき、視界の主ぬしは急に立ち止まった。

　……いや、違う。

　鋭するどい攻撃を仕掛けられたせいで、動きを止めるしかなかったのだ。

　刃のぎらつきが、白黒の視界の中でそこだけ鮮せん烈れつに光りながら映る。

　見下ろした視界に映ったのは、一人の男だ。青ざめた顔の皇帝陛下を背に守りながら、激情を抑えつけたせいで却かえって怖いほどの無表情をしている。

　刃が打ち合う音が数度響いた直後、白色の飛沫が視界の端から噴き上がり──

「──朧月？」

　聞き慣れた呼びかけで、はっと現うつつに戻る。

　ゆるやかに一度、瞬まばたきをした後には、元の景色が戻っている。星彩が「よかった、戻ってきましたね」と朧月の額に手をあてながら、ほっとした様子でうなずいている。

　仮死状態から息を吹き返したかのような心地ここちで、朧月はこちらの顔を心配そうにのぞきこんでくる青年を見た。

　普段どおりの鋭い瞳。

　そんな小さな現実が、凄せい惨さんな光景を見たために冷えた胸を温めてくれた。

　肩に置かれた手の温もりについ浸ひたりかけたのを、蒼刻の声に引き戻される。

「どうした？　急にぼうっとして」

「……蒼刻さん」

「俺だが。立ったまま寝てたわけじゃねえよな？」

「さすがのわたしも、そのような特技は持ち合わせておりません」

　今しがた見たものをそのまま説明してみると、蒼刻だけでなく、友人や白虎まで神しん妙みような顔つきになった。

「現場にいただれかの視点で、ここで起きたことの一部を見たってことか」

「……はい。襲撃者の視点だと思われます。陛下と《花か影えい》の方らしき男性を追い詰めておりましたので」

「ってことは、襲撃者の正体は確定だな」

「殭屍キヨンシー、あるいはそれに近い存在ですね」

　殭屍キヨンシー。

　死者の魂こん魄ぱくを、無理やりに道術でつなぎとめた骸。

　朧月はこれまでにも何度か、過去に起きたことを他人に乗り移ったかのような視点から垣かい間ま見みることがあった。──いずれも、すでに亡くなった人間の視点から。

「敵さんってば、ずいぶんと《花影》を追い詰めてたんですねぇ」

「そうなの。陛下におけががなかったのが、奇き蹟せきに思えたわ」

　星彩がちょっと身み構がまえながら言うのにうなずき、見たものを忘れないように頭の中で反はん芻すうしながら、朧月は改めて口を開いた。

「ただ……今までに出逢った殭屍キヨンシーとは、少し違う特とく徴ちようがありました」

「特徴？」

　と蒼刻。

「はい。血の色が、赤ではなく白っぽい色合いのようでした。それがどういう意味を持っているのかは、まだわかりませんが……」

　ただ、朧月の中でひとつの引っかかりが解消された。

　──『どんなに深手を負わせても怯ひるむどころか弱りもせず、赤い血も流さず……』

　昨夜の軍師の言葉。

　赤い血を、とわざわざ色に言及したところが、無む駄だのない彼の説明の中でどこか浮いているように感じられたのだ。

　おそらく双璧は、朧月が今見たくらいの情報はすでに把は握あくしているのだろう。

（だとしたら、もっと証拠を集めないとお役には立てないか……）

　もう大丈夫です、と目め顔がおで蒼刻に伝えれば、肩に置かれていた手が離れていく。

　本当はまだ、手を握にぎっていてほしい気持ちがあるけれど……四人もが亡くなる悲劇が起きたばかりの場所では、やはりはばかられた。

　代わりに一度、たっぷりと時間をかけて呼吸をする。

　過去を視みる感覚は、実を言うとあまり好きにはなれない。しかも今回は、何人も手にかけた者の視点だ。凄惨な幽鬼を何度も見てきた朧月でもさすがにたじろぐが、過去の視覚を除けば、証拠らしい証拠は探せそうにない。

　ざっと見たところ、物的な証拠はきれいに回収された後のようだし。

「ふむ。儂もさして召しよう鬼き法ほうには詳しくはないのだが──」

　張さんがふいに重苦しい声音になった。

「その白い血は、以前に黄こう魔まが使し役えきしたのとは違う術式で甦よみがえりを強しいられた殭屍キヨンシーだという証明にはなるかのう」

「そうですね──……あ」

　なにげなく首しゆ肯こうしかけて、朧月は初めてその事実に思い至いたった。ほとんど同時に隣で星彩もあっと声を上げている。

　ぞぞっと背筋が震ふるえるのを感じながら、朧月は頼るように蒼刻を見上げた。

「……もしかして、国軍に身柄を引きとられているお二人に、妙な疑惑が向けられてはいませんか？」

　月げつ蝕しよく領りようの一族。

　黄こう巾きん賊ぞくと呼ばれた者たちの生き残り──張角の弟である、張ちよう宝ほうと張ちよう梁りようのことだ。

　張梁には道術の才は皆かい無むだが、張宝には一族の中でもずば抜けた素養があったと、今は朧月の師である男は言っていた。

　厄やつ介かいな事情を考えても無罪放免は難しいけれど、優秀な道士は貴重だし、国軍は二人を生かしたまま戦力として取りこむ予定でいるとも聞いた。

　しかし張宝が黄魔に身体を支配されていたときに、無む尽じん蔵ぞうに殭屍キヨンシーを使役していたのは、多くの人が知っている。

　嫌な方向に思考が流れてしまう朧月を前に、蒼刻は複雑そうに口の端を曲げた。

「たぶんな」

　彼が簡潔に認めたのは、しばしの沈ちん黙もくを挟んでからだった。

「双璧の御お二ふた方かたは明言を避けていたが、月蝕領のあいつらを匿かくまってることで、外部から何か言われたんじゃないかとは思う。あの御二方が殭屍キヨンシーを使役して陛下を、なんて誤解まではされてないだろうが」

「──そこまで理解していてくれるなら、私が来ることもなかったか」

　ふいに聞こえた声。

　天香宮から華洛宮へとつながる廊。その両脇に広がる庭園──

　黒衣の軍師はだしぬけに近くの木陰から姿を現して、朧月をたいそう驚かせた。
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「ぐ、軍師さま……!?」

　鈍どんくさいせいで足がもつれて転びそうになった朧ろう月げつは、蒼そう刻こくの機き敏びんな腕にすかさず支えられた。

　ほとんど気配もなく現れた燕えん夜や淑しゆくは、ちょっと気まずげに眉まゆ尻じりを下げる。

「申し訳ない。蒼刻と白虎どのに気づかれているのはわかっていたのだが、あなたを驚かせてしまうとは……」

　思いのほか丁重かつ紳士的に応対されたので、朧月はたじろぐ。

　劉りゆう家の蒼刻には上官らしく割り切った態度なのにと思ったが、よく考えれば、夜淑にとって朧月はあくまでも部外者。加えて「黒こく烏う州刺し史しの妹」というそれなりの立場ではあるので、一歩引いた物腰になるのだろう。

　こちらの緊張をゆるめようとしてか、夜淑は淡い微苦笑を浮かべてみせた。

「どうも私は、存在感が薄いと言われがちでね。昔は燕えん鬼き子しなどというあだ名をつけられたこともある」

　燕鬼子。幽鬼の燕えんさん、という意味である。

　笑っていいのか悪いのか迷うが、夜淑は冗じよう句くのつもりらしいので、朧月はあいまいな微笑みらしきものを顔に貼り付けておいた。

（でも夜淑さまは、ご自分でもあえて存在感を殺している節もあるような……）

　今も抑よく制せいした雰ふん囲い気きがあるが、思えば元げん帥すいと一緒にいたときに、その傾向が強く感じられた気がする。

　人目につきたくないので小さくなって行動することが多い朧月なりの直感だが、夜淑はどうも、袁えん晨しん友ゆうよりも目立たないことを己に課しているように思われた。

　たじろいでいる朧月を後しり目めに、蒼刻が一歩前に出た。

「お一人ですか？」

「そういうわけではない」

　あいまいな返答だが、蒼刻にはそれで説明は十分だったらしい。

　すかさず、さりげなく彼の後ろに隠れた朧月は、姿は見えないがどこかに夜淑の護衛が隠れているのではないかと想像した。あの太たい子し殿でん下かも、いつもにそばに置いている人数は少なく見えるが、周辺はがちがちに護衛されていると聞く。

「何か御用ですか？　燕先生──もとい、燕軍師」

「今はほかに国軍の関係者もいないし、先生でも構わないぞ」

　しまった、と急いで言い直した蒼刻を、夜淑は穏おだやかにとりなした。

（先生？）

　朧月はそっと蒼刻の袖そでを引いてみる。

「……軍師さまは、蒼刻さんの恩師なのですか？」

「ああ。俺は護ご国こく学院で、燕先生から兵法や戦場の作法なんかを教わった」

　そういう意味での「先生」かと、朧月は納なつ得とくした。

　護国学院というのは国軍が作った特殊な教育機関で、主に未来の将しよう帥すいとなる武人を育てることを目的としている。

　三大家の御おん曹ぞう司しである蒼刻は、貴族の基礎とされる学問や武術や礼儀作法は実家にいた頃にあらかた叩たたきこまれているそうだが、武官になるにあたって、数年は学院で過ごしたとも聞いている。以前には、学院で知り合った後輩という人にも逢ったことがある。
















「それはそうと、用件だが──」

　元教え子に視線を向けると、夜淑は律りち儀ぎそうな口く調ちようで切り出した。

「調査をしてもらうにしても、昨夜の説明だけではやはり不十分ではないかと考えたのが理由のひとつだ。……君は聡さといし白虎どのも一緒だから、すでにいろいろと察しているだろうとは思ったのだが」

「ほう。では軍師どの、ひとつ訊たずねてもよいか？」

　ゆらりと縞しま模も様ようのしっぽを思し案あんげに揺ゆらして、張ちようさんが口を挟む。

　日頃の洒しや脱だつで茶目っけのある仕草とは異なり、黒衣の軍師を見つめる姿には重厚さと用心深さが感じられた。

「やだ張さんかっこいい」

（……などと言ってる場合なの星彩!?）

　傍かたわらでうっとりする友人へのつっこみを、朧月はなんとか喉のどの奥に押し留とどめた。

「今の私に答えられる範囲であれば」

　それはそうと夜淑の答えは簡潔で、職業的な冷静さが印象深い。

　まだ流れがつかめていないせいか、緊張感を保ちきれていない女性陣を後目に、張さんが言葉を継ついだ。

「昨夜はどこまで訊いてよいものか迷っていたのだが。此度こたびの一件の黒幕──つまり殭屍キヨンシーに陛下を襲わせた者の正体について、おぬしと袁元帥はどこまで容疑者を絞りこんでおるのじゃ？」

「……それを知って、どうするおつもりですか？」

　どこか具体的ではない言い方をして、黒衣の軍師は張さんを見つめる。

　白虎は肩をそびやかしてみせた。

「なぁに、おぬしらに対してはどうもせぬよ。儂は、儂の手が届く範囲を守るので精いっぱいだからな。ま……月げつ蝕しよく領りようの二人を手放さずにすむように立ち回ってくれ」

「努めます」

　張さんの薄青い瞳が、相手の双そう眸ぼうを探さぐるように凝らされる。

　静かな覚悟を感じさせる軍師の灰はい緑みどり色いろの瞳は、揺らぎこそしないが、何か複雑そうな色をよぎらせていた。

「腹の探り合い……なんですかね？」

　朧月が思い浮かべたのとほぼ同じ言葉を、星彩が眉を曇らせつぶやく。

　そこはかとない緊張感が肌はだにしみこみ、じわじわと鼓動を速くするのを自覚しながら、朧月も彼女なりに考えをめぐらせてみた。

（夜淑さまは、わたしたちには言えないことを抱えているように見えるけれど）

　情報を制限されているとしても、朧月は不快だとは思わない。彼はなにしろ国軍の重要職なのだ、口が軽いようでは逆に困る。

　加えて夜淑の物腰に不誠実なところがないのが、朧月を納得させていた。

（明かせない裏事情があるとしても……この御方なりに、できる限りの対応をしてくれているのではないのかしら）

　と思うのだ。

「蒼刻。君には何かないか？」

　じわじわと雨の気配をはらんでくる曇り空を気にしながら、夜淑は今度は元教え子へと話を振った。

「俺の立場ではあまり戦う理由にこだわるのは賢けん明めいではないと思いますが。とりあえず、先生と元帥閣かつ下かのほうは大丈夫なんですね？」

「ああ。心配しなくていい」

「それだったら──……いえ、やっぱりやめておきます」

　潔い性格の彼にしてはめずらしく、迷いと葛かつ藤とうの感じられる口ぶりだったのに、朧月は内心ひそかに首をひねる。

　何を察したのか夜淑は、わずかに声音を和やわらげた。

「いろいろ複雑だが、悪いようにはしないつもりだ」

「信じてます」

　これにははっきりと応こたえ、蒼刻はまっすぐな瞳を相手に据すえた。

　ゆらりと縞模様のしっぽを思案げに揺らして、張さんが再び口を挟む。

「そういえば、『理由のひとつ』とおぬしは先ほど言うておったな。ここに来たもうひとつかふたつの理由はなんじゃ？」

「もうひとつは、私の個人的な好奇心です。──朧月どのが幽鬼や幽界にふれる姿を、一度この目で見ておきたくて」

　おもむろに視線を向けられて、傍ぼう観かん者しやの気分でいた朧月は、うわっと身構える。

　夜淑は丁てい寧ねいに言った。

「この場所で、何か感じとれましたか？　朧月どの」

「……申し訳ございません。まだ、たいしたことはわかっていません。陛下と《花か影えい》の方を追い詰めた殭屍キヨンシーの記憶を、この目でわずかに垣間見ただけで……」

「それは睡すい蓮れん城じよう市しで発はつ揮きされたという、過去視の力ですか」

「え」

　そうして具体的に確認されるのは、朧月にとってはいささか意外だった。

　どうやら夜淑は、意外と彼女について知っているらしい……。

「失礼。報告書にそうした記載があったのです。あなたは幽鬼を視みることができるだけではなく、幽鬼の生前の記憶をたどることも稀まれにできるようだと」

「はい。……自分でもまだどうすればできるのか、コツをつかめているわけではないのですが」

　死の痕こん跡せきのある物にふれると、見えることもある。そんな具合で非常にあやふやなのが、我われながら頼りない。

　つかのま黙考している夜淑に、朧月はおずおずと切り出した。

「あの、蒼刻さん……蒼刻さまに対するのと同じように話していただけませんか？」

「……いいんですか？」

　はっきりとうなずく。

　蒼刻の上うわ役やくに丁寧語を使われるというのは、なんとも居い心地ごこちがよろしくないのだ。

　心地の悪さを情なさけない表情であらわにしている娘を見下ろして、夜淑は「では、お言葉に甘えましょう」とうなずいた。

　そうして口調を、どことなく先生じみた距離感のものに改める。

「では、このあたりに亡くなった四人の幽鬼がいたりはしなかったと？」

「はい」

　代わりに、現場を目撃したという幽鬼を探そうと思っている。

　とここで言うべきかどうか朧月が迷っているところで、夜淑がぽつりとつぶやいた。

「……やはり」

「？」

　何が「やはり」なのかと疑問に思ったが、朧月の機先を制するように夜淑はすぐに言葉をつないだ。

「ありがとう、さっそく参考になった。ところで調査に必要なものはあるだろうか？」

「……亡くなった方のお持ちになっていた武器や、凶きよう手しゆが落としたものを拝見できたら、何かわかるかもしれません」

　骸を見せてくださいというのは、若じやつ干かんためらわれた。

「なるほど。遺留品の類は今、来らい将軍のところに集めて分ぶん析せきしてもらっている。ただ彼も忙しいので、明日の午後あたりにでも君たちで彼を訪ねてもらえるだろうか」

「わかりました」

「では、何かあったら鋼こう鉄てつ宮きゆうの元帥執しつ務む室しつに連絡してくれ。事件によってすべての予定が破は棄きされたので、私と元帥は当分の間、ほとんど執務室にいる」

　まとめる口調で言うと、夜淑は「すまない。邪魔をした」ときびすを返した。

　その影絵めいた後ろ姿を見送る段になって、初めて朧月はそれに気がついた。

（足が……？）

　けがでもしているのだろうか。夜淑は、左足を無意識にかばうような少し違和感のある歩き方をしていた。それ以外は姿勢もよく挙きよ措そも端整なので、余計に目を引く。

　しばしの沈黙がわだかまった。

「朧月」

「はい──……蒼刻さん？」

　とっさにいつもの調子で返事をして顔を上げたが、蒼刻が何か悩む表情をしているのに意表をつかれた。

　ゆっくりと手が伸びてきて、黒髪を撫ぜられる。

　硝子ガラス細ざい工くにでもふれるような手つきには、甘さよりも切実さが強く感じられた。

「……どうされました？」

「部屋から引きずり出しておいてなんだがな。──おまえをこのまま俺の仕事に巻きこんでいいか、迷いがある」

「え？」

　めずらしく迷いの色を宿した青年の瞳を見上げて、朧月はきょとんと首をひねった。

「熱でも出ましたか」

「そういう心配をするのかここで！　……あのな、別におまえの引きこもり願望を邪魔して悪かったなとかいう話じゃねえよ。俺は、皇宮でのいざこざに本格的におまえを巻きこむのはやっぱり微妙かもしれないと思いつつあるだけだ」

「と、仰おつしやいましても……。今までに蒼刻さんを介かいして受けた依頼も、国軍がらみのものが大半でしたし」

「今回は、黄こう巾きん賊ぞくのときとは性質が違う」

　きっぱりとさえぎられ、朧月は思わず動きを止める。

　ため息まじりの蒼刻の声には、焦じれったさとも彼自身への苛いら立だちともとれる葛藤がにじみかけていた。

「俺は燕先生のことも袁元帥のこともそれなりに理解して、その上であの人たちの指示に従ってる部分がある。張さんだって俺を通じて双璧とは顔見知りだから、まあいい。でもおまえや星彩はそうじゃないだろ？」

「……たしかに、そうですね」

　ようやく彼のわだかまりを理解した朧月はまず、隣にいる星彩の様子を見てみる。

　目が合うと、友人は小さく肩をそびやかした。

　それにうなずき返して、言う。

「蒼刻さんは、わたしが今後政治的に利用されかねないことを心配してくださっているのですね」

「まあな」

　遠くを見るような目をして、蒼刻は浅いため息をついた。

「黄こう魔まもおまえの双そう界かいの瞳を狙ねらっているようだったが、双璧はそれとは違う方法でおまえを国軍のための道具にする可能性がある。だから深入りする前におまえを面倒事から遠ざけたほうがいいんじゃないか、とも思うわけだ。もし玄げん静せい心しんがこのことを知ったら、おまえには実家の箱庭に引きこもっていろと命じただろうしな」

「…………」

　双璧は、と言うが、昨夜の印象では、策をめぐらせる担当は夜淑に違いない。

（あの方に利用される……？）

　たしかに冷静で怜れい悧りだけれど、冷れい徹てつや冷血とまではいかない人に見えた。

　いや……策士ならば、それすらも朧月に警戒心を抱いだかせないための演技かもしれないのだろうか？

　だとしても。朧月はゆっくりと言葉を選ぶ。

「面倒事にかかわらずに引きこもっていられるのが、わたしの人生で不動の一位なのはたしかですが……」

「ほんとに譲ゆずらねえなそこは」

「ここを放ほう棄きしては、わたしの理想とする平へい穏おんな引きこもり暮らしが夢のまた夢になってしまいますゆえ。なんとしてでも踏ん張ります」

「踏ん張りどころが毎度大幅にズレてる気がするんだがな」

「……と、ともかく。今回のことは、わたしなりに『いろいろ』吞のみこんだ上でお受けしたつもりです」

　蒼刻に半眼で見られた朧月は、咳せき払ばらいをして仕切り直した。

「月蝕領のお二人が微妙な立場だというのなら放ってはおけませんし、蒼刻さんのお手伝いはしたいですし……。わたしのほうでも、この件にかかわるために双璧の御二方を利用している、という言い方もできるのではないでしょうか？」

「…………」

「ですので今は、納得した上で利用されているつもりです。蒼刻さんも、そのようなお気持ちで双璧の御二方に従っておられるのですよね？」

　夜淑をうっかり先生と呼んでしまったときの蒼刻の表情からは、相手に対する信頼が感じとれた。

「否定はしないが」

「でしたら、お手伝いをさせてくださいませ。わたしにはそれが一番の救いです」

　微笑むと、蒼刻はちょっと面食らったように瞬きをした。

　そして「なるほどな」とまぶしげに目を細める。

「そこまでわかってたなら、俺はもう何も言わずにおまえを引きずり回すか」

「……いえ、引きずられるのはちょっと」

「だったら手をつないでいく。何にしても、離れるなよ。離すつもりはないが」

「お願いいたします」

　わだかまりを消してすっきりした表情の青年を見上げて、朧月はうなずく。

　からかいたい気持ちが笑顔に出ている星彩と顔を見合わせてから、白虎がにやりと口の端を吊つり上げた。

「蒼刻よ。おぬしが想像するよりも、姫はしたたかじゃのう」

「願ったり叶かなったりだ」

　渋しぶい美声で茶化されたのに、決まり悪そうに銀ぎん髪ぱつをかき上げて。

　改めて朧月を見下ろした蒼刻は、生来の昂こう然ぜんとした風情と、ふとした瞬間に発揮される誑たぶらかしの艶気を具そなえていた。

「おまえが弱々しいままだと、手も出しづらいしな。俺がうっかり手加減を忘れても壊れない程度にはしぶとく、したたかでいてくれたほうがいい」

「！」

　おもむろに、しかも真正面から口く説どくようなことを言われたのに、朧月は一気に身体が熱くなるのを感じた。

　この人は本当にもう！　と思いながらも、熱情を向けられてうれしい自分がいるのは否定できず、歯切れの悪い口調でぼやく。

「ま、またご無体な命令を……」

「だっておまえ、納得ずくで他人の言うことをきくのは嫌いじゃないんだろ？」

「……蒼刻さん、わたしがそれに納得すること前提で話しておられます？」

「まあな」

「…………敵かないません」

　文字どおり不敵な笑みを浮かべる青年の前で、朧月はその場にうずくまってしまった。

　その後に気を取り直して調査を再開するのに、いろいろと大変だった。
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　数刻後。

「そろそろ降ってきそうだし、いったん戻るか」

「え。もう少し調べたほうが……」

「調査は今日だけで終わりじゃないんだから、無理はよせ。疲れが顔に出てるぞ」

「…………」

　ざっくりとした口調で指摘されると、反論を見失ってしまう程度には、たしかに朧ろう月げつは疲れていた。

　凄惨な現場を隅から隅まで探って回り、その後には情報を与えてくれそうな幽鬼がいないかと近辺をうろつき──引きこもりにしては、結構な運動量だったのである。おまけに苦手な空の下での作業だ。

（たしかに、帰りたい衝動はあるのだけれど……）

　もっと収穫が欲しいのも本当だ。

　結局、最初に一回だけ長めの過去視ができただけで、後は断だん片ぺん的てきな記憶のかけらを収しゆう拾しゆうするのみだった。

（……お師さまに相談できないかしら）

　考えていると、くしゃりと髪を撫ぜられた。

「おまえにしちゃ、帰りたいとも言わずによくがんばったしな」

「……まあ、心の中では三千回くらい、帰りたいなと唱となえておりましたが」

「俺の感動を返しやがれ」

　気づいたことを字と絵で記録した帳面を大事に抱えて、屋根つきの廊に戻る。

　状況が一変したのは、黄こう華か宮きゆうにつながる廊に入る手前のことだった。

「！」

　にわかに眼光を鋭いものにした蒼そう刻こくが、無防備に歩いていた朧月の襟えり首くびをつかみ、数歩後ろをついてきていた白虎めがけて放り投げた。

　理由もわからず、目を白黒させながら投げ飛ばされた朧月は、ぼむっと硬い弾力の白虎の身体に受け止められる。軽く眩暈めまいがしたのをこらえ、蒼刻のいるほうに顔を振り向けると、なんと彼はどこからともなく現れた男と取っ組み合っていた。

　次々に体術の技を繰り出す相手は──黒髪で体格がよい男性ということ以外は、動きが速すぎて朧月の目では捉とらえきれない。

（え。……な、何事!?）

「武官さん、右まずいっすよ！」

　朧月より先に我に返った星せい彩さいが、焦った声を上げる。

　蒼刻はとっさにか彼女の警告にそのまま従い、半なかばのけぞるようにして身体を大きくひねった。その直後、寸前まで彼の右肩があった空間を、謎なぞの男が信じられない角度から放った蹴けりが切り裂さいた。

　まともに喰くらっていたら肩の骨が外れていただろうし、かすっただけでもただでは済まないのが傍はた目めにもわかる、強烈な攻撃。

　依然として状況が吞みこめないまま、朧月がこくんと息を吞んだとき──だ。

　──ぎぃん!!

　突如として金属音が湿った空気に響ひびき、刃をぶつけ合ったとおぼしき蒼刻と男が、いったん間合いをひらく。

　すると相手はもう気は済んだとでもいうように、だらんと身体の力を抜いた。

　蒼刻の青く燃える左目が、だしぬけに攻撃を仕掛けてきた相手を貫く。

「あんた《花か影えい》の筆頭か？」

「自己紹介した覚えはないんだがね。俺はそんなに有名人だったのか」

　影の一族失格だなと嘯うそぶいて、男──《花影》の筆頭は、口の端を吊り上げた。そうして手にしていた短刀を鞘さやに戻す。

（あ、生野菜の……）

　という覚え方もいかがなものかと思うが、以前に皇帝陛下に付き従っている姿を見た、無ぶ精しよう髭ひげの男だ。

　何がなんだか理解不能だが敵ではないことがわかり、朧月はひとまず胸を撫で下ろす。
















　同じように刀を鞘に押しこんだ蒼刻の傍らに並び立つと、まず白虎が不快げな口調で問いかけた。

「だしぬけに何事だ？　おぬしは力を見せびらかす男ではなかろうに」

「簡単な実験さ、白虎の旦だん那な」

　筆頭はまったく悪びれずにのたまう。

「走そう影えいが言ってたとおり、劉りゆう家の御曹司にしては興味深い戦い方を身につけてるな。だれの仕込みだ？」

「……実の兄だ」

　嫌な記憶を掘り起こされたと言いたげな渋い表情で、蒼刻は短く答える。答える義理はないところだが、そこは彼のまじめさだ。

　相手の地じ雷らいを踏んだことには興味がないらしく、筆頭はあくまでも悠ゆう然ぜんとして自分の流れを崩そうとしない。

「あの劉戴たい青せいか」

「知ってるのか」

「史上最年少で皇宮剣術指し南なん役に推すい挙きよされた男だ、知らないはずもないだろう？　さすがに直接戦う機会には恵まれなかったがな。──とはいえ、おまえの戦い方は劉戴青とは似て非なる代しろ物ものだな」

　褒ほめているのか貶けなしているのか、よくわからない。

　まるでこちらを翻ほん弄ろうしたがるように悠長な話し方だが、黒い瞳の奥に宿した光は鋭いままなので奇妙に気が抜けないのだ。

　緊張と緩かん和わを一緒くたにしたような独特の雰囲気で朧月たちを困惑させながら、筆頭は興味深そうな顔で蒼刻を眺めた。

「嫌な言い方をしてしまうなら、袁えん元帥が劉戴青ではなくおまえを護ご花か七しち将しよう軍ぐんに選んだ理由もなんとなくつかめたかな」

「──……そうかよ」

「その顔じゃ、どうして兄じゃなくて自分なのか、見当はついているみたいだな」

　賢かしこいねえと、皮肉ではなく率直に相手を認めるような響きで筆頭が言うのに、あたりまえだが蒼刻は反応に困っている。不意打ちで撫でられた猫みたいな表情だ。

「残念だな。劉家の御曹司でしかもそんな目立つ容姿じゃなきゃ、うちに勧誘したいくらいだったのに」

「《花影》に？」

「休暇と危険手当だけは保証するぞ」

　口の端を吊り上げるようにして筆頭が薄い笑みを浮かべる。

　食えない男。そんな単語が、朧月の頭に深くよぎった。

「本題はここからだが──とある御方が、鏡きよう花か宮きゆうでおまえたちに逢いたいと仰おおせだ。まさか断ったりはしないだろうな？」

　さっき攻撃を仕掛けてきたのと同じくらい唐突に、筆頭が言う。

　張ちようさんがあきれたように目をすがめた。

「断りはせぬが、そろそろ名乗るくらいはしたらどうじゃ？　影かげ名なならば、ことさら秘密にする必要もなかろうて」

「孤こ影えいだ。すぐに忘れてくれて構わないぞ」

　あっさりと男は名乗った。

　眉尻を下げっぱなしの朧月は、地道に頭の中で整理しようと努める。

（影名……天てん祥しようさまのところの走影さんと、同じ系列ということでいいのかしら）

　流れから察するに、親に授さずかった名は違うものなのだろう。

「じゃ、行くぞ。遅れずについてこい」

「……勝手だな」

　さっさと歩きだした孤影に、さすがに蒼刻がため息まじりにつっこむ。

「歓迎はするぞ。今ならもぎたての生野菜が山盛りだ」

「……斬ざん新しんな誘い文句ですね」

　筆頭孤影のつかみどころのなさに困惑しつづけていた朧月も、とうとうつっこみを入れてしまった。

　孤影はどことなくとぼけた笑みを見せた。

「俺が栽さい培ばいも収穫も手伝ってるんだからいいんだよ。普段は陛下が皆に配ってるんだが、今日はそれができなくて、だいぶ余ってる。おまえたちは若いんだから、たくさん食べて大きく育て」

「《花影》筆頭が菜園の手入れまですんのか」

　と、あきれたように蒼刻。

「劉家の御曹司でもある武官が、幽鬼や道術がらみの事件で双璧直属の便利屋じみた真ま似ねをしてるのと大差ないと思うがね。女性問題の後始末なんかを頼まれるのは嫌いだが、お日さまの下での作業ってのは悪くないぞ？　特に俺のように、影から生まれて影で死ぬような仕事をしているとな」

　これまた皮肉だか自じ嘲ちようだかわからぬことを、わだかまりのない声音で言い放ち、さっさと歩みを再開する。

　読めない相手に振り回される一方の朧月は蒼刻たちと互いに顔を見合わせて、とりあえず後に従うことにした。

　皇帝陛下のお見舞いというか、陛下のところにいるはずの人たちに逢いたいとは思っていたのだ。

　一応、渡りに船ではあるのだが。

「よくわかんないノリの人っすねぇ……」

「……ね？」

　孤影は体格的には星彩の好みの部類のはずなのだが、さすがに友人も戸惑っているらしいとわかり、朧月はぽりぽりと頭をかいた。
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　鏡きよう花か宮きゆうというのが、皇帝陛へい下かの寝しん宮ぐうに与えられた名だ。

　こちらはつつましげな華か洛らく宮きゆうに比べると壮そう麗れいで、建物をとりまく庭園も、めずらしい草花木ばかりで彩いろどられている。

　高い壁から金こん色じきの鎖くさりのように垂たれ下がったり、ところどころに置かれた岩の割れ目から緑色の飾り帯のように生はえ出していたりする、個性的な蔦つたや蔓つるが目を引いた。丹たん砂さ色いろの実や金きん桂けいを思わせる小さい花をつけたものもあって、薔ば薇らや牡ぼ丹たんといった麗うるわしい花々とは異なる存在感を示している。

　降りだした雨に濡ぬれる庭園には、俗ぞく世せとは切り離されたような風ふ情ぜいがあった。

　いつもどおり転ばぬよう手を引いてやっている先で、引きこもり娘がめずらしく外の風景に興味を示す。

「あれはたしか……沙さ漠ばくに生えるというトゲトゲの植物ではありませんか？」

「そうなのか」

　植物にそこまで詳しくない蒼そう刻こくの後方で、白びやつ虎こが「そうじゃ」と賛同する。

「あの種の植物は、皇こう都とで一時期、好こう事ず家かの間でもてはやされたものよ。薬効のあるものも多いから、陛下はその意味で興味を持たれたと仰おつしやっておられたな。紅こう梅ばい宮きゆうの湘しよう雲うんさまを訪ねておいでになった際に」

「菜園といい、健康的なご趣味っすねえ」

　感心したように星せい彩さいがつぶやいた。

　酒しゆ池ち肉にく林りんという言葉とは対極にある現皇帝・華か陽よう炯けいの隠いん者じやめいた暮らしぶりは、百ひやつ花か神しん仙せん信仰に基づくところが大きい。正せい妃ひに迎えた二人の女性を亡なくしたことで、その冥めい福ふくを祈りながら過ごしたい気持ちが基盤になったようなのだ。

　胡う散さんくさいおっさん──もとい《花か影えい》筆頭に先導されるまま、庭園を抜け、正せい殿でんらしき建物に向かう。

　三階建てで古風な装そう飾しよくを維い持じしている正殿は、地面より数段高く作られていた。

　石の階きざはしをのぼると、

「その部屋でちょっと待ってな」

　孤こ影えいはそんなふうに言って顎あごをしゃくり、一人だけ奥の間へと入っていった。

　奥へと続く回かい廊ろうには、さすがに物々しい数の警けい護ごの兵が並んでいる。蒼刻が以前にここを訪れたときよりも増員されていた。

　……武官に被ひ布ふを頭からかぶった怪あやしい娘に白虎という混こん沌とんとした組み合わせなので、入り口付近にいた武官には微び妙みような顔をされた。

　好奇の視線から逃のがれるようにその部屋に入るなり、蒼刻は目をぱちくりさせた。

「呂りよ将軍？」

「……私だが。どうした？」

「……どうした、は俺の科白せりふという気がするんですが」

　あいかわらず戦闘以外ではゆるい人だと、立ったまま脱力しそうになる。

　呂不ふ幻げん。

　外の曇くもり空を思わせる色合いの髪に、北方の異民族の血を引くがゆえの淡たん褐かつ色しよくの肌はだが特とく徴ちよう的てきな武人だ。長身でゆるぎなく鍛きたえた体たい軀くのかっこよさは、同じ武官として惚ほれ惚ぼれとするほどなのだが──

「猫ねこ祭まつりじゃないですか」

「……日常だ」

　みゃあみゃあみゃあ──

　長なが椅い子すに腰を下ろした不幻の周りには、優に十匹を超える猫がたかっている。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんでも最強と謳うたわれる男にはちょっと見えない。ただの猫好きの楽らく隠いん居きよじみていた。日常と言い切られても困る。

「人なつっこくて可か愛わいいですよ？」

「儂わしにも怯おびえぬとは、ちゃんと相手を見ておる猫どのじゃな」

「そういう問題じゃねえだろ」

　のんきに猫をつつきだす娘と白虎を、蒼刻は半はん眼がんで見下ろす。星彩まで「もっふもふですねぇ」とくつろいでおり、つっこみが少なすぎてつらい。

　屋内に入れたのでほっとしたらしく、朧ろう月げつは絨じゆう毯たんにしゃがみこんで色とりどりの毛並みと戯たわむれていた。

　そのほわんと和なごんだ表情のほうが、猫よりもずっと可愛らしい。

　……などと不覚にも素で思ってしまったのはどうなのかと、蒼刻は内心で自分につっこみを入れた。何やら見透かしたような目でこっちを見る白虎と幽ゆう鬼きのことは、一応にらみつけておく。

　ごろごろとなついてくる猫たちの頭を順繰りに撫なでながら、不幻は訥とつ々とつと説明した。

「猫は……私がここにいたら、ひとりでに集まってきた。おそらく、この鏡花宮の周辺に住み着いているのだろう」

「いや、猫のことはわりとどうでもいいです」

　襲しゆう撃げき事件の直後なのだし、猫の仔こ一匹通さない警護をしろよ近衛このえと思わなくもない。

　しかし村が一個入りそうなくらい広大な皇こう宮きゆうで、しかも小動物に慕したわれすぎる不幻がいては、その点を責めるのは気の毒だ。

　朧月を長椅子の空あいているところに座らせてから、蒼刻は質問し直した。

「呂将軍がなぜこちらに？」

「双そう璧へきからの命だ」

　端たん的てきな答え。

　だがそれでは不十分だと不幻自身が思ったらしく、すぐに言葉を継ついだ。

「……しばらく陛下の警護を強化したいので、協力するように言われている。護花七将軍が護衛についたとなれば、襲撃の黒幕もおいそれとは二度目を仕掛けられないはずだと」

「少なくとも俺なら、呂将軍とやり合いたいとは思いませんね」

「もちろん本来は《花影》の領分なのだが、あちらはわけあって、すぐには人員を補充できないそうだ」

　歴戦の武将とは思えぬほど澄すんだ瞳ひとみが、鏡のように蒼刻を映した。

　普段はおっとりしていても、いざとなれば即座に対応できる明めい敏びんな素質が、森の奥を思わせる色合いをした瞳の深みから感じられる。

「さては、君も同じ指令を受けたのか？」

「いえ、俺は朧月とともに、襲撃現場の調査を命じられています。ここに来たのは、別の要件で呼ばれたからですが」

「そうか。流りゆう霞か……曹そう将軍まで駆かり出されているんだが、彼女は護衛任務の経験があまり多くない。君がいれば心強いと思ったのだが、残念だ」

「光栄です」

　武人として素直に尊敬できる相手なので、力を認めるようなことを言ってもらえると胸がじんと熱くなる。

　来らい将軍は別の仕事を任され、孫そん将軍はおそらく普段どおりに双璧の補佐をしている様子だった。蒼刻が動向を知らない護花七将軍は、残りはたった一人。

　東とう方ほう将軍だ。

　護花七将軍の中では最年長で、日頃は戦場にあまり出ず、主おもに双璧の護衛や兵士の調練を担になっている。これまた癖くせのある御ご仁じんだ。

「東方将軍はいつもどおり、双璧の護衛ですか」

「御おん大たいなら、腰を痛めて一時戦線離脱中だと双璧は言っていた」

「は!?」

　すっとんきょうな声が出た。

　とはいえ、ほとんど同時に納なつ得とくもした。道理で最近、双璧のそばで不自然に姿を見なかったわけだ。

（何が『大丈夫』なんですか、燕えん先生）

　先ほど逢あったばかりの恩師の静かな表情を思い出し、憮ぶ然ぜんとする。

　大規模な国軍の改革を成なし遂とげた双璧には、敵が多い。

　中心は旧国軍派といわれる、晨しん友ゆうが元げん帥すいに着任する以前までは特権をほしいままにしていた層だ。賄わい賂ろや武器の横流しをしていた言語道断な連中でも、双璧は内乱だけは起こさないように命までは奪わなかったのだが、それは火種を残すことにもなった。

　陛下のことが最優先とはいえ、双璧の警護がおろそかになるのは、蒼刻としては嫌いやな予感を呼ぶ要素だ。

　──双璧はもう、黒幕の目星をつけたのだろうか、とか。

　──まさか曹緋ひ鷹おうは関わっていないだろうな、とか。

　いろいろと考えてしまう。

　三大家のひとつであり、陛下から理り不ふ尽じんな扱いをされたわけでもない曹家の者が、一族を破は滅めつに追いやる陰いん謀ぼうに手を染めるとは考えにくい。

　だが「冥めい界かい公こう主しゆ」としての朧月に興味を持っているせいか、緋鷹個人については、何をしでかすかわからない印象のほうが強かった。

　……今のほほんと猫を抱かかえている娘に関することになると、過か敏びんで過保護になりやすいという自覚はある。しかし大事な者を全力で守り通すことは、蒼刻にとって一番親しみやすく、そして最大の愛情の表現であった。

　だからこそ玄げん静せい心しんの妹馬ば鹿かに、辟へき易えきとしながらも共感してしまう部分があって、無下にはできないのだ。

（双璧はもちろんだが、玄静心のためにも、俺が緋鷹に対応すべきか？）

　兄・戴たい青せいのほうが緋鷹と縁は深いが、風ふう来らい坊ぼうには頼れない。

　猫と戯れる少女や、虎とらのくせに蒼刻よりよほど猫に慕われている張ちようさんを眺めながら、つらつらと考え──

「待たせたな、坊ぼうやたち」

　地味に失礼なことを言いながら現れたのは、もちろん《花影》の筆頭だ。

「だれが坊やだ」

「俺よりかは年下だろ」

　鋭するどい目を向けても、孤影にはさらりと言って受け流される。

「奥まで通していいって許可がようやく出た。陛下には逢わせてやれんが、まあ入れ」

「……そんなにお加減が悪いのか？」

「いいや？　今はお休みになられてるだけだ」

「なんだ。じゃ、俺たちをお招きになったのは陛下ではないのか」

「陛下がお呼びだと言った覚えはないぜ」

「あの……」

　おずおずと朧月が口を挟んできた。極度の人見知りよりも、この先への不安が勝まさったらしい。

「──では、一体どなたなのですか？」

「陛下を除く御お三さん方かた、と言えばわかるかな？　姫君」

　蒼刻を坊やと軽く呼んだのと同じ口で、孤影はやや気どった言い方をする。

　ではと立ち上がったはいいが、ふわりとした銀毛に月のような金色の瞳をした猫が、朧月にしがみついて離れようとしない。

　不幻が提案する。

「……君をずいぶんと気に入ったようだな。よければ、皇都に滞在する間、しばらく預かってもらえるか？」

「よろしいのですか？」

「その子は新顔だ。あまりほかの猫となじめていないので、君のそばにいて安心できるというのなら、そうさせてあげたいところだが」

「そういうことでしたら……。では、後で迎えにきますね」

　待っていてねと朧月が顎のあたりを撫でると、銀色の猫は賢かしこしげな瞳でにゃあと鳴いたのだった。





[image: ]






　風通しのためにか、庭園に面する花窓の大半は開け放たれていた。

　神しん華か国には花料理や季節ごとの花を愛めでる行事を通して、花が持つ気を身体からだにとりこむのが、不老長生にはよいという昔ながらの教えがある。

　鏡きよう花か宮きゆうに集められためずらしい草木花も、皇帝という存在を癒いやすために選よりすぐられたものだと思われた。花の香りがほのかに添えられた風を吸いこむたびに、何か胸の奥が浄化されていく感覚を覚える。

　塵ちりひとつなく清められた廊を進んでいき、奥の一室に通された。

　孤こ影えいは中に入ろうとはせずに言った。

「おい坊や」

「返事しねえぞおっさん」

「わかったわかった御おん曹ぞう司し。お呼ばれが済んだら、ここの南庭に来い」

「なんでだよ」

「来てから説明する。一応言っとくが、双璧の許可は得てるぞ」

　ほとんど一方的に言い放って、食えない男はどこかへ分ぶん岐きする廊へと姿を消した。

　朧ろう月げつがしみじみと言う。

「蒼そう刻こくさん、ああいう御方に受けがいいですよね……」

「冗じよう談だんはよせ」

「あー、わかりますわかります。武官さん、うちのお姫さまみたいな例外を除けば、年上受けするほうですよねぇ」

「…………」

　気の合う女性陣に挟まれて、蒼刻は複雑な顔をするほかなかった。

　にやにやと笑った白虎が前肢を器用にもたげ、声をかけてから扉とびらを押し開ける。

「湘しよう雲うんさま」

「──公主殿でん下か」

　中に入ったとたん、はっと目をみはった朧月と前後して、蒼刻と白虎もちょっと意外な想いでその人を呼んでいた。

「お久しぶりね。こんなときでなければ、素直に喜べたのだけれど」

　濡ぬれたような艶つやのある黒くろ髪かみと裳も裾すそをそっと揺ゆらして振り返り、史し湘雲はあるかなしかの微笑ほほえみを浮かべる。

　ここは皇帝陛下の寝室がすぐ隣にある一室で、平素は護衛や女官などが控えている場所だそうだ。言われてみれば内装も調度品も抑えた色合いで統一されており、

「公主殿下は、皇帝陛下の看病を──？」

「ええ。医生が何人もいるから、わたしはただのおまけだけれど」

　ここで手持無沙汰に待つ時間のほうが、多いくらいだそうだ。

　しかし義父である皇帝・華陽炯が伏せっていては、趣味の執筆をする気にもなれないらしく、彼女が使っているとおぼしき窓辺の文机には、何冊かの書物や花結びの細工道具などが置かれてあった。

　中央にある円卓に座るよう勧められた後すぐに女官が現れて、温かいお茶と茶菓のひとそろいを運び入れると、また静かに退出した。

「お父さま──陛下は先ほど一度お目覚めになられたのだけど、襲撃でさすがに精神的に参ったのと薬湯がきいているのとで、また眠ってしまわれたの。でも、基本的には回復しているから心配はしないでね」

　念を押すように言うと、寝室とこちらを区切る蔦模様の扉を眺めやり、湘雲は声をひそめた。

「あなたたちを信用して言ってしまうけれど、医生と来将軍の見立てでは、強い陰の気に影響されて体調を崩してしまったそうよ」

　──ちょっとぎくりとした様子で、白虎と星彩が顔を見合わせた。

　本性が幽鬼、つまり陰の気が優位に立つ存在としては、居心地が悪いのだろう。

　幽鬼に関しては、どんな相手にでも何か責任感じみたものを感じやすい朧月も、難しい顔になった。

「あなたたちを呼んだのは実は天てん祥しようなの。でも彼は今陛下の代役を果たしているから、忙しくて……。ついさっき急用ができて移動してしまったの。でもすぐに戻ると言っていたから、もう少し待っていてもらえるかしら」

「もちろんです」

　聡そう明めいそうな灰色の瞳ひとみにまっすぐに見つめられたのと、同じ女性が相手だといくらか人見知りが和やわらぐためか、めずらしく自発的に朧月が答える。

「天てん狼ろうさま……第一皇おう子じ殿下も御姿が見当たりませんでしたが、もしかして太たい子し殿下とご一緒に仕事を？」

「ええ。こんな状況だけど、あの二人がなんのわだかまりもなく兄きよう弟だいらしく過ごせるのは、小さな救いだわ」

　丁寧に説明をしてくれた湘雲は、久しぶりに逢った白虎の額ひたいの縞しま模も様ようを撫ぜる。

　人語を解かいするせいで神しん獣じゆうと勘かん違ちがいされた張ちようさんは、皇宮に連れてこられてからは、主に湘雲の話し相手を務めていたのだ。執筆が趣味の公主殿下が出した作品の中には、張さんに似た登場人物もいる。

「そういえば劉りゆう家のご実家に行ったそうだけど、婚約式でもしたの？」

「!!」

「……あの様子だと、まだなの？　張さん」

「実はつい先日、姫の御兄君から婚約の許しを得たばかりでしてな。こうなってはしばらくは先延ばしかと思われますが」

　しゃあしゃあと言う白虎。

　目が合うと星彩が「外堀から埋うめて刺し史しさんを押し切る作戦っすよ！」とやたら楽しげに補足してくる。反対されるよりはマシだが、だれも頼んでないのに勘かん弁べんしてほしい。

　朧月とそろってむせてしまった蒼刻は、手しゆ巾きんで口元をぬぐった拍ひよう子しに、そのことに思い至いたった。

　ここで言っていいものか悩みながらも、蒼刻が公主殿下と相あい対たいする機会は多くはないので、思いきって単刀直入に切り出してしまう。

「公主殿下。こんなときになんですが、ひとつ質問してもよろしいですか？」

「改まって、何かしら？」

「衛えい万ばん里りの件です」

　先日に恋愛相談……というほど具体的ではないが、経過を聞かされて放ってはおけないと思わされた件だ。いろいろと世話になった情報屋・衛万里の、無む謀ぼうとも思える嫁よめ取とりの計画。彼は昔なじみだったという湘雲が、今でも好きで好きでたまらないのだという。

「…………」

　果はたして湘雲は、一瞬動きを止めた。表情に恥はじらいも反発も出さなかったのは、皇帝陛下と直接の血縁はなくても公主として教育されたがゆえの、自制心の賜たま物ものか。

　それでも、抑えた表情の下には、何かがある。

　自分が囲っている珍ちん獣じゆうのようには、わかりやすい反応ではないけれど。

「さしでがましいようですが、衛万里は本当に──」

「──あら。あなたも来てたのですね、蒼刻」

　と。

　思いがけない方向から、扉が開く音と快活そうな声が相あい次ついで聞こえてきたのに、蒼刻はとっさに口をつぐんだ。

　曹そう流りゆう霞かだ。

　何も知らない護花七将軍の紅こう一点は、颯さつ爽そうとした足どりでこちらに近づいてきた。

　湘雲に何か手紙らしきものを渡してから、こちらに顔を向ける。

「太子殿下と第一皇子殿下がお戻りになられたようですよ。──あら。こちらは噂うわさの、あなたの宝ほう珠じゆですか？」

　一部の女性の熱狂的な支持を得ている、流霞の凜りんとして美しい微笑みを向けられて、朧月がどきまぎした様子であいさつをする。

　その様子を見守りながら、横目ではほっとしたように目をそらした湘雲の姿を確認し、好機を逃したなと蒼刻はひそかに残念に思った。
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「蒼そう刻こくさん、先ほどはなぜ情報屋さんの話を……？」

「そういや、おまえには説明しそびれてたな。天てん祥しようさまたちの要件が終わったら教える」

「わかりました」

　流りゆう霞かの伝言のすぐ後に、仕事慣れしたふうな年配の女官が来て、朧ろう月げつたちを別室に案内してくれた。寝室からは離れた、居間のようである。

　数年ぶりに再会した兄皇おう子じを伴ともなって現れた天祥は、あいかわらず優ゆう雅がに微笑んだ。

「よく来たね蒼刻、朧月。張ちようさんは一緒ではないのかい？」

「逢うのはしばらくぶりだったので、湘しよう雲うんさまとまだお話を──って、なんでいきなり抱き寄せるんですか」

「まあまあ。君と私の仲じゃないか」

「いや、俺はいいですけど、朧月は離してください朧月は」

「……いいんですか？」

　やたらと自然に、しかも蒼刻と一緒くたに太子殿下に抱き寄せられた朧月は、思わず冷静につっこんでしまった。

　わちゃわちゃと戯れる（？）弟たちを眺めて、第一皇子である天てん狼ろうがつぶやく。

「私も混ざるべきなのだろうか」

「こんなことで真顔で悩まないでください天狼さま」

　あわてて蒼刻が止めようとしたところで、天祥がさわやかにまぜっかえす。

「そうですよ兄上。悩む必要などないので、さあ一緒にくっついて」

「間違ってもそういう意味じゃないですよ！　だからなんなんですかこのノリは!?」

「…………あの、申し訳ないのですが、わたしそろそろ潰つぶれそうです」

　間に挟まれて桃ももまんの具のようになっていた朧月はうめいた。

（天祥さま、意外とご機き嫌げんだなあ……）

　髪や瞳の色合いを除けば、これといって容姿に共通点はない──むしろ優雅な天祥と堅かた物ぶつそうな天狼では対照的だとばかり思っていたのだが、こうして二人が並ぶと、なるほど母親の同じ兄弟だなと妙に納得させられる。
















　いったん解放されたのだが、目が合うと改めて抱き寄せられたので、赤面するよりも先に焦あせった。

　蒼刻の目の前でこれは、と狼ろう狽ばいする朧月を離さぬまま、天祥が不思議そうに言う。

「おや蒼刻。めずらしく奪い返しにこないね？」

「天祥さまもお疲れで、癒しが欲しいだろうと思って、一応我が慢まんしています」

　すると天祥は慈じ愛あいの微笑みを浮かべた。

「我慢してるなんて可か哀わい想そうに……。おいで蒼刻、君も撫でてあげるから」

「そっちじゃねええええええ」

　さすがの蒼刻も太子殿下は殴なぐれないので、やり場のない拳こぶしは手近な壁へとぶつけられていた。天祥にひっそりと従って部屋に入ってきていた糸目の護衛──走そう影えいに「壁紙が傷いたむから勘弁してくださいよ」と大変冷静につっこまれてしまう。

「私も撫でていいか」

「え」

　天祥にひとしきり撫で回され終えたと思ったら、唐とう突とつだが大まじめに第一皇子殿下から求められ、朧月は再び固まった。

「……張さんでしたら、湘雲さまのところにおりますが」

「君がいい」

（えー……）

　もふもふではなく陰気な小娘なんぞを撫でて、何がいいのかさっぱりわからない。

　わからないが断りきれず、天狼の手を頭に感じながらうつむいた。──蒼刻の微妙な視線には気づかずに。

　ご満足いただけた後で、朧月はなんとなく声をひそめて天狼に質問した。

「あの……張ちよう角かくはどちらに？」

「ん？　ああ、彼か。彼は瑠る璃りとともに別室にいる。騒さわがしいのと明るいのは苦手だし、人見知りの気がある瑠璃が不安定になるのを避けたいそうだ」

　瑠璃とは、ひょんなことから天狼に憑ついている子供の幽鬼だ。

（お師しさま、子供にも容よう赦しやなさそうだけど……）

　大丈夫だろうかと、瑠璃がちょっと心配になった。

　とりあえず朧月には「君の頭は蓮れん根こんのように穴だらけなのか」「私が教えたという事実さえ忘れてはいないだろうな？」程度の言いようは日常茶さ飯はん事じである。……それだけ出来のよくない弟子だという事実は、ちょっと脇に置く。

（そういえば、瑠璃が不安定になったのは昨日きのうのことか……）

　いろいろと続いたせいで、ずいぶん昔の話のように錯さつ覚かくしそうだ。

　もみくちゃにされて乱れた銀髪をかき上げつつ、蒼刻が天祥に向き直った。

「いい加減、本題に入らせてください。俺たちに何の御ご用ようですか？」

「しまった、忘れてた。陛下のことなんだけど」

「それは一番忘れたら駄だ目めですよ!?」

「冗談だよ」

　ぎょっとしたように声を上げた友人をいなし、天祥はとりあえず座るよう促した。

　表向き「未だ体調不良のため療養中」ということになっている天狼を慮おもんぱかってか、養生茶が運ばれたので、ご相しよう伴ばんにあずかる。

「──……陛下はひとまずご無事でよかったけれど」

　そんなふうに切り出した天祥の表情は、さすがに憂うれいを帯びていた。その隣で天狼も物思わしげに眉み間けんを曇らせる。

「加えて、私と兄上がしがらみを無視して一緒に仕事ができるのはいいとして。慣れないことが多くて疲れてしまったから、つい君たちに逢いたくなってしまったんだ。やっぱり君たちは癒されるよ」

「光栄です」

　世辞ではなしに朧月はそう言った。

「……ご用件というのは、そのことですか？」

「これだけではないね。今すぐにとは言わないけれど、頼みたいことがある。──兄上の護衛だ」

「護衛？　俺は昨日まで片手間に──と言ったらあれですが、黄こう華か宮きゆうの警護を手伝っていたも同然の状況でしたが、本格的に天狼さま個人をお守りするように、という意味ですか？」

「うん。私には走影がいるし、姉上にもついてるけど、兄上専属の《花か影えい》はまだ用意できていない。正確に言うと、襲撃で亡くなった四人の精鋭の中から、兄上付きを選ぶ予定だったんだ。手て練だれぞろいなだけに、急には人員が集まらなくてね……」

　──そういえば《花影》の人手が十分ではないとは聞いた。

「永久に、とは言わない。今回の件が片付いてからでいいから、しばらくの間、君たちがついていてあげてくれないか？　なんでも兄上は幽鬼に憑かれ体質のようだし、私としても心配なんだ」

「う」

　先日から天狼に憑いている幽鬼の件まで、天祥はきっちり把は握あくしているようだ。

　気まずげに詰まった朧月たちを、天狼が「あれは君たちのせいではない」とうなずくような動作で宥なだめてくれる。

「まあ、双璧の許可さえ下りれば、俺はむしろ望むところです」

　蒼刻が簡潔に受ける。

　つられたのが半分、自分も影ながら天祥たちを支えたいという気持ちが半分で、朧月もはっきりと口にした。

「精一杯、励はげませていただきます」

「よろしく頼むよ。君たちを友達と見こんでのことだ」

「友人でいようとしてて、俺は正解だったんですね……」

　いつも冗談だか本気だかわからない誘いを受けているせいか、蒼刻が若干ほっとしたようにつぶやくのに、天祥はさわやかに微笑んだ。

「何を言ってるんだい、蒼刻。友人であり恋人であり家族である、というのが私の夢見る理想の後宮だよ？」

「そのお考えは素晴らしいんですが、俺たちは後宮にふくめないでください」

「君たちは後宮でもうまくやれると見こんでいるからこそだよ？」

「いや、その見こまれ方はちょっと」

　不毛な話になりかけたのを見計らったように、女官が連絡に来た。

　もれ聞こえた限りでは、どうやら六りく部ぶの尚しよう書しよのだれかが、陛下の代役である二人に会いに来たらしい。

　あいさつもそこそこに多忙な皇子兄弟が去ったのと入れ替わりに、走影に連れられて現れた男の姿に、朧月と蒼刻はそろって軽く目をみはった。

「衛えい万ばん里り」

「情報屋さん」

「どっちもよそよそしいな。万里で構かまわんぜ」

　皇宮の深奥に通されているというのに、朧月よりもはるかに気負いのない様子で、万里は肩をすくめてみせる。

「情報屋さんは、なにゆえにこちらに……？」

「話せば長い話ですよ、お姫さま」

　ほろ苦い笑みを浮かべてから、万里はこれまでの経いき緯さつを語りはじめた。

　蒼刻はすでに知っていたそうだが、朧月は初耳である。惚気のろけまじりの語りに、終しゆう始し、目を白黒させ、

「情報屋さん──いえ、万里さんが、湘雲さまに求婚……!?」

　驚いた後でふっと真顔になり、朧月は素で言ってしまった。

「なにゆえに、そのように無謀なことを」

「おい少年。おまえの彼女が天然で俺の心を抉えぐってくるんだが、ちょっとどう思う？」

　万里に振られて、蒼刻は頭をかく。

「許してやってくれ。こいつは基本的に後ろ向きなだけで、悪意はないんだ」

「どっちをかばってんだ少年」

「一応両方だよ」

　朧月はははあと間の抜けた声をもらしながら、改めて万里の長身を眺めた。

　さすがに黒の旅たび装しよう束ぞくではなく、どこで手に入れたのか、皇宮にいても悪目立ちしない程度に身なりや髪型を整えているのだが──

「求婚にも驚きましたが……情報屋さん、なにやらボロボロですね？」

「湘雲さまのそばに、とんでもなく強烈な護衛がいたんですよ。来らい将軍の使者っていう肩書きで紅こう梅ばい宮きゆうを訪ねたら、公主殿下に近づく不届き者扱いで総攻撃を喰らって。こっちは女の子に手ぇ挙げられないからこの様ざまだ」

　蒼刻が眉まゆをひそめた。

「女の園で何したんだよあんた」

「何かする前に、寄るな不届き者で成せい敗ばいされたんだよ。俺が恋に生きる男じゃなかったら心がぽっくり折れてたぜ」

「ぽっきりだろ。ぽっくりじゃ死んでるぞ」

「──それ、うちの妹の仕し業わざですかね」

　ふと走影が言葉を挟んだ。

　さらりと口にされた「妹」という単語に、一瞬固まった後で朧月は思い出す。

「そういえば、妹さんがいるというお話でしたね……。やはり《花か影えい》で、湘雲さまの護衛をなさっているのですか？」

「ええ。たぶん、姫君はあれの姿を見たことはないですよ。妹、普段は護衛用の隠し通路にひそんでますんで」

　走影の無造作な言いように、朧月は目をぱちくりさせた。

「……隠し通路？」

「皇族がよく利用する建物には、必ずあるんですよ。護衛をそこに隠しておいて、いざってときに即座に飛び出せるようにする仕組みが」

「走影さんはそこに隠れないのですか？」

「私は殿下の影かげ武む者しやをすることもあるんで。ついでに毒どく味み唇しん役とかお茶の支し度たくとか、面倒な雑用まで仰おおせつかってますから。まったく、時間外報ほう酬しゆうとかがきっちりしてなかったらやってられませんよ」

　……いつもの愚ぐ痴ちがくっついてきた。太子殿下に護衛以上の意味で重ちよう用ようされているほどなのに、彼はやたらと愚痴っぽい。

　腕組みをした万里が、感心と辟易が半々の顔つきでぼやく。

「しかし凄すさまじい妹だな。こっちが手ぇ挙げられないでいるのに容赦なく殴り倒しにかかってきたぞ？　ま、お蔭でそれを涙目で止めて俺を心配してくれる可愛いお姫さまが見られたのは収穫だったけどな」

　蒼刻があきれ顔になった。

「あんた、本当にたくましく恋に生きてんな」

「少年の忍耐力には負けると思うぜ。その様子じゃ、まだ接せつ吻ぷんもしてないん──痛って、そこすでに痣あざになってんだから蹴けるなよ!?」

「まずは蹴られるようなことを言うなよ！　副官にしてやんないぞ!?」

「俺そういう脅おどしには屈くつしません～！」

「……副官？」

　子供みたいな喧けん嘩かを始めそうな二人の間で、朧月がぽつりと落としたつぶやきは、期せずして揉もみ合いを止めた。

　苦い表情の蒼刻から説明された朧月は、驚きながらも同時に納得した。

「意外と釣つり合いがとれて……いるようないないような」

「でも双璧が──正確には元帥どのがうちの殿下に、あなたの副官の候補はすでに決めてあるという話をしてたの、私聞きましたよ」

　首をひねった走影が言うのに、全員が「えっ」と絶句した。

「あ、私が情報漏らしたって言われると《花影》的に面倒なんで、今のは内密にお願いしますよ？」

　念押しをされたが、それどころではない。

　慰なぐさめるのも何か違う気がしたが、いろいろと気の毒になってきて、朧月は万里をおずおずと見上げた。

「……か、陰ながら応援いたします」

「どうもありがとう、お姫さま。どうせ俺の恋路は最初から前途多難だから、めげてる暇ひまなんてないですがね」

　完全に腹をくくった風情で不敵に微笑んだ万里からは、麗しの公主殿下を娶めとろうという気概は申し分なく感じられたのだった。
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　天てん祥しようの客人扱いでいろいろと情報を集め回っているという万ばん里りに、ついでに一つ頼みごとをしてから、星せい彩さいたちと合流した。

　そうして《花か影えい》筆頭に呼び出された場所に向かうと、四阿あずまやに似た構造──柱で支えられた屋根で雨をさえぎるようにした建物が見えてきた。ただし中の広さは並の四阿の数倍はあって、ちょっとした宴ができそうなくらいだ。

　床には淡い蜂蜜色の石が綺き麗れいに敷き詰められており、薄暗く雨に濡れた外とは対照的に不思議な明るさが保たれている。

　そして、孤こ影えい以外にも先客がいた。

　さっと眉み間けんを曇らせた蒼そう刻こくよりも「先客」のほうが先に口を開いた。ひどく攻撃的で鋭い目をして。

「なんで豚ぶた野郎がいるんだよ」

「こっちの科白せりふだよ」

　刺すような視線を突きつけられた蒼刻は、嫌いな献こん立だてばかりが並んだ夕食を前にしたように辟へき易えきとしている。

　どう見ても友好的ではない、むしろ目を離した瞬間に殴り合いが始まってもおかしくないような様子だ。狼おおかみ同士のにらみ合いじみた状況に、朧ろう月げつは怯えながら戸惑った。

「蒼刻さんのお知り合い……ですか？」

「一応な。曹そう朱しゆう義ぎ──緋ひ鷹おうの弟だ」

「えっ」

　あの曹緋鷹の!?　という驚きを隠すことができず、朧月は青年を二度見してしまう。

　歳としの頃はおそらく蒼刻と同じくらい。武官の戦せん袍ぽうを着ており、持参してきた朱しゆ塗ぬりの槍やりと額に巻きつけた布の色合いがおそろいだった。

　体格も蒼刻とほとんど互角だが、もっともいい勝負をしているのは眼がん光こうの鋭さだ。

「武官さんとにらめっこしたら、見物人が泣きそうなくらい目つきが悪いっすね」

「！」

　朧月が控えめに思い浮かべた感想とほぼ同じ内容を、合流したばかりの星彩がまったく遠えん慮りよのない表現でぶち上げたせいで、むせかけた。

　黒い髪に紅梅か椿つばきを思わせるあざやかな真しん紅くの瞳という、緋鷹との共通点もありはするのだが──

（……あまり似ておられないような）

　奇き妙みようにほっとさせられる。あの男が二人分もいてはたまらない。

　少なくとも、曹緋鷹の底知れない威い圧あつ感かんや世の中を一歩引いて見ている雰ふん囲い気きは、朱義からはまったく感じられなかった。

（うん、蒼刻さんのほうが断然かっこいいし）

　無意識に惚気じみた思考をよぎらせた朧月の目の前で、二人は依然として、険悪な空気で対たい峙じしている。

「そういえば宮中では、おまえたちは好敵手扱いだそうだな」

　様子を見守っていた孤影が、どこか挑発的な響ひびきで切り出した。

「これから一緒に鍛たん錬れんしてもらいたんんだが、無理か？」

「鍛錬？」

　青年武官たちの声が重なり、二人そろって眉間のしわを深くする。

「陛下に狼ろう藉ぜきを働いた襲撃者が、《花影》の精鋭を斃たおすほどの強者だってことは、おまえたちも知ってのとおりだ。そして残念ながら、まだ捕とらえることはできてない」

「…………」

「黒幕を探すにあたって、双璧としては俺からおまえたちに襲撃者の動きの癖なんかに慣れておいてもらって、いざってときに戦ってほしいそうだ」

「……で、なんで俺たちだけなんだ？」

　事情はわかったが、そこだけ納得がいかないという様子で蒼刻が問う。

　孤影は肩をすくめた。

「付け焼刃で鍛えてどうにかなりそうなのは、おまえたちだけだって判断らしいぞ。逆に呂りよ将軍なんかは鍛えなくても、《花影》の代わりに陛下の護衛くらいは務めてくれるというわけだが」

「…………」

「たしかに二人とも試させてもらったが、双璧の判断に間違いはなさそうだ。──どうしても嫌なら、おまえたちから双璧に抗議してくれ。俺は知らん」

「──俺は構わない」

　迷うように眉をしかめた朱義とは対照的に、蒼刻が思い切りよく言い放つ。

　ぎょっとした様子の朱義を後しり目めに、食えない男を見み据すえると、蒼刻は生なま意い気きにも思える口ぶりで言い放った。

「こちらとしては好都合だが。意外とやる気だな、御曹司その一」

「あんたの強さに興味がある」

「なかなか言うな」

「《花影》の技の冴さえを味わう機会なんてあまりないだろ。せいぜい糧かてにさせてもらう」

　孤影がおもしろそうに目を細める。

「で。その一ってなんだよ？」

　蒼刻はすぐに続けた。

「その二はそっちでふてくされてる坊やのことだ。一応年齢順な」

　歓迎するように孤影はうなずき、それから朱義へと視線を向ける。

　とっさにか朱義は不服げに眉をひそめたが、結局は「嫌とは言わない」と遠回しに提案を受け入れた。

　話がまとまったところで、朧月はなんとなく小声で蒼刻に問いかける。

「あの……わたしはここで見学していてもよろしいですか？」

「なに？」

「……だ、だめですか？」

「駄目なわけないだろ。ただ、おまえのことだから建物の中に引きこもりたがるかと思っていたんだが」

　あっと朧月は手を打った。

「その手があったのを失念しておりました。では失礼して……」

「あっさり行くんじゃねえ！　むしろそこにいろ！」

　回れ右して室内で英気を養っていようと思ったのに、襟えり首くびをとっ捕つかまえられた。

　二人にとっては日常である攻防を前に、朱義が吐き捨てるようにつぶやく。

「──色ボケが」

「ああ？」

　即座に聞き咎とがめて、蒼刻が折り合いの悪い相手を振り返る。

　……ぶつかった視線から火花が見えそうだ。




　鍔迫り合いじみた剣吞な空気に怯えていると、正殿のほうから大きな影が近づいてくるのが見えた。白虎と星彩だ。

　木陰を伝って雨を避けてやってきた張さんを迎えつつ、朧月は蒼刻に説明した。

「わたしの引きこもり願望はさておき、お師さまに相談したいこともあったのを思い出したので、一度中に行ってもよろしいですか？」

「ちょうか……あいつか」

「はい。過去視の異能を、もっと効率よく発はつ揮きできはしないかと……。それに召しよう鬼き法ほうについても、改めて聞いておいたほうがよいかと思って」

　もともとは来将軍に書物をもらって勉強していた道術だが、今は護花七将軍は皆忙しいようだし、張角の知識には絶対の信頼を置ける。白い血の殭屍が何を意味するのか、一度意見を求めてみたかったのだ。

「相談が済んだら、こちらにすぐに戻ってまいります」

「わかった。張ちようさん、俺に代わりにこいつを保護してやってくれるか？」

　年若い友人の頼みを、白虎は二つ返事で引き受ける。

「もちろん。ただ、姫が蒼刻ではなく儂のお供で満足していただけるかが問題じゃな」

「！」

「ま、足りない分はあたしが友情で補いますから。我慢してくださいね、朧月ちゃん」

「……そこまで蒼刻さん中毒ではない──つもりなのだけれど……」

　恥ずかしげに目を伏せた朧月は、もそもそと言い訳をしながら、白虎と友人に囲まれて正殿に向かう。

　あいかわらず猫背ぎみだが、自分で動くようになったのは上出来だよなと、蒼刻は内心ひそかに考える。そして勘のよい幽鬼と経験豊富な白虎は、今の状況で何を警戒するべきかを察しているようだ。

（呂将軍たちもいるし、ここは大丈夫だよな）

　状況が状況なので、本当なら離れたくはなかったが、これも務めだ。

　後ろ髪を引かれる想いを抑えて、蒼刻は己の場に戻った。

「待たせたな、悪い」

「いいさ。と言いたいところだが、たしかに若干鬱陶しいかもな？」

「…………」

　孤影が顎をしゃくった先で、朱義が「否定はしない」という顔つきをする。

　開き直るつもりはないが、一応主張はしておいた。

「自分の婚約者──になる予定の女を心配しないような人間に、人を護る戦い方なんてできないだろ」

「その考えは否定しない。が、過保護な男とそれを受け容れきってる女の組み合わせが、目のやり場に困るのも世の真理だ。──勘違いするなよ。俺は別に、おまえたちに悪意があるわけじゃない」

「それはわかる」

　あきれ半分、しょうがねえなという目線が半分。孤影の態度はそんなところだ。

　朱義には余計に嫌われたかもな……と突き刺さる視線を努めて無視しながら考えていると、孤影がふいに瞳に鋭い光を灯した。

「だが一応は理解しているようだな。これがだれかの護衛のためだってことは」

「陛下だろ」

　朱義がようやく口を開いた。見るからに不機嫌そうで、蒼刻に言えた義理ではないが人相が無駄に凶悪だ。

「もちろん陛下も含まれてる」

　うなずくと、孤影は低く喉に絡むような声に、複雑そうな響きをこめた。

「人間だれでもいつかは死ぬ。死に花を咲かせられるかどうかが人生で一番大切だ、文官とは命を賭として主君を諫いさめ、武官とは命を賭して敵と戦うものと心得よ。──なんて殺さつ伐ばつとした時代と今は違う。わかるな？」

「ああ」

「俺はあの御方のためなら死ねるし、戦うことで己おのれの強さを証明する生き方しか選べんような魂たましいの形だが……死んだ四人の中には、そうではない者もいた。家に帰れば五人の子の父親、なんてやつもいたんだよ。正直やりきれん」

「…………」

　職業柄、死の危険はあたりまえに存在する。

　そうは言っても、死なせてもいいと思ったことは一度もない。

　筆頭がほのめかした複雑な心情は、何度か戦場に立ってきた蒼刻にも共感しやすいものだった。

「そうは言っても俺の一番の大事はあくまでも陛下で、仇あだ討うちじゃない。畑の世話だって任されてる。だから俺の代わりに、とは言いたくないが──今回の黒幕には、ぜひともきっちり落とし前をつけてやってくれよ？」

　少しだけ。

　切れ間にない雨の音にはやけに似合う、少しだけ寂さみしげな表情をよぎらせる。

　そうして蒼刻たちを等分に眺めると、孤影は煽るかのように癖のある笑みを見せた。

「辛気くさい話をして悪かったな。それじゃ、けがしないように遊ぼうか、坊やたち」
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《花か影えい》筆頭による鍛たん錬れんを終えて、いったん四人で黄こう華か宮きゆうまで戻った頃には、午後からの雨の勢いは少しだけ弱まっていた。

　細やかな銀ぎん糸しで紡つむがれた紗しや幕まくが世界をおおい、雨音が喧けん騒そうを吸いとる。まだ夕ゆう餉げの支し度たくを始めるくらいの時間帯だというのに、夜に似た静けさが皇こう宮きゆう全体をしっとりと包んでいた。不ふ幻げんから預かった銀毛の猫ねこなどは、もう眠たげにしている。

　朧ろう月げつにとってはお気に入りの空模様なのだが、今はあまり浸ひたってもいられない。

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫に決まってる」

（……あまり、そうは見えないのですが）

　突然のしごきの嵐あらしから解放された蒼そう刻こくは、傷を手当てすると言って手しゆ甲こうなどを外はずしはじめたのだが、さっそく皮ひ膚ふが変色した痕あとがいくつも見えたのだ。ほとんど体術での鍛錬だったようなのに凄すさまじい。

　見るからに青あお痣あざだらけの友人に、張ちようさんも眉まゆを曇くもらせた。

「儂わしは女によ官かんどのに頼んで、打ち身に効きく膏こう薬やくなどを追加でもらってこよう」

「お願いいたします、張さん……」

「じゃ、あたしは張さんが浮うわ気きしないように見張っときますね」

　あっけらかんとした口く調ちようでそんなふうに言って、星せい彩さいは白びやつ虎こについていく。

　張さんが大げさに嘆なげいてみせた。

「信用がないのう。今日はあまり愛めでてやれなかったから拗すねておるのか？　我わが姫ひめ」

「そうじゃないですよぅ。あたしのいい人はどこに行っても人気なので、どうしても妬やいてしまうだけで」

「我が姫は嫉しつ妬とするにも率直で愛ういな。陛へい下かの件で自じ重ちようしていたつもりなのだが……これでは抑えきれんぞ？」

「あら。あたしは、獣けものなあなたは最初から大歓迎ですけど？」

「…………いってらっしゃいませ」

　もはや声をかけるのも野や暮ぼな気がしたが、朧月は一応言っておいた。

　扉とびらが閉まるのを見送ってから、上じよう衣いを脱いだ蒼刻へと向き直り──とっさに視線を天てん井じように飛ばす。

　……完全に裸はだかというわけではない。が、片かた肌はだを脱がれると、普段はほとんど見ることのない肩から腕にかけてのしなやかに鍛きたえられた線や、しっかりしていそうな背骨の感じ、自分とはどこか異なる肌の色が、あざやかに目に焼きついてしまう。

　蒼刻本人に特別な意識がなさそうなのが、余計に困りものだった。

　今までにも何度か彼の手当てや看かん病びようをした経験はあるが、こうまで潔いさぎよく上衣を脱がれたのは初めてである。

　平静を装よそおいたかったのに、ものの見事に声が上うわずった。

「せ……背中には、おけがはないんですねッ？」

「あたりまえだ」

　背中の傷は恥はじだと言わんばかりである。

　うとうとしている銀毛の猫を、何枚かの布を籠かごに敷いて作った寝ね床どこに置いてから、朧月は蒼刻を追って長なが椅い子すに向かう。

「あのおっさん、次は殺す」

「陛下の護ご衛えいの方ですし、半殺しくらいで妥だ協きようしてさしあげませんと……？」

「陛下はあのおっさんを信頼してるんだよな……。それすらむかつく」

「…………」

「襲しゆう撃げき者しやの動きの癖くせよりも、あのおっさんが放つ《花影》流の体術とやらのほうがずっと性格の悪さが出てたぞ。経験豊富な分、うちの馬ば鹿か兄貴より動きがひねくれてやがる」

「……それはまた」

　坊ぼうや扱いが気に触ったのかと思いきや、どうやら先刻まで本気の手合わせをしていたせいで血の昂たかぶりが尾を引いているようだ。筆頭個人への反感よりも、生来の負けん気の強さが剝むき出しになっている。

　窓辺の長椅子に腰を下ろすと、蒼刻はすぐに自分で手当てを始めたが、薬を塗ぬる手つきが荒いのが気になった。

「あの、……わたしが塗りましょうか？」

　申し出れば、「悪いな」とまるきり艶つや気けのない言い方で膏薬を渡される。

　渡されて、蓋ふたを開け──塗るためには彼の肌にじかにふれねばならないことに思い至いたり、再び朧月は硬直した。

（いや、冷静に冷静に……！　このような状況ではしゃいだら駄目駄目）

　いったん目を閉じて念じる。

　蒼刻は武人であるからして、だれにでも傷を見せたり、あまつさえ弱点をさらしたりはしないはずだ。そう、これは朧月が彼の傷に塩を塗ったりしないと信用されている証あかしなのである。尊とうとい行為であり、指先に感じる筋肉の張りに惚ほれ直している場合ではない。

　信用されている、これは女おんな冥みよう利りに尽つきることだ、本ほん望もうだ──

「本望です……！」

「？　いきなりどうした」

　眼帯をつけ直していた蒼刻が目を点にした。……己おのれに念じるように脳内で唱となえていたら、無意識に口から出てしまったらしい。

　狼ろう狽ばいしどおしの自分がそろそろ嫌いやになりそうだった。

「こんなわたしでも、いろいろあるんですよ……」

「今度は自じ虐ぎやくネタか。なんなんだ本当に」

　ますます怪け訝げんそうにされてしまったので、朧月は急いで話題の糸口を探した。

　といっても、彼のけがを見て想そう起きされることなど、たいして多くはない。
















「見られたのは途中からでしたが……。陛下の護衛を任される方を相手にかなり善戦なさっていて、わたしはすごいと思いましたが」

「でもない」

「え？」

「あのおっさん、左肩と右足にけがしてた。たぶん襲撃の際に、陛下を庇かばいでもして受けたものだろうな」

　蒼刻が悔くやしげに言うのに、ひととおり包帯を巻き終えて平常心を取り戻しつつあった朧月は目をみはる。

「少しも気がつきませんでした」

「衣服で完全に隠してたし、傷を庇うような動きはほとんどしてなかったから、素人しろうと目めにはわからないと思う。傷自体も道術の癒いやしの霊れい符ふあたりで傷口くらいはふさいでいたようだし」

「……霊符で治ち癒ゆしても、本調子では動けないのでしたっけ」

「霊符は所しよ詮せん、応急処置の領域だからな。止血は完かん璧ぺきにできるし傷口から病やまいが感染する恐おそれもなくなるが、全快したわけじゃない」

「なるほど」

　手当ての道具を片付けつつ、朧月は浅くうなずいた。

　書物の頁ページで切れた指先が、血はすぐに止まっても結構な間、じんじんとした痛みが消えないのと似た感じだろうか？　と想像する。

　……ただそうなると、蒼刻が今まで何度かしていた「応急処置」だけでの大立ち回りを思い出し、改めてひやりとさせられる。

　うんと一回伸びをした蒼刻が、打ち身の感覚がわずらわしいとでもいうように、短いため息をついた。ほとんど休きゆう憩けいも挟まず、数刻も達人とやり合ってきたせいか、さすがに疲れた様子にも見える。

「久しぶりにあの鬼き畜ちく兄貴並みに容よう赦しやのない手合わせをして、いい経験にはなったがな」

「……呂りよ将軍と、たまに手合せなさっていませんでした？」

「あの人は手加減がうまいというか、実戦以外だと切れ味がずいぶんおとなしくなるからな」

「では──」

　曹そう朱しゆう義ぎについてはどうなのか。興味はあるが、訊くのをためらう。

　今日、蒼刻とあの青年武官が直接手合わせすることは数えるほどしかなかった。

　それでも、敵てき愾がい心しんを揺らめく炎ほのおのようにまとっていた朱義に比べると、蒼刻はどこか困惑ぎみに見えた。

　好敵手と言われていて、たしかに実力伯はく仲ちゆうだったのに。

　悩んだが結局、言葉を喉にひっこめた。──朱義がらみではもう一つ、訊ねてみたいことがあるのだが。

「いえ……それでは、どうぞ休憩なさっていてください」

「といっても、例の調査を昼間のあれだけで終わりってわけにはいかないだろ」

「でしたら、休憩は夕餉ゆうげまでにしておいて──……」

　彼は十分に役目を果たしたと朧月には思えるのに、青年がそんなふうに言うので、ちょっと考えた。

「腕うで枕まくらとか、いたしましょうか？」

　短い時間で蒼刻にくつろいでもらうには、とまじめに検討した結論なのに、思いっきり怪訝な顔をされてしまった。

「腕枕？　おまえが俺に？」

「は、はい。……寝ね心地ごこちの保証は、微み塵じんもございませんが」

　改めて、そんなふうに顔をのぞきこんでまで訊きかれると、とたんに恥はずかしくなる。

　とっさに目をそらした朧月は、無意識に長椅子の端へと後じさりをしかける。

　蒼刻が言う。

「賭かけてもいいが、おまえ絶対に腕が痺しびれて悶もん絶ぜつするはめになるぞ」

「そこはこう……蒼刻さんの首と敷布の隙すき間まに、そっと腕をさしこむだけにすれば、わたしの腕に負担はかからないかと」

「それはもう枕の定義から外れてないか？」

　肝かん心じんの頭を預けられない枕があるかと、苦笑いされてしまった。

「気持ちはありがたいが、そんなにしっかり休む気はねえよ。……たしかに現場の再調査は、この雨の勢いだと難しいかもしれないが、襲撃を目撃した幽ゆう鬼きを探すくらいはできるんじゃないか？」

「たしかにそれは日が暮れてからのほうがやりやすいと思いますし、わたしも夜中のほうが動きやすいのですが……」

　まるで自分自身が幽鬼のようなことを言い、朧月はつかのま窓の外を見やる。

「夜中に皇宮をうろうろしても、大丈夫ですか？」

「陛下の件があって警護が厳しいのに、ということか？　俺たちは双璧の指示で動いてるんだから大丈夫だろ」

「でしたら、よいのですが……」

　上じよう衣いもきっちり着て、髪も編み直した蒼刻の表情は、完全に役目にふさわしい冷静さを取り戻している。

　見ていて惚ほれ惚ぼれとすると同時に、胸の奥がちょっとざわついて。朧月の視線は、白虎とともに行ってしまった友人を追うように扉に向かった。

　師にいろいろと質問をし終えて、蒼刻の鍛錬を見るために戻る道すがら、星彩と話したのだが──




『武官さんと紅あかい武官さん、なんだか険悪そうでしたけど大丈夫ですかね』

『……微び妙みようにややこしい呼び方ね。まあたしかに友好的ではない様子だったけれど、蒼刻さんは御役目をわきまえる理性をお持ちだから、どんなに仲が悪くても喧けん嘩かばかりにはなっていないと思うの』

『また真顔で盛せい大だいに惚気のろけてくれちゃいますね。それにしても、なんで武官さんはあんなに反発されてるんでしょうね』

『蒼刻さんはもともと国軍では、目つきが悪いせいで誤解されやすくて、お友達が少ないとは仰おつしやっていたけれど……。あの曹家の方は別に蒼刻さんに怯おびえてはいないわよね』

『あなたが言うなって感じの目つきでしたもんね。かといって曹家の方だから劉りゆう家が嫌いってわけでもなさそうっすよね？　少なくとも曹緋ひ鷹おうって人は問答無用で胡う散さんくさいけど武官さんとかに喧嘩腰ではなかったんですから』

『そうね……。歳としの近い武人同士だと、対抗意識でああなってしまうのかしら』

『……これはあたしの邪じや推すいになりますけど』

『邪推？』

『武官さんが呪のろいで死にかけたとき、お見舞いの花はな籃かごを送りつづけていた正体不明の人がいましたよね？』

『ええ……花籃の君──』

『たとえば紅い武官さんはその花籃の君が好きで、花籃の君は武官さんを、っていう関係だったとか？』

『え。……えええ!?』

『いや、邪推ですよ？　でも朧月ちゃんも花籠の君のことは気にしてたんですし、一度、武官さんに訊いてみてもいいんじゃないですか？　武官さんならさっくり答えてくれそうですよぅ』

『……万が一、答えていただけなかったら？』

『そのときは、壁に追い詰めて迫ったらいいんじゃないですかね』




　──という「邪推」を、今ちょっと思い出してしまっている。

　見れば蒼刻は今、長椅子の背にゆったりともたれており、友人のいう「壁に追い詰めて迫」るのに近い状況は作れそうだ。やったことはないが、彼の前に回って腕さえ伸ばせばいけるだろう。

　星彩は引きこもり公こう主しゆにそんな真ま似ねができるわけがないのを承知で適当に言ってみただけだった、という点に気づいていない朧月は、これは好機だと無む駄だに勢いづいて、蒼刻に少しずつ近づいてゆき──

「──ん？　どうした。座っててもコケるほど疲れてんのか」

「…………いえ、そういうわけでは」

　壁かべ際ぎわに追いこんで問い詰める、という形に持ちこんだつもりだった。

　が、たしかに今の状態は、前に転びそうになって、たまたま蒼刻の胴の両脇に手をついただけに見えるだろう。

　己おのれの締まらなさに脱力したのと、蒼刻から自然なやさしさで「ほら、座り直せ」と身体を起こす手助けまでされてしまったせいで、朧月の中で「花籃の君」のことを訊こうという勢いは完全に削そがれる。

（……普通に質問したほうが、よかったかもしれない）

　まあ、もともと事件の調査が最優先だ。曹朱義に「色ボケ」と唾だ棄きされそうな考えは、やはり封印しておくに限る。

　盛大な気の迷いだったと猛もう省せいしていると、円えん卓たくに置いていた籠の中で、ふいに猫が身じろぎをした。

　ぴんと耳を立てたかと思ったら、扉を見てみゃあと鳴く。

　あ、と遅れて気づいたときには、扉をすり抜けて星彩が姿を現した。

「お邪魔でした？」

「今回は大丈夫だ」

「ならよかった。──今さらかもしれませんけど、見つかりましたよ。襲撃を目撃したっていう幽鬼」
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　まだ名前のない猫だけは置いて向かった先は、後こう寝しんの東の外れだった。

　どの離宮からも中途半端に離れていて、花さえもつつましい薬草園以外には目立つものは何もない──枯こ淡たんと表現するにもちょっと物もの寂さびしい一角だ。一応石いし畳だたみの道はここまで延ばされているのだが、普段は薬草の手入れをする者くらいしか寄りつかないのだろうと想像させる。

　おかげで外灯も乏しく、あたりはほとんど闇やみ色いろに塗り潰つぶされていた。

　角灯を手に現れた朧ろう月げつたちを、腰まで高さのある薬草の揺れる中から、その幽鬼が興味薄そうに眺ながめている。

　中背で日に焼けた顔に眼鏡めがねをかけた、散歩好きの学者といった風ふ情ぜいの男である。見た目だけでは生前の様子や死因は判断しかねるし、ここにいる理由もわからない。

「星せい彩さい、あの方のお名前は……？」

「……そういえば聞きそびれてました。あたしも別の幽鬼から、ここにいるよって教えてもらっただけなので」

　皇宮に訪れた回数は朧月とまったく同じだが、星彩には社交性がある。皇宮にひっそり住まう幽鬼たちの間に、すでに情報網を築いているらしい。

　──死んでから長い幽鬼は自分の名さえ忘れることもあるが、その手合いだろうか？

　ぼうっとたたずむ幽鬼に、朧月はひとまず声をかけてみた。生きている人でなければ、初対面でも怖くはない。

「えーと……謝しやさん？　謝さんですね？」

「なんで名前がわかるんだ？」

　蒼そう刻こくがびっくりしたように振り返ってくる。

　双そう界かいの瞳ひとみにはそんな力もあるのかと勘かん違ちがいされたようなので、朧月は手短に説明して差し上げた。

「適当です。幽鬼が怖くて仕方のない方は、親しみやすい名前を勝手につけて呼びかけると怖さが半減する、という生活の知恵です」

「たぶんそれ、おまえみたいに毎日幽鬼に囲まれる生活を送ってない限り絶対に必要ない知恵だと思う。っていうか適当なのかよ」

「おでぶさんとか、悪口でなければ大丈夫ですよ？」

「俺はどこからつっこむべきなんだ」

　どうでもいいことで揉もめていると──

「あのう──私は謝何なに某がしではなく、賢けん信しんというのですが……」

　ひどく腰の低い感じで、幽鬼が口を挟んできた。

「…………」

「生活の知恵、大失敗じゃねえか」

　蒼刻からつっこみとともに半はん眼がんを向けられて、朧月は気まずげに目をそらす。

「申し訳ございません、賢信さま。あなたは普段このあたりで──」

　ちょっと表現に迷う。

「……このあたりで地じ縛ばく霊れいをされておいでなのですか？」

「もっとマシな訊き方はないのか!?」

「あ、はい。そんな感じです」

「あんたはあんたで、地縛霊のくせしてノリが軽すぎるだろう！」

「そうは言っても、私には別にここで死んだの殺されたのという物ぶつ騒そうな事情はございませんからねぇ」

　賢信は、放っておけばあと百年はこの場でぼんやりただよっていそうな雰ふん囲い気きで言う。

　生前は、五代前の皇帝陛下の御み世よに働いていた、宮きゆう廷てい花官──宮中を彩いろどる花の支度や庭の手入れなどをする官かん吏りだそうだ。

　専門は御庭の手入れで、腕がよく研究者肌なところを評価されて、陛下の寝宮周りを任されていたという。

「たしか病やまいで死んだはずですが、まあ今となってはどうでもいいことです。ですが私が死んだのは異常に雨の少ない年でしたので、私が手掛けた庭はどうなってしまうのか最さい期ごまで気にかけながら息を引きとったところ、このように」

「……幽鬼に？」

「はい。それでここに戻ってきて庭の変化などを見守っているうちに、結構な年月が経たってしまっていたようですなあ」

　最近はここの薬草の手入れが雑なのが心配で仕方がないのだと、賢信がどこまでものんびりと言うのに、蒼刻があきれたように眉をひそめた。

「いくら幽鬼とはいえ、時間の感覚放り投げすぎてないか？」

「仙せん人にんにでも成なれそうな雰囲気じゃな」

　張ちようさんが褒ほめているのか何なのか、微妙に判断しづらいことを言う一方で、朧月は素直に感心していた。

（庭師だなんて、ご立派だわ）

　外で作業するなど、彼女には縁の遠いことである。

　庭師だからか、身にまとう公服は白が基調で飾りけに乏とぼしく人目を引かない感じだが、賢信には代わりに職人的な落ち着きがある。

「賢信さまは、どのようにして事件を目撃されたのですか？」

「あの日はたまたま散歩がてら、昔働いていた寝宮の庭園に行き、一日ぼんやり過ごした帰りでした」

　蒼刻がなんとも言えない顔で「足がないのに散歩……」とぼやいたのはさておき。

　賢信が語った内容には──激闘で、庭園の見事な木々が切り削られた下りで嘆なげき節ぶしになったところ以外は──双そう璧へきや《花か影えい》筆頭から得た情報と、大きな違いはなかった。

　やはり孤こ影えいは戦闘中に陛下をかばって傷を負ったことや、四人が不死の存在である殭屍キヨンシーに不意を突かれて命を落としたのも、予想はしていたことだった。

　が。

「──襲撃者たちは、逃げ去るときに《花影》の骸むくろを持ち去った？」

　その一点は新事実だった。

　こちらの驚き方にも動じたふうもなく、賢信はうなずく。

「はい。私の目が確かなら、襲撃者のほうは三人生き残りまして──そのうちの一人は、最後まで陛下の護衛とにらみ合いをしていたのですが、その隙に、あとの二人が四人分の骸を抱えて逃げていきました」

「で、最後にはその一人も逃げたのじゃな？」

　と張さん。

「そうです。ああ、そうそう、護衛の方に斃された襲撃者の骸のほうは、少しすると黒い消し炭ずみのようになって風に散ってしまいましたよ。尋じん常じようではないですな」

　──殭屍キヨンシーによく見られる特徴だ。

「ちなみに襲撃者は、最初何人いたんだ？」と蒼刻。

「私もびっくりしたので、正確には数える余裕がなかったのですが──おそらく十人前後だったと思いますね」

　長身で、黒い影のような装束で、顔はほとんど見えなかったと賢信は説明する。

　白虎が難しい顔をした。

「双璧と筆頭は、そのようなことは口にしておらなんだな」

「双璧は敢あえて情報を伏せてた可能性がある。が、あのおっさんのほうは口止めでもされてたのか？」

　腕組みをした蒼刻も、複雑そうに目をすがめる。

「そのあたりの事情はわかりませんが……」

　口を開いたとたんに、朧月はため息をつきそうになった。納なつ得とくはできたが、気の滅め入いることである。

「双璧の御二方が──特に軍師さまが、わたしが亡くなった方々の幽鬼を探すことは期待していない様子だったことが気になっていたのですが、理解しました」

「骸が持ってかれたせいか」

「はい」

　事故や火事など骸がひどく損壊されるような死に方をしない限り、人の魂こん魄ぱくは、己おのれの肉体のそばにいたがる傾向が強い。墓地で幽鬼を見つけやすいのも、己の骸を、儚はかなく頼りない魂魄の拠よりどころにしたがる本能が彼らにあるせいだ。

　星彩や賢信のように死んで月日が経たっていたり、張さんのように新たな身体に憑ひよう依いして根づいてしまったり、張ちよう角かくのように己の肉体にまるで固こ執しつしない特殊な性格だったりすれば、骸から離れても精神的に不安定にならずに済む──とまあ例外も多いのだが、今回はその限りではなさそうだ。

　加えて今回は骸が持ち去られただけでなく、おそらくはその魂魄も……。

「……孤影さまが蒼刻さんに教えたのは、襲撃者の戦い方の特徴だけでしたか？」

「いや。《花影》独特の体術も織りこんできやがった」

「では、きっと……」

「《花影》の骸が殭屍キヨンシーとなって敵に回った場合に備えてた、か。やりきれねぇな」

　蒼刻が重苦しいため息をついた。

「仮にそうなったとしても、あのおっさんなら、一族の仲間に引導を渡してやってくれとでも言いそうだが……。そんな悲惨な予想しながら、よくもまあ飄々と俺たちをからかい倒してたもんだ」

　皮肉っぽく言おうとしたのだろうが、蒼刻の声こわ音ねには《花影》筆頭の覚かく悟ごめいたものに対する憧どう憬けいが隠せていなかった。

　おそらく、戦場で亡くした友人が殭屍キヨンシーとなって彼の前に再び現れた事件を思い出しているのだろう。

　俺にはまだ真似できない、とその横顔に書いてある。

　そして──相手が皇帝陛下をかばっていたとはいえ──《花影》筆頭に互角以上に渡り合い、手傷を負わせた襲撃者。

　朧月が過去視しただろう視点の主ぬしは、賢信の素人しろうと目線から見ても強さが圧倒的だったと彼はおっとり説明してくれた。

　その者は騒ぎに気づいた近衛このえ兵へいがようやく駆かけつけてきたのに気づくと、

　──『興きよう醒ざめだ。まったくもって興醒めだ』

　と。

　乾いた声音でつぶやき、去っていったという。

「男性ですか」

「ええ。体格からしても、間違いなく」

（おそらく……生前の人格を保っている殭屍だから、普通より強いのね）

　経験と知識で判断する。

　黄こう魔まの操る殭屍キヨンシーも、術者の命令に従うだけの木で偶く人形よりも、生前の意思を幾いく許ばくかでも維い持じしている者のほうが手て強ごわかった。

　骸を動かすには、その持ち主である幽鬼の意思がしっかりしているほうが、何かとうまくいく。ただし術者の命令に従わせるのは、木偶人形のときより数段は困難になるため、召しよう鬼き術じゆつに自信のある者でないと手を出せない。

　師はそのように言っていた。

（生前は凶きよう手しゆや武官のように、実力のある人だったのかもしれない……）

　考えをめぐらせながら、ふと顔を傍かたわらに向けて、朧月は困惑した。

　友人である幽鬼の表情が、いつのまにか沈ちん鬱うつな色に塗り潰されていたのだ。

　たしかに凄惨な話ではあったが、亡くなった《花影》に同情したと言うには、追い詰められたように青ざめた顔色が引っかかる。

「星彩、どうしたの？」

「ん？　──あ、ごめんなさいね朧月ちゃん。ちょっと考えごとしてました」

　答える星彩の声にも覇は気きがない。朧月よりも一歩早く、星彩の様子に疑問を抱いていたらしい白虎も、物思わしげな表情をしていた。

　きれいに化け粧しようのされた目元に複雑な翳かげりがさし、物もの怖おじしない彼女には稀まれな、何かを恐れるような色に瞳の奥が揺らぐ。

　星彩がこちらの想像など及ばない、暗い部分を抱えているのだと直感させられる機会は何度かあり、彼女自身から大変漠ばく然ぜんとだがほのめかされたこともある。

　今の星彩はそのときと同じ雰囲気に沈んでいた。

　──でも、どうして今そうなってしまったのだろう？

「星彩……」

「いろいろ思うところがあって……。でも、確証が得られたら、ちゃんと説明するって約束します」

　静かだが決然とした声音に、狼ろう狽ばいしかけていた朧月ははっとさせられる。

「……うん」

「心配させちゃって、ごめんなさいね」

　どこか寂しげな微笑ほほえみを浮かべ、思し慮りよ深げに告げる友人を、信じようと決めた。

　互いの全部をわかり合うことができないとしても、その隙間は信じることで埋うめていけるのだと思うから。
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　道どう術じゆつにおける禁きん忌きのひとつ、召しよう鬼き法ほうは符ふや呪じゆ言ごんによって「鬼を使し役えきする術」だ。

　鬼とは幽ゆう鬼き。

　多くは非ひ業ごうの死を遂とげた死者の霊こん魂ぱくである。

　召鬼法はそうした現世に未練のある幽鬼をまじないによって招き、正体を見み極きわめ、そのときどきに応じて符を書く。そして、具体的な指示を与えるのだ。

　見極めるといっても、普通の人間には幽鬼は見えないので、鏡や水に映して認識することになる──

「だが君には双そう界かいの瞳ひとみがあるから、幽鬼を看かん破ぱする『制せい鬼き』と幽鬼に指示を与えるための『刻こく鬼き』の工程を実じつ践せんするのは、普通の人よりも非常に簡単になるだろう。専用の鏡を作るだけでも数年がかりの道士もいるというのに、凄すさまじいことだな」

　褒ほめているのか腐しているのか判断しづらい、冷めきった声で師が言う。

「黄こう魔まも、まるで息をするように簡単に殭屍キヨンシーを使役していましたよね？」

「あれはそもそも人間ではない」

「…………」

「今回の殭屍──白い血とやらの現物を見ずには言えることはないが、使役している道どう士しが創り出したものであるのは確実だな。私が昔読んだ古い文ぶん献けんには、使役する幽鬼や殭屍キヨンシーをより強きよう靭じんで有能にする方法もあったが、特殊な薬を使うという記述を見た記憶がある。……月げつ蝕しよく領りようがああなってしまった以上、確認するすべはないし、その薬の調合方法までは書かれていなかったと思うが」

　琥こ珀はく色いろの瞳が、つかのま遠くを見た。

「……大半が埋うもれてしまいましたものね」

「ただ、道術に使った材料その他を調達する経路から、道士の居場所をつかむことはできそうだがな。召鬼法だけでなく、道術の研究や実践にはさまざまな道具と素材、専用の施設が必要になってくる。意外と足はつきやすい」

（……双そう璧へきの御二方は、そのあたりはもう調べているのかしら）

　その点にぬかりはない人たちには見えた。

　考えこむ朧月を眺ながめていた師が、ふいに思いついたように言った。

「君の友人とやらも、もしかすると君が無意識に召鬼法に近い何かをほどこした存在なのかもしれんな」

「え。星せい彩さいが……？」

　近くにいる友人を振り返った後に、故郷の邸やしきに居い候そうろうしている幽鬼たちの顔が次々と頭に浮かび、朧月の声が不安定に揺らぐ。

　自分が友人たちを人形のように使役していたとは考えたくない。

　師は慰なぐめるでもなく言う。

「ものの喩たとえだ。君は風水や占うらないはとんと駄だ目めで、治癒の霊符の性能などはせいぜい中の上なのに、召鬼法のように『鬼』に関わる方面だけは別だ。砂が水を吸いこむように、理論を理解する前に使えてしまう。その偏かたより方からして、無意識に何か道術を使っているということもあるのかもしれないと想像した。──君の過去視のように」

「え」

　朧月はふいを突かれたみたいに瞬いた。それは最初に相談した内容だ。今の衝撃的な話からそこに戻るのか。

　彼女をおおいに戸惑わせる内容を口にしたことなど忘れたように、師はさっくりと話を引き戻した。

「では、過去視が実行できた状況を、もう一度はじめから、詳細に説明したまえ。どういう条件が必要なのか改めて分析してみよう。君の説明はぼやぼやしていて胡乱で下手にも程があるからな、何度か聞かないことには話もできない」

「…………」
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　賢けん信しんから話を聞き終えると、夕餉ゆうげを食べそこねて空からっぽの胃袋がくぅと鳴いた。

　礼を言い、感謝のしるしとして冥めい銭せんを焚たき上げてから戻る途中で、意外な人物と鉢はち合あわせした。

　衛えい万ばん里りである。

　薬草園から離宮へと向かう屋根付きの渡り廊下に入ったところだったので、こんな時間こんな場所でどういう偶然かと驚いたが、どうやら万里が朧ろう月げつたちを捜していたらしい。

「ああ、よかった。黄こう華か宮きゆうの女によ官かんさんから調査に行ったって聞いたがこんな場所かよ」

「……何かあったのですか？」

　朧月がきょとんとして問い返すと、万里の表情に緊張が走った。

「あったというか、起こる前というか。要約するとお姫さまたちの危険があぶない」

「言語が崩壊してないか？」

　何事だと首をひねった蒼そう刻こくがつっこむのに、万里は半はん眼がんになった。

「そんだけ焦あせってたんだよ少年」

「しかも、なんで猫ねこ連れてきてんだ」

「ついてきちゃったんだよ！　いやそんなことはさておき、俺の話を聞け」

　なぜか万里の肩にしがみついていた銀毛の猫は、朧月を見ると、ぱっと身軽く胸に飛びこんできた。幽鬼とは身近に過ごしてきたが、動物にはあまり縁がなく好かれる体質だとは思ってもいなかったので、朧月としては可か愛わいい反面、戸惑いもある。

　だがそんなのんきな思し考こうは万里の言葉で吹っ飛んだ。

「葉よう家が、少年たちの口封じに動いている」

「──は？」

　蒼刻と朧月の声が重なったが、その意味はまったく異なった。

　世間知らずの朧月は「葉家ってどちら様ですか？」状態だが、身分相応にさまざまな家名を知っている蒼刻はすぐに万里に応えた。

「葉家って、そこそこの武門の貴族だろ？　国軍にはあんまり所属してないが、禁きん軍ぐんには結構──」

　怪け訝げんそうに言いかけた途中で、はっとしたように言葉を止めて万里を見つめ返す。

「まさか、そうなのか？」

「そこまでは俺の情報網が及ぶ範囲じゃなかった。だが少年たち──っていうか『幽鬼と話すことのできる黒こく烏う州の姫君』を恐れて、口封じを狙ねらってるらしい。昨日の段階での情報らしいから、急いだほうがいいぜ」

「……えっ？」

　予想だにしていない内容に、朧月は愕がく然ぜんとして固まった。

　口封じ。

（……命を狙われる、ということ？）

　妹のような存在にまさしく守護幽鬼らしい顔つきで寄り添いながら、星彩が遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「あたしが不調法で申し訳ないんすけど、禁軍と国軍って別なんですか？」

「昔は一緒だったが、今はわけあって別だ。陛へい下か直属で皇宮を警護する禁軍と、国内外の問題にあたる国軍とで分かれてて、さらに《花か影えい》もいて──面倒な状態なのには、いろいろ厄やつ介かいな事情が絡からんでるんだが、それは今は横に置くとしてだ」

「禁軍に入っている葉家が、黒幕……かどうかはわからんが、陛下の襲撃事件にかかわっているかもしれぬのか？」

　友人の説明を促うながすように、白びやつ虎こが重たい声の響きで問いかけを挟む。

　蒼刻はうなずいた。

「禁軍の関係者なら、警護の隙を作ることは可能だろうな。ただ、動機がわからん」

「今は動機とか考えるのは置いときな、少年。とりあえず、こんな人ひと気けのないところにいるのは心配だから──」

　早く、人気の多い場所に移動をしようとでも万里は言いかけたのだろう。

　唐突に言葉を止めて振り返った先は、外がい灯とうに乏とぼしい闇やみ。万里が身み構がまえるより一瞬早く、蒼刻が腰の刀を抜いていた。

　そして凄すさまじい抜ばつ刀とうの勢いで虚こ空くうを薙なぐ。

　いくつかの金属音が響き、蒼刻が刀を構え直したときには、彼の足元には無数の投とう擲てき用ようの小さな刃が落ちていた。

「──張ちようさん、星せい彩さい」

「うむ」

　鋭するどい呼びかけへの返答は短く。

　蒼刻がほとんど見もせずに朧月の襟えり首くびをつかんで、白虎の背に乗せてしまう。

　その隙と死角を埋めるように、万里が蒼刻の傍かたわらに立った。

「あんた、武器は」

「問題ない」

　低く答えて万里が上着の下──腰帯の後ろあたりから取り出したのは、三つの節に分かれた黒灰色の棍こんだった。それを一動作で節を留め、一本の長い金属の棍へと変える。

　そうしている間にも、闇の中からにじみ出すように現れた影があった。

　十、いや二十はいる。いずれも簡素な黒衣で、顔はほぼ隠している。

「大半は生者か」

「……はい。殭屍キヨンシーも混ざっているようですが」

　蒼刻のつぶやきに、白虎の首につかまったまま朧月は答えた。

　動揺するよりも先に、相手が死者か生者かを見み極きわめようとしてしまうのは、これまでに巻きこまれた事件の後こう遺い症しようみたいなものだ。

（普通の凶きよう手しゆと、殭屍キヨンシーと……あと、何かいる……？）

　血の気が引くような驚きと恐怖が突き抜けてしまうと、一足飛びに、何か奇妙な覚悟めいたものに変化するらしい。

　朧月は眩暈めまいをこらえるような心地で、奇妙に動きのぎこちない凶手を注視した。

　星彩がささやく。

「張さん……逃げないんすか？」

「この場から離れるのは簡単だが、儂わしらと蒼刻たちを分断することが敵の狙いだとしたらまずい」

「……なるほど」

　苦々しい口調だが、星彩は納得はしたようだ。

「じゃ、武官さんたちの働きを見守りながら自分たちの身を護るんすね？　まあ、筆頭さんにけがさせた殭屍キヨンシーがいなさそうなのは幸いですけど」

（え）

　なぜわかるの？　と朧月が友人を振り返る前に、戦闘の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　驚くほど無謀な特攻で、体当たりじみた攻撃を仕掛けてきた凶手を、蒼刻がすぐさま蹴けり飛ばす。直後に、前線の二人に凶手が群がった。

　蒼刻と万里は、どちらも冷静だった。あっというまに包囲されそうになりながらも、朧月を背負う白虎へと近づけさせないように立ち回り、一人、また一人と着実に打ち倒していく。血は流れないのを見ると、峰みね打うちを選択するだけの余裕はあるようだ。……万里が鈍どん器きで殴おう打だする音は、控えめに言っても軽傷で済むとは思えないものだったが。

　負けない。

　そう信じてはいても、蒼刻たちが月げつ蝕しよく領りようのときのように負傷する想像が頭から離れず、朧月はやきもきとしてしまう。無力感がもどかしい。

　──わたしは戦えないから。

　──わたしの代わりに、だれか……。

　朧月の胸を深くよぎったのは、こんな状況に置かれたら足手まといな人間ならだれでも思い浮かべる程度のものだった。

　だが彼女が「冥めい界かい公こう主しゆ」であるがゆえに、それはただの切望では終わらなかった。

　だれか、と願った直後に、朧月の翡ひ翠すい色いろの瞳に一瞬の光が宿る。

　彼女が何かを感じて息を止めるのと同時に、視界が一変した。

（過去視……？　こんなときに!?）

　焦あせりが胸に爪つめを立てたが、そうではないことに朧月はすぐに気づく。

　なぜなら自分のものではない視界には、今そこで戦っている蒼刻の姿が、まるきり別の角度から映っていたのだ。

　えっと驚き、朧月は視界の主ぬしがだれなのかに気づく。

　蒼刻の斜め後ろで、いきなり棒立ちになった屍しかばねが一体ある。それだ。

（え？　これ……で、どうすれば、どうなるの？）

　混乱する彼女の──殭屍キヨンシーの視界に、蒼刻の死角に駆けこんでいく黒い影がかすめる。

（！）

　蒼刻ならきっと反応してくれるはずの間合い。

　だが反射的に朧月の意識は、彼に触れるな、どこかに行って、と強く念じていた。

　そして、まるでそれに応じるように殭屍キヨンシーが動き、蒼刻へと接近していた凶手へと体当たりをしていった。一緒くたに地面に転ぶはめになり、あってはならない味方の裏切りに、凶手が上うわずった声を上げる。

「な──何をしている、この出来損ないの骸がッ！」

　激情に満ちた声。どうやら彼は生者のようだ。

　朧月と同じように、そうと見てとった万里が、起き上がろうとする凶手の背後に回ってその首筋に手刀を叩きいれた。昏こん倒とうさせる。

　その後は特に問題はなく、蒼刻と万里は互いの死角を補いながら、十倍はいた敵を残らず地面へと打ち据すえた。

　殺気を放つ者がいなくなると、急に夜のまだ冷え冷えとした空気が迫ってきて、朧月はふるりと身み震ぶるいした。

「無事だな？　朧月」

「あ、……はい」

　蒼刻の問いかけに反射的に答えながらも、頭にはさっきの光景がへばりついている。

　──あの殭屍キヨンシー。

　──あれは、朧月の意のままに動いて、凶手を止めたのか？

　まさか。

　たまたま朧月が過去視じみたことをして視界を借りた殭屍キヨンシーが、召鬼法が不完全で暴走しただけかもしれない。しかしそう考えるにはあまりに都合のよい動き方をしてくれた気がする。

（これもまさか……わたしの──）

　異能のなせる業わざなのかと半なかば呆然としていた朧月は、ふと泥の中に埋もれかけた木片に目を止め、白虎の背から降りた。

　簡単な人の形に切り抜かれている薄く小さな木片を拾い上げ、しげしげと観察する。

「桃符のようです」

「なに？」

　こちらに戻ってきた蒼刻が、訝いぶかしげに言う。

「桃符って、桃の木で作る霊符だよな？　普通、退魔や魔除けに使うものだろう」

「……退魔に使えるのは、桃の中でも枝の伸び方などが一定の条件を満たしているものだけで、それ以外の木で作った桃符は剪せん紙し成せい兵へい術じゆつに使えてしまうそうです。お師さまが言っていました」

　剪紙成兵術は文字どおり、紙を切って手て駒ごまとなる兵、紙人を作る術だ。今回はさしずめ木人であるが。

　紙人も木人も知性はないので、戦力としては生者の凶手はもちろん殭屍キヨンシーにも及ばないくらいだが、数で押し寄せてこられると相当な邪魔になる。

　紙かみ一重ひとえで命のやりとりを続ける状況では、こんな木で偶くでも致ち命めい傷しようを負うきっかけになる可能性は十分にあるだろう。

「《花影》筆頭を苦しめたっていう殭屍キヨンシーはいなかったが──その分の戦力不足を、桃符の木人で埋めたってところか。えげつない真似をしやがる」

　舌打ちして、蒼刻は一同を眺めわたした。

「大丈夫か張さん、万里」

「お兄さんはそろそろ危険手当が欲しいぜ」

「……図ずう体たいが大きいのは、我が姫を抱き留めるにはうってつけだが、こういうときは考えものじゃな」

　苦笑まじりの言葉にぎょっとして角灯を掲かかげ、皆で白虎の大きな身体を照らした。

　朧月をかばっていて回かい避ひしきれなかったらしく、白虎の後ろ肢に近いあたりの脇腹が浅く切り裂かれ、血に濡ぬれていた。

「そう暗い顔をするな、かすり傷じゃ。ま、毛皮としては価値が落ちてしまうやもな」

「──えげつない冗談飛ばしてる場合じゃないだろ」

　低く、重く。

　ぬかるんだ大地を抉る鈍器じみた響きを帯びた声に、そのように口にした蒼刻以外が一瞬固まった。

「蒼刻さん……？」

「……今の襲撃のこと、双璧にすぐに報告する必要がある。万里、あんたの集めてくれた情報と一緒にな」

　が、緊張感は蒼刻がほうっとついた吐息の音であっさり緩かん和わされた。

「おまえは黄こう華か宮きゆうで待って──いや、やっぱり一緒に鋼こう鉄てつ宮きゆうまで来い。腹が空すいてるだろうが、少し我慢してくれよ」

「……今のですっかり、空腹が吹き飛んでいました」

　食事のことなど忘れていたと朧月が言うのに、蒼刻はようやく、ほんの少しだけ表情をゆるめてくれた。彼女の頭を撫なぜ、ほっとしたように目を細める。

　すぐにその淡あわい笑顔は、まだ敵がいると確信しているかのような鋭い瞳でかき消えてしまったけれど。
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　鋼こう鉄てつ宮きゆう。

　先触れもなく元げん帥すいの執務室に突撃したのだが、まるで蒼そう刻こくの行動をあらかじめ予測していたかのように、室内には黒衣の軍師が一人たたずんでいた。

　定位置の椅い子す。左脚に古傷がある彼のための場所。

「燕えん先生──もとい、燕軍師」

　あえて呼び直したのには、自分をなだめる意味もあった。

　燕夜や淑しゆくの官職名は本来まったく別のものなのだが、彼を軍師と呼ぶのは今の国軍の倣ならいと化している。庶しよ民みんの出身だというのに、夜淑がその地位を誇ほこるどころか、元げん帥すいのための軍略担当でしかないのだと謙けん虚きよすぎる主張を繰り返すためだ。

　夜淑がこちらを見た。

「すでに情報は受けとっている。……葉よう家に命を狙ねらわれたそうだな」

　いくつか灯ともされた明かりを受けて、知的な輪りん郭かくが闇やみに浮かび上がって見える。

　蒼刻はいささか切り口上になった。

「陛下を襲撃した殭屍キヨンシーはいませんでしたが、生者と殭屍キヨンシーそれに木人まで混じった凶手に襲われました。召鬼法と剪紙成兵術を身に付けた道士がついているのは確実です。それに襲われた場所は、警護が比較的薄いとはいえ内廷の一角。禁軍の関与がなければ、昨日の今日ですぐに俺たちを──『幽鬼が見える黒こく烏う州の姫君』を特定して襲撃するのは困難だと思われます」

「……そうか」

「燕軍師。──もしかして、こうなることを予想してましたか？」

「私の提案だ」

　感情を排はいした声で、夜淑は続けた。

「幽鬼から──死者の魂こん魄ぱくから情報を聞き出し、本来なら闇に葬ほうむられたはずの真実を難なく探り当てる君たちにおおっぴらに動いてもらい、黒幕の焦りを誘う。今回いくつか仕掛けた罠わなの中ではもっとも単純なものだ」

「…………」

「露ろ骨こつな罠だから、敵が引っ掛かる可能性も低いのではないかと思っていた。……だから許してくれとは言わないが」

「……ほかの罠は？」

「偽にせの情報をいくつか。とある人物が黒幕として疑われている、という情報を流し、それ以外の者の油断を誘う」

「とある人物？　曹そう緋ひ鷹おうあたりですか」

「彼もそのうちの一人だ。彼が皇都に来てからの事件だし、あのとおりの底知れない性格だ。何かと疑惑を持たれやすくはある」

　さらりとした口ぶりから察するに、曹緋鷹が襲撃の黒幕だという疑惑を、夜淑は持っていないのだろう。

「実の兄に無用の疑いをかけられて、朱しゆう義ぎには悪いことをした」

「…………」

　開き直った悪党と呼ぶには、夜淑にはいけしゃあしゃあとした図太さが足りない。

　冷静に手を打っているが、冷徹ではない。

　だから蒼刻は、余計に複雑な心地にさせられるのだ。

「黄こう巾きん賊ぞくとは違った意味で厄介な敵なんですね？」

「君には教えておくべきかもしれないな。──旧国軍派に、またぞろ動きがある」

　旧国軍派。

　元帥となった晨しん友ゆうが、軍師として夜淑を、それ以外の相談役として孫そん将軍と東とう方ほう将軍を確保した陣営で迎え撃うった、最初の敵ともいえる存在だ。彼らの陣営が皇帝陛下の後ろ盾を得て国軍に君臨するまでは、利権を貪っていた連中だ。

　旧来の国軍は、各地から徴ちよう兵へいした人数が多いばかりで動きはにぶく、兵士の練度も低くてとても民には頼りにされなかった。それを晨友たちが大胆すぎるほどの手法で改革していったのだ。

　結果的には国軍の人気も存在感も高まり、国内の乱れも黄巾賊以外はあざやかに片づけていったのだから、改革は成功だと言っていいだろう。

　しかし、敵を根絶やしにはできていない。

　夜淑は淡々と言う。

「黄巾賊が各地で問題を起こしていた時分にはおとなしく見えたのだが、我々が月蝕領の二人を確保したのが知れた後から活発化した。……もしかしたら、各地で黄巾賊とつながっていたのかもしれない」

「一応、元は国軍の一員だったのに？」

「国軍の一員だったからと言って、民を護ることに生きがいを感じているとは限らない」

　さして失望したわけでもない、どこまでも現実的な表情で夜淑は言う。

「晨友と私に特権と名誉と人生のすべてを奪われたと、今でも復讐の意欲を失っていない者がいる。孫将軍もいることだし、作戦担当は私でなくとも構わないが、晨友を──袁えん家の出で皇統とも血縁のある御み旗はたを失うわけにはいかない」

「…………」

　元帥に訊いたら夜淑とはまったく逆の見解を示すのではと蒼刻は思ったが、それは今は口に出す気になれなかった。

　そのとき。

「──蒼刻、もう来てたのか？」

　場の空気にはまるでそぐわない陽気な声とともに、後方で扉が開いた。

　元帥、晨友だ。

　職業的に身につけた動作で、蒼刻は反射的に頭を下げる。

「袁元帥。こちらを襲撃してきた者を生け捕りにしました。残念ながら殭屍と木人は破壊してしまいましたが」

「よくやった」

　晨友は心からのねぎらいをこめて言い、蒼刻の肩を軽く叩いた。

　が、火が消えたように笑みをひっこめる。

「やっぱり、囮おとりにされたことには気づいてたか」

「はい。燕先生──燕軍師がお一人で俺たちの様子を見にきたときに、なんとなく察してはいました」

　翌日の、確たる意味の感じられなかった訪問。

　けれども何か念を押すような物腰、そして罪悪感に裏打ちされたような親切さから、自分たちは事情を伏せて利用されているのではないかと警戒はしていた。

　黄巾賊がらみの件でも、考えようによっては尖せん兵ぺいにされたも同然の状況だったが、今回はもっと露骨に手駒扱いされるのではないかと。

　それでも譲ゆずれない一線──朧月を傷つけさせないという一点を守れれば自分の勝ちだと割り切っていた。

　腹立たしい限りの兄から教わったことで、一番役に立っていることだ。どんなにままならない状況でも、これさえ守れれば勝ちだという最低条件を自分に課せ。目的をはっきりさせれば最後まで心を強く支えられるし、勝ち残れる分が増す。

　そしてその意味では、蒼刻は敵にも双璧にも「負けていない」と言える。が。

「蒼刻」

　たしなめるかのように名を呼ばれ、蒼刻は黙もつ考こうから意識を引き戻した。

　見上げた瑠る璃り紺こんの双そう眸ぼうには、有う無むを言わせぬ深みがあった。

「俺が劉りゆう戴たい青せいではなく君を護ご花か七しち将しよう軍ぐんに選んだ理由は、君のほうが御ぎよしやすく手駒として使えるからだと思っているか？」

　俺。

　二人きりだからか、晨友は個人的な会話をするときの口く調ちように近くなる。

　劉家と袁家には当主同士でそれなりに親交があったため、晨友とは武官になる以前からの知り合いだ。

「……それも理由の一つでは？」

　だから蒼刻は特に声こわ音ねも乱さずに答えたのだけれど、相手には「心外だな」と苦笑されてしまった。

「俺は君の、たとえ地獄の入り口に置かれようが、決して人間の情を失わないところを評価している。魏ぎ迅じんを含めた何人もが亡なくなり、君も黄こう魔まの呪のろいを受けたあの戦場──俺と軍師さまが再構成した国軍では、一番手を焼いた戦いくさのときでさえ、君の目は決して恐怖と怖おぞ気けだけには支配されなかった」

「…………」

「君はそのままでいてくれ」

　なにげに肩に置かれた手。

　その重みよりも、元帥としての命令とも個人的な願いともつかぬ言葉に刻きざみつけられた何かをひりつくほど強く意識させられた。
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　廊ろうでそろって居い心地ごこちの悪そうな顔をして待っていた朧ろう月げつたちのところに、元帥の執務室を後にした蒼そう刻こくがやってきた。消化不良でも起こしたような渋しぶい表情だったが、顔を合わせると、彼はぎこちなく表情を和やわらげようとした。

「今回の襲撃、あんたが鋼こう鉄てつ宮きゆうにも事前に情報を持ちこんでたんだって？　葉よう家当主が、内廷の警護にあたる武官にあやしい動きをさせたって」

「……まあな」

「さすが情報屋だな。どういう情報網なんだか」

　めずらしく率直に褒ほめた蒼刻を見返して、なぜなのか万ばん里りは渋い顔をした。

「情報網もあるが、今回決定的になったのは曹そう緋ひ鷹おうからのタレ込みだ」

「──え？」

　皆して耳を疑った。

「曹緋鷹がわざわざ俺に接触してきたんだよ。亡なき父の知り合いだった葉よう家当主が、最近胡散くさい動きをしている。探ってくれないかってな」

「はあ!?」

「ええ!?」

　蒼刻と一緒になって、朧月まで大きな声を上げてしまった。

　眉まゆを曇くもらせた万里が言う。

「少年。俺のことをいずれ副官にしてもいいって話、曹緋鷹にもしたか？　あの男、それに気づいてそうな口ぶりだったぞ」

「そんなに親しい間柄でもないし信用もしていない」

「だと思った」

　いっそ緋鷹に失礼なぐらいの蒼刻の即答ぶりに、万里はちょっとだけ笑った。

　が、すぐに警戒心に満ちた鋭するどい目を取り戻す。

「ま、最初は俺も信じてなんぞいなかったけどな。念のために裏付けをとってみたら事実だったんで、驚くやら何やら」

「……緋鷹さまは、今回の件には何も関わっていないということでしょうか」

　戸惑い半分、納なつ得とく半分で朧月は言った。

　緋鷹の真しん紅くの瞳が、胸の内を深くよぎっていく。

　あの男に漠ばく然ぜんと感じた危あやうさは、こういった事件を起こし、権力闘争で身を滅ぼすというような簡単なものではない。

　しかし無実で潔けつ白ぱくだからといって、安心するのは難しい男だった。

「──明日、礼を言いに行くか」

「え……？　緋鷹さまにですか？」

「ここで想像の中の緋鷹を眺めてたって、答えは出ないだろ。あんな男だし、直接逢あっても理解不能で終わるかもしれないが」

　双璧の件で何かが鬱うつ積ぷんしていたのだろうか。表情を暗くする何かを振り切りたがるように、蒼刻は語気を強める。

　朧月も、その思い切った行動そのものは的外れではない気がしたが──

「いやッわたしもう幽鬼怖いです」

「噓つくならもう少し演技がんばれよ」

　そんなすぐバレる噓うそと棒読み聞いたことねえよ、と彼女の頰ほおをつまみ、蒼刻はわずかに表情を和ませる。

「緋鷹さまが怖い、と言ってしまうと洒しや落れになりませぬゆえ」

「でも、おまえがいてくれたほうが、あいつから反応が引き出しやすいと思う。終わったらいっぱい慰なぐさめてやるから、一緒に来てくれ」

「蒼刻さん……」

　日頃は目つきの悪さが災わざわいして、普通にしていても鋭利な切れ味が感じられてしまう青年だからこそ、穏おだやかな響きを帯びた声が胸にしみいる。

　まんまと誑たぶらかされ、柔やわく包まれた手を握にぎり返すこと以外、朧月に道はない。

「……わかりました。お供します」

「おう」

「なあ、俺そろそろ帰っていいか？　大立ち回りの後に桃色空間ってこの歳だとちょっとしんどいんだがな」

　万里がぼやくのに、蒼刻が心外そうに顔をしかめる。

「今のは別に下心なんてない、今後の作戦会議だぞ」

「少年、下心を持ってるときもあるって素で暴露してね？」

「持たないほうが不自然だろ」

「……少年はほんと、変なときに素直だよなあ」

　だから味方でいたい気にさせるのかねと、万里は負けたというように破顔した。
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　今日は万ばん里りにも黄こう華か宮きゆうに泊まってもらうことにして、蒼そう刻こくは自分に割り当てられた部屋に彼を放りこむと、その足で朧ろう月げつの部屋へと向かった。

　負傷した白虎に星せい彩さいが付き添うことになったので、朧月は一人で部屋に戻ろうとしているところだった。

「腕うで枕まくら」

「……はい？」

「腕枕はいかがって昼間に言っただろ？　してくれよ」

　翡ひ翠すいの瞳を見下ろして、我われながら唐とう突とつに求めたのに、朧月は何か察したようにやさしい表情で蒼刻を部屋に入れてくれた。……こういう無防備にも思えるほど寛かん大だいなところは、この娘の美点であり危ういところという気がする。

「ええと……とりあえず、横になっていただけます？」

「おまえもな」

　夕刻に朧月が言っていたとおり、彼女の腕にあまり負ふ担たんがかからないように横たわる。

　とたん、朧月ががばっと起き上がろうとしたので、蒼刻はすかさず手を伸ばした。

「なんで逃げるんだよ」

「戦略的撤退です。想定よりも目標との距離が近すぎました」

「なんだその言葉遣づかい。また湘しよう雲うんさまの『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』でも読んだのか」

「はい、少し前に新刊が出ていたそうで……って、蒼刻さん、がっちり捕まえないでくださいませ……！」

「逃げるから捕まえるんだろ珍獣。逃げんじゃねえよ」

「……逃げなければ逃げないで大変ですし、わたし、もしかしなくても詰んでませんか」

「今さら気づいたのか」

　腰を抱いて確保されてしまった娘は、途と方ほうに暮れたように頭を抱かかえている。

　間抜けで微笑ましい姿だ。

　──この娘をこちら側の黒い事情になど巻きこみたくないのだが、そんな蒼刻の願いはどこまで実現できるだろうか。なやましい。

「膝ひざ枕まくらと違って、わたしも横になれるのは一いつ石せき二に鳥ちようと思ったのに、目がくらんでいたようです……」

「いや普通に気づけよ」

「蒼刻さんは気づいておられたのですか？」

「そりゃあな」

「敢あえて何も言わなかったとは、あくどい方ですね……」

「いや普通だろ。男として」

　いつもかすかに翳かげりをふくみ、長い睫まつ毛げにけぶる翡翠の瞳。

　心配も不安にもさせたくはないのだが、彼女の伏し目がちな表情はどうしてか──いや、どうしたって甘い昂たかぶりの火種になる。

「大丈夫か？」

「え？」

「以前に添い寝したときみたいに、気を失ったりすんなよ」

　案じられているのかと思ったようで、朧月はわずかに肩の力を抜くが……残念ながら勘違いだ。

「反応がないと、つまんねえだろ」

「ッ……こ、この距離でその誑かし声はおやめください」

「あ？　どんな声だよ。そんな技ぎ巧こうを使ったつもりはねえぞ」

　と。

　気配を感じた蒼刻は、仕方なく娘をつつき回すのをやめて、寝台の下を見やった。

　案あんの定じようそこには、大きな図体をがんばって縮めた白虎がいる。
















「ごほんごほん」

「……張さん、あんた咳せき払ばらいの真ま似ねがどんだけ下手なんだ」

「虎の喉のどは普通そういうようにはできておらんのだ、仕方あるまい」

　冷たく指摘すると、開き直ったように張さんは顔を上げた。

「おぬし、同どう衾きんしている場合ではないぞ」

「そこまでしてねえよ。万が一してたら、いろいろすっ飛ばしすぎだろ」

「……儂の目には、おぬしは意外なところですっ飛ばす男に見えるがのう。まあ、そのような些さ末まつはいい」

　赤い顔で小さくなっている朧月にいっとき目をやり、それから若い友人に向き直ると、張さんはかぶりを振った。

「玄げん静せい心しんどのとは立場も違うことだし、本来は儂も我が姫も馬に蹴けられる野や暮ぼはしたくないのだがな。そうも言っておれなくなった」

「？　どういうことだ」

「我が姫が、おぬしらに言っておきたいことがあるそうだ」

　今この場で聞いてやってほしいと、いつも泰たい然ぜんと構かまえている白虎にはめずらしく、押し出しの強い眼光を放つ。

　その背後から、撫子なでしこ色いろの髪の幽鬼がそっと姿を現した。

「星彩……。さっきのこと？」

「まあ、そうです」

　心配顔の朧月と、ほろ苦い表情の幽鬼が、蒼刻には意味のわからないやりとりをする。

「例の、今回は現れなかった白い血の殭屍キヨンシーなんですけど」

　そして星彩は、ひと息に告げた。

「利用されてる魂魄は、あたしが生前知っていた……いえ、生前に深い縁があった人のものの可能性が高いです」

　間違っているかもしれないけれど、と言外にほのめかしながらも、紫水晶の瞳には鋭いほどの確信の意思が感じられる。

「生前のあたしにとっては、すべてだった人です」
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　夜明け前。

　ひそやかな来訪者の足音には、副官の守しゆ翼よくのほうが先に気づいた。

「煌こう言げん。──袁えん元げん帥すいだ」

　寝室に戻るのも億おつ劫くうで、長なが椅い子すに毛布を重ねてまるくなっていた煌言は、そっと揺ゆり起こされる。

　ゆっくりと覚かく醒せいしてしまいながらも、煌言は眠ったふりをしたい衝しよう動どうにかられた。

　道術を学ぶ者にはめずらしく、基本的に明るく活発な彼らしくもないことだが、今回の仕事には胸の奥に重石おもしを置かれたような感覚がぬぐえない。

　──これで本当にいいのか。

　──このままあの研究を進めることが、本当に正しいのか。

　皇こう宮きゆうの守護のために結けつ界かいの不具合を調整したり、けがや呪のろいで苦しむ国軍兵士のために霊れい符ふ・神しん符ぷの類たぐいを改良したりするのとは、まるきり事情が違う。国軍元帥から直じき々じきに頼まれたのはそういう内容だった。

（研究そのものは新鮮で楽しいんだけどねえ……）

　女性はもちろん大好きだが、それ以上に道術馬ば鹿か一代であるのが煌言だ。

　今の道どう士しの間ではほとんど研究の進んでいない「秘術」の領域である分野を、たっぷりと資金を与えられて追究できるのは、本当なら願ってもいないことなのだ。

「…………」

　普段のにぎやかさが噓うそのように憮ぶ然ぜんと口を引き結んでいる煌言に、副官が静かに声をかけてきた。

「茶の用意をしてくる。茶葉は何がいい？」

「楓ふう露ろ茶ちやでもいいの？」

　とびきり贅ぜい沢たくな茶葉の名を口にしたのだが、守翼は「問題ない」とうなずいた。

　淡たん々たんとした物腰は本当にいつもどおりで、物もの憂うげな煌言に対して、甘やかしたり腫はれ物扱いするところは一切ないが──

「逃げだしたくなったら協力する」

「……ありがと」

　古傷のせいで大きな声を出すのが苦手な副官が、めずらしくはっきりと言い放った。

　内容よりも乳ち兄きよう弟だいの心こころ遣づかいそのものに救われた心地ここちになったとき、扉とびらが数度、控ひかえめな音を立てて叩たたかれた。

「やあ。研究は進んでるか？」

　部屋に入ってきたのは、国軍元帥の袁晨しん友ゆうである。

　守翼が灯ともしていってくれた道術の明かりで照らされた室内で、瑠る璃り紺こんの瞳ひとみが濁にごりのない輝きをたたえている。

「軍師どのはともかく──護ご衛えいはいないんですか？」

「東とう方ほう将軍と朱しゆう義ぎに、廊ろうに控えてもらっている」

「朱義くん？　めずらしいですね」

「蒼そう刻こくなら、さっき大立ち回りを演じてもらったから、今は恋人と過ごさせている。まだ事件は完全には終わっていないんだ、英気を養ってもらわないと困るし」

　そう言う声こわ音ねには年若い部下をねぎらい、期待をかける響ひびきがこめられている。

　微笑ほほえみもさわやかな貴公子風で、彼を深く知らなければ、おおらかで裏表のない上官だと思うかもしれない。

　幸か、不幸か。煌言は、主おもに軍師を伴ともなっていないときの晨友が、日頃の明るさとは違う一面を隠しきれなくなるのを何度も見てきているのだが。

　そこに、茶の一式をたずさえて守翼が戻ってきた。煌言と晨友の前に碗わんを置き、何か警けい戒かいするように彼の将軍の後方に控えた。

「蒼刻たちを襲おそった連中が残したものはこれだ。葉家の邸やしきを急ぎ暴いて回収したものも、明日の午前中には届くだろう」

　晨友が差し出した布包みには、桃とう符ふと紙し人びとが保存されていた。

　ひと目見ただけで、皇帝陛へい下かが襲しゆう撃げきされたときに発見されたものと同じ術をほどこされていたことが知れる。

「そういえば東方将軍の負傷は噓だったんですね」

「護ご花か七しち将しよう軍ぐんは皇帝陛下についていて、俺と夜や淑しゆくの警護がいつもよりだいぶ手て薄うすになったのが知れたら、何か動きがあるだろうと予測したんだが……。敵さん、意外にも出し惜おしみをしてきた」

　少しだけ悔くやしげに、晨友がぼやく。

　白い血を流す殭屍キヨンシー。

　黄こう魔まとはまったく違う術で作られた、おそらく敵の切り札である戦力。

《花か影えい》の筆頭とさえ互角に斬きり結んだというそれは、今回の蒼刻たちの襲撃には加わっていなかったらしい。

　以前現場に残された血けつ痕こんを双璧はすぐに回収し、次は絶対に狩ると、煌言に徹夜での分ぶん析せきをさせたのだが、残念なことだ。

「それにしても。──本気で、国軍でもこれを利用するつもりですか？　袁元帥」

「最悪の場合の切り札だ」

　利用しない、とはとうとう言わず、晨友は部下のためらいを和やわらげるように嘯うそぶいた。

「相手が喪うしなっても痛くも痒かゆくもない骸むくろの手先を遣うのに、こちらがいちいち仲間の身命を懸かけるのでは割に合わない。毒を以もつて毒を制すというやつだ。正義だとは言わないが、俺は間違いはしていないと信じている」

「…………」

「それに死なそうが壊そうが心の痛まない軍兵があれば、うちの軍師さまは今よりずっと思い切った策がとれるはずだ。まあ今までも十分以上に策をめぐらせてくれているが──旧国軍派が相手なら、もっと冷れい徹てつで卑ひ劣れつなあいつが必要となる」

　沈ちん黙もくが落ちる。

　話しすぎたとでもいうように、晨友はすぐに立ち上がった。

「引き続きがんばってくれ。これは君でないと任せられない仕事だ」

「わかりました」

「襲撃の手引きをした面々は捕とらえたから、あの二人──というか兄のほうは、いずれ君の助手に回せる算段だ」

「…………」

「蒼刻が確保している彼女もいる。基本的には戦力にならないが、たしかに幽ゆう鬼きに関することには強い。いずれ実験をする際にも、失敗しても彼女がいれば収拾がつくだろう」

「──ありがとうございます」

　お膳ぜん立だては整えたぞと、屈くつ託たくのない笑顔ではげましてくる上官に、煌言はとうとう反論はしなかった。

　味方の犠ぎ牲せいを、損失を、できる限り減らす。

　わだかまりはあっても、その一点には間違いなく賛同できるから、今こうして手を染めたのだ。改めて腹をくくり直した煌言は、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて顔を上げる。




　複雑な光と闇やみをはらんだ光景を、窓辺にひそむ銀毛の猫ねこが、何か意思の感じられる双そう眸ぼうで見つめていた。











《了》























■悩みごと













　……そうして一行は、火の華はなを散らして戦う荒れ野から、命からがら逃げのびました。

　大切な部下を守るために、みずから危険に飛びこんでいった皇おう子じは、金こん色じきの毛並みを紅あかく染めています。流れた血は、獅し子しらしい顔つきを飾る見事なたてがみまで汚していました。

「ああ、皇子！　なんとおいたわしい──」

　勇ゆう敢かんな将軍の、狼おおかみらしく鋭するどい顔も、このときばかりは沈んでいました。

　皇子の傷はかなり深く、しかも薬が足りなかったので、悪い状態になっていたからです。

　将軍はおろおろと銀毛のしっぽを振りながら、医い生せいを呼びました。

「どうしよう。皇子が目を開けてくださらないのです」

「……これはいけません。傷口から悪い『毒』が入りこみ、皇子さまを内側から痛めつけているのです。このままでは、死んでしまいます」

　皇子のそばにやってきた医生は、ピンとはったひげをしごきながら言いました。

「皇子が……」

　将軍には皇子の顔が、なんともさびしく、頼りなく、そして恐おそろしげに見えました。

　死の影が、美しい毛並みにおおわれた姿に、暗い陰を落としているのです。

　──三つの国をまとめて、新しい皇帝となるべき方が、死んでしまうなんて！

　黒くろ猫ねこの医生は、痛ましそうにうつむきました。

「これに効きく薬は、ありません。ただ……ひとつだけ、治す方法はあります」

「知っているのなら、もったいぶらないでください。どうしたらよいのですか？」

「将軍さま。そのように喜ばれると、わたしはかえってつらいのです。なぜならその方法のためには、皇子が大切に思う方を一人、殺さなくてはいけないのですから──」









「──っていう、とんでもないところで『以下次巻』になっている『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』の」

「続きが書けない……と？」

　蒼そう刻こくとともに、朧ろう月げつも愕がく然ぜんとして、たった今告げられた衝しよう撃げきの内容を繰り返す。

　湘しよう雲うんは、小さくうなずいた。

「そうなの。このところ、まったく筆が乗らなくて」

　長いまつげを伏せ、ため息をつく姿だけでも絵になるこの黒髪の佳か人じんは、史し湘雲。

　ここ──紅こう梅ばい宮きゆうの主あるじにして、神しん華か国の公こう主しゆ殿でん下かだ。イナカ姫で引きこもりの朧月とは正反対の、月げつ季きの花のように魅力的な女によ人にんで、皇こう宮きゆうの内外を問わず人気が高い。

　本来なら拝はい謁えつすることはもちろん、こうして同じ卓たくについて献けん上じよう茶ちやをごちそうになるなんてありえない雲の上の御お方かたなのだが、以前ちょっと普通ではないご縁があったために、こうしてお誘いを受けてしまっている。

（……緊張で味がほとんどわからないのが、すごくもったいないけれど）

　手にした茶ちや杯はいに、視線を落とす。

　たしか、月光のみにあてて乾燥させた茶葉だと説明された。朧月の知識が正しければ、一年間にわずかな量しか作られない、大変稀き少しようなものである。これ一杯で何銭せんなのかと、そう豊かではない育ちのせいで、つい考えてしまう。

（いっそ、蒼刻さんが飲んでくださったほうがいいような……）

　こうした場が苦手だという青年武官は、朧月一人をいけにえにして、壁かべ際ぎわで護ご衛えい代わりに立っているのだ。うらやましい。わたしもそっちに行きたい。

（いや、むしろあの文ふ机づくえの下がいいなあ……隠れやすそうだし）

「それで、この惨さん状じようなのよ」

　引きこもり思し考こうにはまりかけた朧月の前に、湘雲が、草そう稿こうだという紙束を差し出す。

　書いては塗ぬりつぶして消し、書き直し、また×バツ印で消して──書き手の苦悩の跡がはっきりと伝わってくる紙面だ。朧月は「ああ……」と、気の毒がるような声をもらす。




　湘雲が広く慕したわれている理由のひとつは、彼女が趣味で書いている物語だ。




　とりわけ『肉球三国志』は、もふもふとした可か愛わいい動物たちの描写と、国の太平のために戦う思いのほか硬こう派はな本筋の組み合わせがおもしろく、加えてこの時代にはめずらしい読みやすい文章で楽しめる戦記ものだと評判だった。

　女官ばかりではなく、蒼刻のような国軍の人間まで読むほどの人気で、城下の貸本屋に並ぶ予定もあるという。

　──それなのに、書けないとは。

　近づいてきて朧月の手元をのぞきこんだ蒼刻が、湘雲へと訊たずねた。

「ですが、ほかの物語は書いておられませんでしたか？　『草そう原げん情じよう歌か』だとか──」

「あれは気分転換に書いた読みきりだもの。長編ものの続きを書くのとは、わけが違うわ」

「──失礼しました、不調法で」

　すぐに謝罪した青年武官に、湘雲は器用ではない弟を見守るような目を向ける。

「いいのよ。朧月さんも、あなたのそういう正直なところを慕っているのでしょうし。ね？」

「え!?　あ──はあ、まあ……そのような感じです」

　確認を求められた朧月は、激しく目を泳がせ、ためらい、それから小さくうなずいた。

　なぜだか勝手に頰ほおが熱くなる。蒼刻のことは信頼しているが、面と向かって訊かれると、なにやら気き恥はずかしい。

　……傍かたわらにいた幽ゆう鬼きの星せい彩さいが「はっきり好きだって言っちゃってもいいんすよ？」と、物わかりのよい顔をしてとんでもないことをささやいてくるのは、聞かなかったことにした。

「少し前まで公務で忙しかったときは、早く書きたいと思っていたのだけれど……。いざ文机に向かうと、頭に何も浮かばなくて困っているの」

　しゅんと沈む湘雲。

「久々に儂わしの毛並みと肉球をお貸ししたのだが、それでも『降りてこない』そうでな」

　敷物の上に腹ばいになって話を聞いていた白びやつ虎こ──張ちようさんも、口を挟んできた。

　聞き慣れない表現に、朧月は目をぱちくりさせる。

「降りてくる……とは？」

「今なら絶対におもしろいものが書けるわ！　と確信を持てる瞬間が、以前まではあったの。それをわたしは『降りてきた』と呼んでいたのね」

　丁寧に説明された朧月は、

（……幽鬼に憑つかれて、人格が変わってしまうようなものかしら？）

　彼女なりの解釈で吞のみこんだ。幸か不幸か、頭の中で考えているズレたことにまでは、蒼刻はつっこんでくれない。

　ともあれ、由ゆ々ゆしき事態だった。『肉球三国志』は、朧月も湘雲から写本を贈られて以来、楽しく読ませていただいている。

　何よりも、湘雲その人に目の前でしょげられては、面倒ごとはなるべく避けるのが信条の朧月でも、さすがに「放ってはおけない」と思わされた。

「あの……わたしなどでも、何かお助けできることがありましたら──」

「まあ、本当に？」

　──きらり、と。

　おせっかいめいたことを口にしたとたん、湘雲の聡そう明めいそうな灰はい色いろの瞳ひとみが煌めいた。

　がらりと変わった空気に、猛もう烈れつに嫌いやな予感がして、朧月は肩をこわばらせる。

　後ろで蒼刻が、「やっちまったな」とでも言いたげな、苦い顔になった。

（って……何かマズいの？　え？　え？）

　湘雲は朧月の手をきゅっと握にぎると、さっきまでの憂うれい顔はどこへやら、はつらつとした笑顔で迫せまってきた。

「実は気分転換に、短い読みきりものを書こうと思っていたの。その話の材料を集めるのに、あなたに協力してもらいたいのだけれど。いいかしら？」

「わたしに……ですか？」

　はっきり言って、嫌な予感しかしない。

　だが公主さまを相手に「やっぱり前言撤回で」と言える度ど胸きようは、朧月にはなかった。

「よかった！　それじゃさっそく、あなたと劉りゆう武官にはいろいろと聞かせてほしいの」

（わたしと……蒼刻さんにも？）

　朧月はさすがに首をかしげた。話のネタを提供しろ、と言われても、朧月が得意（？）なものなどひとつしかない。

「幽鬼のお話でしたら、いくらでもご用意できますが……わたしは、それ以外は全然──」

「もちろんあなたの鬼話は好きよ。でも今日は、ぜひとも違う方面のお話が聞きたいの」

「……違う方面？」

　目をぱちくりさせる朧月は、続く湘雲の言葉でのけぞった。

「あなたと劉武官が、いかにして仲よくなったのか。それを最初の出で逢あいから聞かせて」

「!?」

「……湘雲さま」

　後ろでうなった蒼刻の渋しぶい顔には、ありありと「勘かん弁べんしてくれ」と書かれている。

　ガラが悪そうに見えても実は礼節を心得ている武官なので、決して口には出さないが。

　どんくさい朧月と違って打てば響ひびくこの青年は、湘雲がこういう流れに話を持っていきたがっていることを、途中から察していたらしい。

　執筆意欲がわかないというのは本当だろうが、朧月たちの協力を引き出すために、より深刻そうにふるまってみせたのだろうか。この、聡明な公主殿下は。

（まんまと、騙されてしまった……）

　湘雲があのクセ者の太たい子し殿下の姉だということを、改めて痛感させられる。

　その場に両手両りよう膝ひざをつきたくなる程度にはへこんで、朧月はため息をついた。




　──そんなこんなで。




　結局、公主さまの「お願い」を断れなかった二人は、湘雲の質問を受けることになった。

　先ほどとは別人のように上じよう機き嫌げんな公主さまは、女官に紙と硯すずりを用意させると、実に楽しそうに「お互いの第一印象は？」と訊ねてくる。

　朧月は「おうちに帰りたい」と心の底から思いつつ、頭をかきつつ、小声で答えた。

「最初は……怖こわそうだし、怖い人だと思いました」

「正直だな、おい」

　蒼刻に後ろから手しゆ刀とうでつつかれた。背後に立っていられると若じやつ干かん怖い。

　青く燃える左目を見上げて、朧月は言い訳めいた付け足しをする。

「でも、すぐに『悪い人じゃない』ってわかりましたよ……？」

「本当かよ。どこでだ？」

「たしか……そうです、蒼刻さんの抱き方が、意外とやさしかったから」

「なに？」

　蒼刻が思いっきり怪け訝げんそうに目をすがめる。朧月はうなずいて、先を続けた。

「わたしを抱きかかえて運ぶのに、蒼刻さんが思ったより慎重というか……力加減をしてくださっていたので、ああ、この方は、見た目の印象ほど横暴な方じゃないんだなあと。……それで結構、怖さが和やわらいだんです。それからも何度も、親切な方だと感じる機会がありましたし……まあ、その数倍は、人が悪いなとか強引だなあとか思ってしまったんですけど」

「…………」

「……蒼刻さん？」

　なにゆえに、眉み間けんのしわなんぞを揉もんでいるのだろうか。

　首をかしげていると、蒼刻はやがて短く嘆たん息そくし、ぶっきらぼうに言いだした。

「勘かん違ちがいするな。別にオレはやさしいんじゃなくて、おまえがいかにもひ弱そうだから多少の手心を加えてやっただけだ。泣かれても面倒だったしな」

「はあ……それは重々承知していますが、わたしはそれがやさしいと思ったので」

「うるせえ」

「──なッ、蒼刻さん、どうしていきなりつねるんですか痛たたたた」

「躾しつけだ馬ば鹿か」

　なんの躾かもわからないのに、耳をつねられましても！

　ひ～、と弱さまる出しの悲ひ鳴めいをもらしながら、蒼刻の手の下でもがいていると。

「なんだ二人とも、生なま温あたたかい表情をしやがって」

　鋭い声が、星彩と張さんに向けられた。

「いえいえ。あたしも気づいてないところがあったな～、と思ってるだけですよぅ」

「儂は初めて聞く話ゆえ、湘雲さまと同様に楽しませてもらっておるぞ」

「楽しむな！」

　張さん相手には容よう赦しやなくつっこんだが、すぐに「公主殿下の前で声を荒らげる」という失態に気づいた蒼刻は、湘雲を振り返って謝罪する。

　湘雲は鷹おう揚ようだった。よどみなく筆を動かしながら、楽しげに微笑ほほえんでいる。

「その調子でいいのよ。わたしのことは気にしないで、自然に、二人で思い出話をする感じで続けていただけるとうれしいわ」

「……はあ……」

　これでは思い出話というよりも、わたしのヘタレぶりの反省会にしかならないような。

　内心ではそんな冷さめたことを思っても、もちろん口には出せない朧月だった。




　本人たちは「別におもしろくもないのに……」と思っている、出逢いから今日に至いたるまでの話は、湘雲公主の創作意欲をだいぶ刺激したようで──

　とある男女の物語の草稿が、朧月たちの元に届いたのは、わずか三日後のことであった。











■噂の二人の未来予想図？













　邸やしきの夜気には、牡ぼ丹たんの香りが満ちていた。

「──蒼そう刻こくさん。このような時間に、どうなさったのですか？」

　窓から訪ねてきた蒼刻に気がつくと、いとしい少女はただでさえ大きな瞳ひとみをみはった。

「月があんまり綺き麗れいだから、おまえに逢あいたい気持ちが抑えきれなくなった。……迷惑だったか？」

「まさか……！　わたしも、蒼刻さんといたいと思いながら眠るところでしたから……」

　朧ろう月げつはあわてて首を振り、雪のように白い肌はだに、薔ば薇らを思わせる朱しゆを散らす。

　敵兵に対するときは鋼はがねの刃やいばのごとき鋭するどさをはらむ青年の瞳が、ふと和やわらいだ。

　この恥はずかしがり屋の恋人を前にするときだけ、彼の表情は甘い蜜みつに漬つけたようにゆるんでしまう。

「そう言うわりには拗すねてないか？　俺のお姫さまは。どうして目を合わせてくれない？」

「……蒼刻さんとお逢いするときには、きちんと着飾っていたかっただけです」

　このような姿では、と、白しろ練ねりの夜着に上じよう衣いをはおっただけの朧月が羞しゆう恥ちにうつむく。

　普段は花飾りなどで装よそおっている黒髪も、今は自然に流しているだけだ。

「俺にとっては、そういう姿のおまえのほうが好都合だけどな」

「え？　……なぜですか？」

　口で説明するよりも、実際に示しめしたほうが早い。蒼刻はおもむろに少女を抱き寄せた。

　やんわりとしなる花の枝のような身体からだは、彼の腕の中にすんなりおさまる。

　なめらかな黒髪に頰ほおを寄せ、わずかにのぞく、白い貝かい殻がらにも似た耳じ朶だを甘あま嚙がみした。

「こうして抱いたときに、おまえと俺を隔へだてるものが少ないからだ。あの花飾りはおまえによく似合うが、この髪に思うぞんぶん頰ずりしたいときには、少し邪魔なのも事実だ」

「まあ。……いつも、そんなふうに思っていたのですか？」

「もちろんだ。おまえは全部俺のものなのに、何かにさえぎられるのは許せない」

　蒼刻は薄うすく笑って、朧月の顔をのぞきこむ。夢のように煌きらめく翡ひ翠すいの瞳。くすぐったそうに微笑む目元に、そっと唇くちびるを落とす。

　そのやわらかな感触だけでも悪くはないが、蒼刻が酔よい痴しれたいのはもっと甘いものだ。

　何も言わずに視線を合わせて誘い、ためらいがちに背伸びをした朧月の唇を奪う。

　桜おう桃とうのように愛らしいそれは甘い香りがして、頰がとろけそうになり……









「──……星せい彩さい」

「おや。武官さんがあたしの名前を呼ぶとはめずらしいっすね？　声が怖こわいですけど」

「おや、じゃねえ！　いつまで音読しつづける気なんだッ」

「え～、ここからがいいところなんですよ？　……ぷ」

「笑いがもれてるんだよ！」

　どん！　と、蒼刻が卓上に拳こぶしを叩たたきつける。

　ヒビが入りそうな一撃に、朧月は泡あわを食って「落ち着いてください……！」と言った。

　ここは蒼刻の部屋であり、調度はすべて彼のものなのだ。壊すのはマズい。

　が、音読を勘かん弁べんしてほしいのには、心の底から同感だった。




「あなたたちの普段のやりとりを想像しながら書いてみたの。いかがかしら？」

　──と、湘しよう雲うんから送られてきた「草稿」は、乙おと女めの夢みる恋物語らしい展開と耽たん美びな描びよう写しやが山盛りなのに、ところどころに朧月と蒼刻との間に本当にあったことが織り交まぜられているのが、なんとも精神力を削ってくれる代しろ物ものだった。

　普段の朧月たちのどこをどう見て想像したら、こんなお話ができあがるのか、執筆の才能のない朧月にはさっぱり理解できない（蒼刻も同じだという）。

「ついでだから、少しだけ艶つやのある展開にしてみたの♪」

　とも湘雲からの手紙に書いてあった。楽しそうなのに申し訳ないが、頼むから許してほしいところだ。わたし何かしましたか。




　半分まで読んだ朧月はもう、長なが椅い子すの上でぐったりしてしまうほど消しよう耗もうしていた。

（これは、わたしと同名の違う人だ……って、頭で言い聞かせてはいるんだけど──）

　読み進めるにつれて、どうにも心の何かが削けずられていく。ちょっとした拷ごう問もんだ。

（でも、湘雲さまに感想はお伝えしないと悪いし……うう）

　そろそろ泣きたい。というか、おうちに帰りたい。

　星彩が、ずっと笑いをこらえていたせいで引きつった顔を、両手で揉もみながら言う。

「いや～、でもこれは下書きで、清書して広めるときは名前を変えるんでしたっけ？」

「……でないとわたし、恥ずかしくてもう外を歩けないわ……」

「おまえはもともと外に出ないだろ」

　星彩につっこんだつもりが、横から蒼刻にこづかれてしまった。

「というか、この名前のまま広めたら、また変な噂うわさになるだけだろ」

「実名のままで、題名に『実録！』とでもつければ、さらに人気が出そうだがのう」

「張さんまで何を言いだすんだよ」

　つっこみ疲れたのか、そもそも今の「原案」に目を通した時点で気力を削そがれたのか、蒼刻の声にはいつもの鋭さや勢いが足りない。

「よいではないか。おぬしの、硬こう派はで近づきにくい印象が改善されるやもしれんぞ？」

「……虎とらの顔ならわからないと思ってるのかもしれないが、にやにや笑ってんのはバレバレだからな？」

　張さんをにらみつけると、蒼刻は苛いら立だちを隠さない尖とがった声で星彩に告げた。

「いいから、これ以上そいつを読むなら俺のいないところで読め。でないと斬きるぞ」

「横暴っすね～」

「儂わしはおぬしを、そんな乱暴な子に育てた覚えはないんじゃがのう」

「俺だってあんたに育てられた覚えはねえよ」

　ぶつくさ言いながらも、星彩は愛する白びやつ虎ことともに中庭に出ていった。

　そんなふうに連れ立っていく二人の姿がとても自然だったせいか、朧月はうっかり気づくのが遅れた。

　四引く二は、二。

　こんな微び妙みような空気の中で、蒼刻と二人きりになってしまったことに。

　……にわかに緊張を覚え、朧月は急に喉のどが渇いていくのを感じる。

　おうちに帰りたい。それが無理なら今すぐ気絶したい。

「朧月」

「は、はいッなんでしょうか！」

　現実逃避に突き進んでいたのを怒られたのかと勘かん違ちがいして、朧月はびくりと反応する。

「おまえは途中まで読んでどう思った？　湘雲さまの『草稿』」

「感想……ということですか？　ええー……」

　朧月は本気で困った。

　つまらないわけではない。むしろ、これが赤の他人の恋物語だったなら、とても楽しめたと思う。配役の元ネタがわたしとこの人かと思うと、軽く気絶したくなるのが問題なだけで。

　無意味に髪飾りをいじり回しながら、あたりさわりのない言葉を探していく。

「すてきなお話だとは思うのですが……やはり、どうしても戸惑ってしまいます。本物の蒼刻さんは、あんなことをしませんし」

「あたりまえだ」

　蒼刻は心外そうにうなると、続けざまに言い放った。

「俺だったら、もっと違うところに食いつく」

　──朧月はむせた。

　先刻読んだ、彼が彼女の（名前では表現したくない）耳朶を甘嚙みする場面のことを言っているのは、瞬時にわかってしまった。できれば、わかりたくはなかったけれど！

「なに噴いてんだ。俺は別に、実際におまえを食べたいなんて思ってないぞ」

「そのぐらいはわかってますよ……！」

　わかっているが、実際蒼刻に「食いつ」かれたら──とうかうか想像すると、不ふ穏おんな胸むな騒さわぎに支配されてしまうのだ。

「……ほ、本気ではありませんよね？」

「ん？」

「ですから──実際は、どこにも食いついてきたりはしませんよね？」

　青い顔に加えて思いっきり引け腰で朧月が訊たずねるのに、蒼刻はそっけない。

「さあな」

「どうしてそんなところで、無む駄だにとぼけるんですか!?」

「だって、食いつかないって言ったら、おまえは安心しちまうだろ？」

「そこは安心させてくださいよぅ……」

　安心したいんですよと、平和を愛する引きこもりとして切々と訴えてみる。

「俺としては、あんまり安心されても困るんだよ」

「──ということは……常に緊張していろと？　そんなことしてたら、わたし、絶対に瀕ひん死しになりますよ……ただでさえ、精神力のなさには自信があるのに」

「そんな自信は持つんじゃねえ。それに、緊張しろってのとは少し違うな。ただ──」

「ただ？」

「俺に次に何をされるのかがわからなくて、おろおろしているおまえを見るのは楽しい」

　蒼刻の笑みには二種類ある。

　ひとつは、思わずといったふうに顔をほころばせた、少年らしさのにじむ微笑み。

　もうひとつは、相手を威い嚇かくしたりするときに作ってみせる、野や獣じゆうめいた鋭い笑み。

　──今、朧月を斜めに見やりながら彼が浮かべたのは、後者だ。にやり、という言葉で表したくなる、意地の悪そうな笑み。

　朧月はうなだれると、長椅子の端っこに小さくなった。

　ゆったりとした袖そでで顔を隠すように頭を抱え、心の底から残念そうにうめく。

「……最近、蒼刻さんの性格がどんどん悪くなってる気がする……」

「本人を目の前にしてそういうことを言うとは、ヘタレのくせしていい度胸だな」

「蒼刻さんがいない場所でこんなことを言ったら、ただの陰口じゃないですか」

「この野郎」

　額ひたいを軽くこづかれた。

「で？　そっちの本は新しそうだな」

「あ──はい。これは、湘雲さまの『羽う毛もう水すい滸こ伝でん』の三巻目です。まだ紅こう梅ばい宮きゆうでしか読まれていないそうなんですけれど、今回の取材のお礼にって」

「そっちは、もう続きが出てたのか。俺も読みたい」

「では……写本は一冊しかありませんから、先に読まれますか？　わたしは、ほかにいただいた本を先に読んでいてもいいですし」

「いや。そのまま持ってろ」

　はい？　と、どうするつもりなのかと思って瞬しばたたいた朧月の視界に、蒼刻の顔が迫せまる。

　間近からそそがれた視線の強さに無駄にぎくりとしてしまう彼女をよそに、蒼刻はおもむろにうつむいた。──いや、違った。朧月の薄い肩を枕まくらにするように、ぽすんと頭をのせてきたのだ。体勢が変わったついでに、肩や腕が自然とくっつく。

　戸惑いに満ちた沈ちん黙もくののち、朧月はぎりぎりの冷静さを保って意見した。

「…………蒼刻さん。失礼ながら──はっきり言って、重いのですが」

「膝ひざ枕よりはマシだろ？　このくらい耐えて自分を鍛きたえろヘタレ」

「ええー……」

　立場としては、肩を「貸してあげている」のは朧月なのに、「借りている」蒼刻がなぜこうも偉えらそうなのだろうか。

　たまには、ちゃんと怒っておこうかなぁ。抵抗するべきかなぁ。

　と、だれに対しても弱腰の朧月なりに考えたりもする。が。

「蒼刻さんは、ほかの人にもよく、こんなふうになさるのですか？」

「そんなわけないだろ。おまえ以外の相手には気を使う」

「……ですよね」

　ぶっきらぼうな答えにおかしな満足感を覚えると、ええい離せと身体からだをどかす気が失せてしまうのだった。

（本を読むためだし……ほんの少しの間なら、がんばろう。うん）

　半身を寄り添わせているだけなのだ。

　蒼刻がはにかむどころか遠えん慮りよすらしていないのに、朧月ばかりがこの距離感に当惑し、慣れない体温と距離にうろたえるのも、なんだかシャクだとすら思う。

「──次、めくってもいいですか？」

「待てよ、読むの早くないか？　おまえ。引きこもりのくせに」

「引きこもりだからですよ。お部屋の中でできる最大の娯ご楽らくは、読書ですから」

「俺より読み慣れてるってことか。じゃ、この際だから俺に読んで聞かせろ」

「あ、それは無理です」

　朧月はあっさり首を振った。

「わたしは、朗ろう読どくが散歩と同じくらい苦手ですので」

「いいから読めよ。声を出す機会を増やせば、知らない相手とも怖がらずに話す練習にもなるだろ、たぶん」

「……そんな適当な。しかも乱暴な」

「躾しつけだ、躾。いいから聞かせろ。聞かせないと、もっと重みかけて寄りかかるぞ」

「なんですか……新手のいじめですか？」

　いつものことだが、変に横暴である。わがまま、と言い換えてもいいのかもしれない。

　だが、こういうところは劉りゆう家の御おん曹ぞう司しらしいようにも思える。

　やれやれと嘆たん息そくする朧月に、蒼刻はついでのような、なにげない口く調ちようで付け加えた。

「おまえの声は俺好みなんだよ。変にカン高くないし、うるさくねえから」

「……え」

「だから読め。いいな？」

「そ……そこまで仰おつしやるなら、仕方がないから読んでさしあげますよ」

　意外な褒ほめられ方にうろたえて、朧月はつい意地を張るような言い方をしてしまう。

　暗い声だ呪のろわれそうだ云うん々ぬんとは何度も言われた経験があったが、好みだと言われたのは、もちろん生まれて初めてのことだった。うれしい。ぼうっとしてしまうほどに。

（……わたしはたぶん、蒼刻さんのこういうところに弱いんだろうなぁ）

　鞭むちもあるけれど、ときどき無造作にくれる飴あめがちゃんと甘い。そんなところに。

「それじゃ、読みますよ」

「早くしろ。このままだと俺は寝ちまうぞ」

　その後、「聞きとりづらい。もう一度読み直せ」だの「声が小さい！」だのとビシバシ躾をされて、淡あわい感動が台無しになるまで、朧月は胸に満ちる温もりを持て余していた。




　こうした一部始終を、星彩とともにこっそりのぞいていた白虎が、湘雲公こう主しゆに暴ばく露ろし──

　皇宮をときめかせる新たな物語の元ネタにされてしまうのは、また別の話である。











〈了〉












【初出】

　２０１１年11月『双界幻幽伝』ＷＥＢページ


































































あとがき






　はじめまして。またお逢あいできて光栄です、『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』です。

　前巻より舞台が皇こう都とになりまして、各地を転々として鬼き話わ怪かい談だんをしていた黄こう魔ま篇へん（仮）とは、少なくとも書いているほうの気分はだいぶ違います。そのせいか執筆速度が……ということになり、今回もまた関係者の方々に足を向けて眠れません。ほ、本当にありがとうございました……！




　初期から名前だけは出ていた双そう璧へきがようやくの登場です。イメージだけは一巻プロット時点で用意しておいたのですが「脇役にも程があるし年齢が年齢だし書くこともないか」と割り切っていたので、くまの先生の最高のキャラデザまでいただけて夢見心地ごこちです……！

　晨しん友ゆうの「晨」は朝という意味で、夜や淑しゆくの「夜」と対。

　いろいろと対照的だけど、朝から夜まで一緒にいて飽あきない。そんなコンセプトです。

　やはり初期から三国志をモチーフに使用している箇所もある世界観ですが、そこを活いかした展開にしたかったりどうしようかなと迷いもあったり。長いシリーズに育てていただけたので欲張ってしまいたくなります。そして執筆速度が（以下略）。

　以下、そんな「本文でほぼ描写していない設定」の一部を活かした小話です。











《幽ゆう鬼き院いんの見えない住人たち》






　そのことを話すきっかけは、蒼そう刻こくのなにげない指摘だった。

「おまえ、なんだか土産みやげの種類が多彩すぎないか？」

　と。

　外は苦手、人ごみは大の苦手、真昼の市場？　それは地じ獄ごくですねと答える程度の引きこもりである朧ろう月げつが、めずらしく「故郷にお土産を買って帰りたいので……」となけなしの根性を振り絞しぼってきたところである。

　がんばって朝早く起きて、青せい苑えん州州都の中心地が喧けん騒そうにまみれる前に目抜き通りで買い物を済ませた朧月だ。いつになく達成感をおぼえているふうな晴れやかな表情で、目の前の円卓に買ってきたものを並べているのを、蒼刻ものぞきこむ。

「幽鬼院に住む人たちは、趣味も嗜し好こうもばらばらですゆえ……。これは兄さまのための、疲れ目にきくお茶の葉です」

「あいつ、なにげに仕事中毒だからな。これは？」

「これは執事さん向けですね。趣味と仕事を兼ねて庭いじりをよくされているので、黒こく烏う州ではあまり見ない植物の種しゆ子しを選んでみました」

「料理の本──は、あの女装の侍じ童どうにか」

「はい、ルアンのためです。おいしそうな桃ももまんの作り方が載っていたので、今度お願いしようかという下心も……」

「下心っていうか食い気だな。この硝子ガラス玉だまの腕輪は、なんで同じのを二つ買ったんだ？」

「双ふた子ごの女の子の幽ゆう鬼きがおりますゆえ」

「そうなのか？　紹介された覚えがないぞ」

「……たしか蒼刻さんがうちに滞在したときには、お墓参りの時期か何かで、彼女たちは自分の骸むくろのところに一時帰宅していたはずです。星せい彩さいは自分の骸がどこに行ったのかもわからないので、そういうことはしないのですが……」

　特に沈ちん鬱うつになるでもなく、さらっと強烈なことを言われて、蒼刻は反応に困った。

　墓すらない星彩はもちろんだが、幼おさない双子がそろって亡なくなる状況となると……。

　しかし幽鬼たちにとっては主人同然であるはずの朧月が平然としているのに、ご愁しゆう傷しようさま等と言うのも違う気がする。

　悩む蒼刻をよそに、朧月はほわほわとした口く調ちようで続けた。

「そういえば蒼刻さんは、星彩以外の我わが邸やしきの居い候そうろうさんには、まともに逢ったことがないのでしたね……。これは男の幽鬼の方へのお土産です」

「船乗り御ご用よう達たしの葡ぶ萄どう酒しゆじゃないか」

「はい。お酒を供く物もつにすると上じよう機き嫌げんになって、噓うそか本当かちょっと胡う散さんくさい武勇伝を語りだす御ご仁じんです。元海賊だそうですよ」

「……海の男が、思いっきり内陸のおまえの実家になんで現れるんだ？」

「賞金首になって海ではとても落ち着けないので、しばらく内陸で潜せん伏ぷくしていようと思っていたら、うっかり流は行やり病やまいでぽっくりと」

「なんて締まらない海賊だよ！」

「ですが腕っぷしは強い方なので、悪い幽鬼が現れた際には用心棒をしてくださるので、助かっておりますよ。で……こちらが、もう一人いる殿方の幽鬼に」

「賭かけ事に使う骰子さいころじゃないか」

「流る浪ろうの賭と博ばく師しだった方ですゆえ。骰子を集めるのが大好きなのです」

「そんなろくでもない男までいるのか」

「賭け事が上手で女遊びなどを適当に愉たのしんでいたら、ある日、痴ち情じようと借金問題のもつれに巻きこまれて刺し殺さつされたのだとか……」

「……死に方までろくでもねえな。っていうか殺されたやつって幽鬼としてヤバいんじゃないのか？」

「彼は大丈夫です。そりゃまあ殺したくもなりますよ生前の私ってばすごく駄ダ目メ男オでしたからはっはっは、と笑い話にしているくらいの度量の持ち主ぬしです」

「それは懐ふところが広いんじゃなくて頭がゆるくはないか」

「ゆるく……はないと思います。わたしもいろいろな賭け事を教わりましたが、彼には勝ったことがありません」

「一応は刺し史しの家柄の姫君なのに、なんてものを教わってんだ」

　ひととおり幽鬼院の住人について聞いてしまった蒼刻は、ため息をついた。

「納なつ得とくした」

「……何にです？」

「そんだけ個性のある話し相手がいたら、外に出ない生活でも退たい屈くつしないわけだ」

「ですよね！　そうなりますよね」

「こんなときだけ返事がノリノリだなおまえは！」







　──以上、一巻でちらっと気配を匂わせたものの、おそらく今後も出番のなさそうな幽鬼院の居候たちについてでした。

　全員出したら収拾がつかないので『箱庭は四し面めん楚そ歌か！』で省はぶかれたという真相。

　それでは、また続きで楽しんでいただけるよう頑張ります！





木村千世
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テレ蒼刻さんも美味しいよね♪
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最終的な見所は呂将軍の可愛さだなと勝手に思ってます[image: ♡]
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